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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「うぅぅぅ……ん」

　苦しさと重さが彼に悪夢を見せる。

　その悪夢に対する呻うめき声が知れず、口から漏もれていた。




〝彼〟……高こう炎えん寺じ悠ゆう真まの見ている悪夢において、主たる登場人物は、彼のお付きのメイドである岩いわ井い椛はなである。

　モスグリーンのメイド服に、真っ白なエプロンを着け、頭にトレードマークであるハイビスカスの花飾りを付けた椛は、片手で軽々と手にした少女・渡わた雷らい紫し苑おんを、身動きの取れない状態で横たわる悠真の顔面に載のせたり下ろしたりしながら、悪そうな笑えみを浮うかべて言った。

　渡雷紫苑は、悠真や椛と共に、以前、鍵けん翼よく高校のレプリカ校舎や南の島、果ては豪ごう華か客船内に造られた廃はい病院といった閉へい鎖さ空間から、悠真との恋れん愛あい成じよう就じゆによって脱出した人物である。

　黒くろ髪かみロングヘアをカチューシャでまとめた巨きよ乳にゆう少女の紫苑は、悠真にとっては苦楽を共にした仲間であり、１つ年上の恋こい人びとでもある。

「ほらほら、坊ぼつちゃん、『椛ちゃん、大好き、椛ちゃん、可愛かわいいとか言いながら、ふかふかのソファの上で、１日中椛を抱だきしめて撫なで撫なでしてイチャイチャしまくって毎日を過ごしたい』ってお願いしないと、紫苑先せん輩ぱいを坊ちゃんの顔面に載せますよ？」

「アホかっ‼　誰だれが言うかっ⁉」

「良いんですか～、そんなことを言ったりして～？　ほぉら、重い女ですよ～。知りませんよ～？」

　フフフと含ふくみ笑いをする椛が、真顔で膝ひざを抱かかえて丸まっている紫苑の背中を鷲わしづかみにして悠真の顔の上に、ボフッと押しつける。

「重‼」

「ほぉら、坊ちゃん、重い女、重い女～」

「重‼　紫苑先輩、重‼……椛、テメエ‼」

「ほらほら、坊ちゃん、言わなくて良いんですか～？　『椛ちゃん、大好き、椛ちゃん、可愛いとか言いながら、ふかふかのソファの上で、１日中椛を抱きしめて撫で撫でしてイチャイチャしまくって毎日を過ごしたい』ですよ～？」

「誰が言うか─────っ‼」

「そんなことを言って良いんですか、坊ちゃん？　重い女２号の葵あおい子こ先輩も投入しちゃいますよ～？」

　葵子先輩とは、聖せい宮ぐう葵子……紫苑と同学年の親友であり、南の島の脱出から途と中ちゆう参加で行動を共にした少女のことだ。

　堅かた物ぶつそうな外見に反して、抜ばつ群ぐんの心の脆もろさを誇ほこり、それ故ゆえに、親友の紫苑に内ない緒しよで悠真と付き合うという禁きん忌きを犯おかしていることを未いまだ打ち明けられないでいる。

　もっとも、気付いていないのは当の紫苑だけで、周囲の人間にはどう見てもバレバレな態度によって、既すでに露ろ見けんしていると言っていい。

　椛がうぇひひひと笑いながら、紫苑をつかんでいるのと反対の片手で、真顔で膝を抱えて丸まっている葵子をつかみ、悠真の顔面に載せてきた。

「重‼　葵子先輩、重‼」

　顔の右側に紫苑、左側に葵子を載せられ、悠真が重さに悶もん絶ぜつする。

「重い……苦しい……」

　重さのみならず、鼻が潰つぶされ気味になったり口が押さえられたりする為ために、苦しさも相まって、悠真は失神寸前だ。
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　一方、現実の悠真。

「うぅぅぅん……重苦しい……」

　譫うわ言ごとのようにそう呟つぶやく彼の顔面には、現実においても、２つの大きな丸い物が載っかっている。

「ちょ……⁉　悠真さん……もぞもぞ、しないで……息吹ふきかけないで……！　ていうか、重いって超ちよう失礼です……はふん」

「むぐ……？」

「あ、やっと気がついたんですね⁉　悠真さん‼　しっかり！　しっかりして下さい、悠真さん‼」

「うぅ……お前がしっかりしろ、椛……」

「ああっ、まだ起きてないっ‼」

「う……？」

　悪夢の苦しみによって、元々覚かく醒せいしかけていた悠真の意識が、完全に昏こん睡すい状態から脱だつする。

　少女の必死の呼び掛かけにより、である。

「むぐぐぐ……？　何だ、これ……？」

　顔面に載っかっている柔やわらかくも適度に重い物体を退どかそうと、顔をグリグリ左右に振ふる悠真。

「悠真さん、ぐりぐりしないで下さいっ⁉」

「う……？」

　若じやつ干かん圧あつ迫ぱくが緩ゆるんだのを見計らって、悠真は横たわったまま自分の足の方向へ顔を引き抜ぬいた。

　そして、ようやく事態を幾いくばくか理解するに至る。

「これは……！」

　寝ね返がえりを打つと確実に床ゆかに落ちるぐらい狭せまいベンチの上に寝ねかされていた悠真は、上体を起こして振り向き、驚おどろくべき物を直視して絶句した。

　裸はだか電でん球きゆう１つだけが唯ゆい一いつの明かりを放っている、薄うす暗ぐらい物置のような狭っ苦しい部屋の中央──。

　そこには、天てん井じようから伸のびる鎖くさりに繫つなげられた手て錠じようで拘こう束そくされ、半ば吊つるされるような状態の少女がいたのである。

「……。……。……愛あ依い？」

「はふん、悠真さぁん……」

　五十嵐いがらし愛依。

　姉あね譲ゆずりの薄うすい色素の髪かみを膝裏近くまで長く伸ばし、赤いフレームの眼鏡めがねを掛けた、大きな瞳ひとみが印象的な美少女だ。

　愛依は、先述の紫苑達との脱だつ出しゆつ生活において、首しゆ謀ぼう者しやグループの先せん鋒ぽうかつ狂きよう言げん回まわし的役割として悠真達の前に立ちはだかった、〝名な無なしさん＠嵐あらし属性〟というネコミミ宇宙服の怪かい人じんの中の人である。

　脱出生活最終しゆう盤ばんで、その正体を明かした彼女は、今現在は白く清せい楚そな感じの制服に身を包んでぶら下がっていた。

「愛依、過激なぶら下がり健康法は健康に悪いぞ……？」

「違ちがいますよっ‼」

　悠真が身体からだを退けたことで、ようやくベンチの上に膝立ちが出来るようになった愛依が、半泣きで叫さけぶ。

　そして、悠真は改めて繁しげ々しげとそんな愛依と、今まで自分の横たわっていた小さなベンチに目を遣やって呟いた。

「ていうか、俺は、愛依の尻しりに敷しかれて眠ねむっていたのか……」

　愛依の背後、名無しさん時代にも存分に発揮されていた、短いスカートからにょっきり伸びるスラリとした美び脚きやくの付け根、恥はじらいでふりふりと控ひかえ目に左右に振られる愛依のお尻を少し覗のぞき込むような悠真に、羞しゆう恥ちと非難の入り混じった表情を向けて、愛依が溜ため息交じりに言う。

「眠っていた訳じゃないですよ……」

「いや、しかし……あ‼」

　そこで、悠真は、はたと思い出す。

　何故なぜ、こんな部屋に──地下倉庫に閉じ込められているのかを。







　人は皆みな、何かに閉じ込められている。

　社会に、家庭に、学校に、会社に、そして、自分自身に……。

　生きている限り、誰もがその檻おりの中から出ることは出来ない。




　この物語は、閉じ込められた密室の中で─────。

　恋こいと愛と知ち恵えを武器に、その檻を破り、自由の翼つばさを得ようともがく─────。

　─────少年少女達の戦いと恋愛の軌き跡せきである。
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　ある日の昼休み。

　鍵けん翼よく高校２年04組・高こう炎えん寺じ悠ゆう真まは、恋こい人びとの少女４人と、恋人より仲が良いと言われる親友の少女と、更さらにその親友の少女よりあらゆる意味で身近過ぎるほど身近な存在と言われる妹と、合計６人の女の子を侍はべらせて中庭でお弁当を食べるという、ハーレムめいた昼食を摂とっていた。

　ハーレムめいたというか、もうハーレムである。

　ハーレム物を煙けむたがる嫌きらいのある方もいるが、然さりとて、急にゴーレム物にする訳にもいかない。

　ゴーレム物にした場合、周囲の女の子が全員ゴーレムになる訳であり、ゴーレム娘むすめを沢たく山さん侍らせることになってしまう為ためである。それはハーレム物じゃないのか。

　そのような次し第だいで、悠真が女の子達からお弁当をあ～んとかして貰もらっていた、まさにその時。

　黄色い上半身だけ宇宙服の一団……量産型名な無なしさんの集団によって神輿みこしのように担かつぎ上げられ、旧校舎の地下倉庫に放り込まれたのである。

　かつて、美み羽うと共に閉じ込められた時と同じように……。

　但ただし、今回は美羽ではなく、愛あ依いが投げ込まれてきて、悠真はそのお尻に押し潰つぶされて気を失った。

　そして、再び目を覚ました時にも変わらず、悠真の顔には愛依のお尻が載のっかっていた訳である。




「……あれ？」

　記き憶おくを掘ほり起こして現状を把は握あくした悠真が、その記憶と目の前の現状の齟そ齬ごに、首を捻ひねった。

「愛依、鎖に縛しばられてたっけ？」

「ここに投げ入れられた後、睡すい眠みんガスを注入されたみたいで、私も気を失ったんです……。それで気がついたらこの有あり様さまでした……はふん」

　はふーんはふーんと、ションボリする愛依。

　悠真の方はといえば、ふぅむと顎あごをしゃくりながら思案して言う。

「で、元・名無し。この仕打ちは一体何のつもりなんだ？」

「私も知りません。学校で給食を食べていたら、突とつ然ぜん現れた量産型名無しさんたちに担ぎ上げられてここまで運ばれたんです……」

「……その制服、ファリス女学院の制服だよな？」

「はい、そうです」

　近きん隣りんからお嬢じよう様さま校として名高い、清純さの強調されるトレードマークの純白の制服を着た愛依が、こくりと頷うなずいた。

「ファリス女学院て、給食なんだ……」

「……変なところに反応しますね」

　或あるいは現実逃とう避ひの一いつ環かんだったかもしれない。

「今日の給食、何だった？」

「今、それがそんなに気になりますか⁉」

「そんなでもないけどな……」

「……」

　やはり、現実逃避の一環のようであった。

「ホワイトシチューに、バゲット、スパニッシュオムレツ、コールスローサラダ、牛乳、デザートで巨きよ峰ほうゼリー……ですかね」

「お洒落しやれ給食だな⁉」

　流石さすがはお嬢様学校と感心する悠真。

　なお、馬ば鹿か正直に給食の献こん立だてを答えた愛依の方も、かなり現実逃避をしたい願望による行動だったと言えよう。

「……で、話を戻もどすが」

「ああ、戻すんですね……」

「その制服、可愛かわいいよな……」

「どこに戻してるんですか⁉」

　中ちゆう途と半はん端ぱに変な所に話題を戻した悠真に、愛依がショックを受けた。

「お嬢様学校！　って感じがするもんな、真っ白い制服」

「はあ……ありがとうございます。いや、でも、悠真さん達の学校の制服も可愛いじゃないですか、チェックのスカートとか」

「よし！　どっちが可愛いか、勝負しようか‼」

「今ですか⁉」

「明日でもいいけどな……」

「何でそんな急ぎの案件なんですか⁉」

「……って、そんな話をしている場合なんだろうか？」

「いえ、全然そんな場合ではないと思います」

　揃そろって、天てん井じようの出入り口ハッチを見上げ、嘆たん息そくする２人。

　ようやく現実と向き合う心づもりのようである。

「名無しが出てきた……ってことは、裏でまた恋心こころちゃんが糸を引いてる……ってことなんだろうか？」

「どうでしょう。私、本当に何にも聞かされてなくて……」

「本当の本当に、何も知らずに、地下倉庫に放り込まれたのか……」

　名無しさんの皮を被かぶった愛依に、散さん々ざん翻ほん弄ろうされた過去を持つ悠真としては、疑っても疑い尽つくせないものがある。

「はい……。お姉ちゃんの計画は全すべて成じよう就じゆした訳ですし」

「だとすると……。別の誰だれかが、何か別の計画とかに、名無しを活用しているとか、そういうことか？」

「どうでしょう……」

「何にも分からんのだな、愛依……」

「だから、何も知らないって言ってるじゃないですか」

　知っていて、この吊つり下げられっぷりだとすると、それはそれで念の入った騙だまし方であるとは思えた。

「ていうか、悠真さん、取りあえず、この鎖くさり、外はずして下さい……」

「お、おう、そうだな……」

　はふんと弱よわ音ね交じりに言う愛依に、悠真が頷く。

　とは言っても、見た目、天井のコンクリに埋うめ込まれている部分が引き抜ぬけるとは到とう底てい思えない。

　よって、愛依の手て錠じように繫つながっている部分に目を遣やる訳だが……。

「完全に溶よう接せつされてんな……」

「ふぇえ……」

「外せるとしたら……素す直なおに手錠の鍵かぎを探すのが一番手っ取り早そうだ」

「……」

「……」

　一連のリアル恋れん愛あい脱だつ出しゆつゲームで、閉じ込める側・閉じ込められる側、と別々ではあったが、こういうシチュエーションを経験してきた２人ならではの、脳のう裏りによぎる嫌いやなデジャブがある。

　即すなわち……。

「ここから脱だつ出しゆつしたければ……」

「恋こいし合え、か」

　愛依が呟つぶやきかけた言葉を、悠真が引き継ついだ。

　まさにその瞬しゆん間かん。

　ガタン！と倉庫のようになっている部屋の、段ボール箱がみっちり詰つまっている棚たなから、１つの箱が落ちてくる。

「「……！」」

　自然に落ちてくるような感じの詰まり方では一見してなかった為、それは作さく為い的に落とされた、と悠真と愛依が思っても不思議ではない。

　同時にそこに思い至り、シンクロした動作で、落ちた段ボール箱からお互たがいの顔を見合わせる悠真と愛依。

「……」

「……」

　そして、無言のプレッシャーがどこからともなく発生し、数十秒後に愛依がその沈ちん黙もくを破る。

「……あの……悠真さん、開けないと、状じよう況きようが進まないと思うんですが」

「大体、何か女の子に殴なぐられたり蹴けられたり罵ば倒とうされたりする方向に、状況が進展していくんだよなあ、このパターン」

「それは、悠真さんの言動がえっちだったりするせいでは……？」

「……‼」

　崩くずれ落ちるように、悠真はその場で両手両りよう膝ひざをコンクリ打ちっ放しの床ゆかに突ついて、[image: orz]のポーズを取った。

「愛依にえっちとか言われると、何か凄すごい凹へこむ……」

「え、あ……すみません……」

　そこまで傷つけるつもりでは全くなかった愛依としては、恐きよう縮しゆくして身体からだを縮こまらせて詫わびざるを得ない。

「あの……それより、状況が進展しないと、私、このまま天井からぶら下がったままなんですけど……」

　詫びつつも主張すべきは主張するあたりが、恋心の妹といった側面が見られると評するべきか、はたまた元名無しさんらしさというべきか。

　丁度、這はい蹲つくばるような格好の目の前に箱があった為ため、悠真は起きるついでに箱の中身を開けて見る。

　……と。

「鞄かばん？」

　普ふ通つうの学生鞄だ。

「あ。それ、私のです」

「何で分か……あ、名無しフィギュアキーホルダー」

　鞄の端はしっこにぶら下がっているキーホルダーに悠真が気付くと、愛依は嬉き々きとして語り始めた。

「はい、それ、名無しさんをやった記念だって、ＨＳＣの人がくれたんです。私のは量産型の黄色じゃなくて、ピンクのオンリーワンのやつなんですよ！　すごい可愛いですよね！」

「何がそんなに嬉うれしいのか全く分からんが、この鞄以外には箱ん中身空っぽだし、これ、開けていいか？」

「……。はい、大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　愛依の記憶が確かならば、見られて困る物は入っていないはずであった。

　……が。

「……愛依」

「はい？」

　鞄を開けた瞬間、悠真の動きが止まり、愛依が小首を傾かしげる。

「スクール水着を直じかで学生鞄に入れるのはどうかと思うんだが……」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ⁉」

　べろーんと広げて見せられた濃のう紺こんのすべすべした手て触ざわりの物体に、愛依が思わず羞しゆう恥ちで悲鳴を上げた。

「いや、別に個人の手法の問題だから、とやかく言う気はないけど、やっぱ、水着袋ぶくろとかに入れた方が着き替がえに行く時便利だしさ……」

「きゃあああああ⁉　きゃあああああああ⁉　違ちがいます！　それ、私が入れたんじゃないです‼　ていうか、何、水着を触さわりまくってるんですか⁉　悠真さんの、えっち、すけべ、変態‼」

「手触りの誘ゆう惑わくに勝てなかった……」

　またも両手両膝を床に突いて[image: orz]ポーズになる悠真。

「いいから、早く、それ、しまって下さい‼」

「お、おう……」

「大体、悠真さん、彼女が５人も出来たんですから、そんな、水着が触りたかったら彼女に言えばいいじゃないですかっ」

「お前、大だい胆たんな提案をしてくるな……」

　鞄に水着をしまい込みながら、悠真は、仮に頼たのむとしたら、誰が良いだろうかと考えを巡めぐらす。

『椛はなは問題外として。美羽……駄だ目めだ。アイツ、絶対、頼んだ瞬しゆん間かん跳とび蹴げりしてくる。紫し苑おん先せん輩ぱいは多分貸してくれるけど、スゲーねちねち言葉攻ぜめされそうだな。葵あおい子こ先輩は……多分染しみが付いているのを恥はずかしがって渡わたしてくれないような気がする。染み前提なのもどうかと思うが、染み前提だから仕方ないよな。……残りは、恋心ちゃん、だが。……。駄目だ‼　恋心ちゃんを穢けがすような真似まねは出来ない‼　恋心ちゃんを穢すぐらいなら、いっそ、別の人に頼んだ方がマシだ！　そう、恋心ちゃんの身近な人間とかにでも……‼』

「という訳で、愛依、スク水触らせて‼」

「何が『という訳』なんですか⁉」

　こんなにも切せつ迫ぱくした、閉へい鎖さ空間内での異常事態で、彼らが少しおかしくなっていても、それはやむを得ないことである。

　閉鎖空間でなくておかしくとも、それはそれでやむを得ない。結局、やむを得ないんじゃねえか。

「それより、多分、その鞄の中に鍵とかあるはずなので、早く見つけて、これ外して下さい……。手首痛くなってきちゃった……」

「そ、そっか。そうだな、すまん」

　ようやく切迫したことを再さい確かく認にんし、大おお真面まじ目めな顔で再び鞄の中を探さぐる悠真。

「……」

　が、無言で再び動きが停止する。

「……悠真さん？」

「さっきしまったスク水が、すぐ目の前にちらちらしまくってて、気になってしょうがない」

「もういいですから、水着は、箱の中にしまっておいて下さい‼」

「ああ、その手があったか……」

　密室という異常事態が彼を異常行動に走らせる訳ではなく、悠真の持って生まれたアホさ加減に端たんを発するものであることをある程度知っている愛依は、はふんと溜ため息を吐ついた。

　水着を排はい除じよし、改めて、悠真が鞄の中を探る。

「教科書、ルーズリーフ、プリント……普通だな」

「プリントに紛まぎれて、鍵の場所のヒントとかがあったりは？」

「ああ……流石さすが、元名無し。奴やつらの手口を良く知ってるな」

「あんまり誉ほめられてる気がしませんね……」

「誉ほめている訳じゃないからな……。……ん？　これなんだ？　『愛依の夢時間♪たいむ』？？？」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああ‼」

　１冊のピンク色のシールとかをべたべた貼はった可愛かわいらしいノートを悠真が引っ張り出すと、愛依がキャラを見失ったこの世の物とは思えない悲鳴を上げた。

「それだめですだめですそれ‼　見ないで見ないでしまってしまって‼　悠真さん、それ見たら呪のろいますよ‼」

「……」

　鎖にぶら下げられたままの愛依の慌あわて方が、体操の吊つり輪わ競技の人みたいなダイナミックな動きで、余りに鬼き気き迫せまっていた為、悠真は気け圧おされて思わずノートのページをめくっていた。

　全く、因果関係の分からない行動であり、『鬼気迫っていた為』とか『気圧されて』とかは基本的にノートを開く行こう為いとは無関係であって、特に意味のない驚おどろくべき叙じよ述じゆつトリックだと言えよう。

　何故なぜ、意味のないトリックを仕し掛かけるのか。

「ぎゃあああああああああああああああああああああ⁉　何で見るんですか、何で見るんですか⁉　呪いますよ呪いますよ‼」

「……『わたしのハートは、ふわふわぴんく♡』『迷子の猫ねこさん、にゃんにちわ』『あったか毛皮の猫さんと一いつ緒しよにお散歩したら、わたしも不思議の国へ連れて行ってくれるかしら♪』？？？」

「うぎゃあああああああああああああああああああ‼」

「……ポエムか、愛依」

「いいいいいいいいいいいいいいいいやあああああああああああああああああ‼」

　ポエムノートを読まれた愛依が、口からエクトプラズムと共に、盛大に悲鳴を噴ふき出しまくる。

　流石に、必死に止められながらも読んでしまったことに罪悪感を感じたのか、悠真が作り笑え顔がおで慰なぐさめにかかってきた。

「いいじゃん、ポエムとか。女の子らしくてさ」

「……」

「にゃんにちわ、とか、すげー可愛いんじゃね？」

「もう……」

「？」

「もう、いっそ、殺して……」

「……」

　魂たましいがほとんど抜ぬけかかっている愛依のずれた眼鏡めがねを直してやった悠真は、そこでゆらりと愛依が項うな垂だれていた頭を上げたので、ビクッとなる。

「……なんか、デジャブです」

「ん？」

「こういうシチュエーション、前もどこかで……あ‼」

「？」

「あれですよ‼　船の中の廃はい病院で、椛さんとか葵子さんとかの部屋のレプリカで、誰だれの部屋か当てクイズしたじゃないですか！」

「あー、あったなあ」

　部屋の中にある物で、誰の部屋かを当てたのだ。

　後で悠真が聞いた話では、見られたくない物を見られて、椛や葵子は悶もん絶ぜつしていたらしい。

「葵子先輩の染み付きパンツエロかったなあ……」

「最低です、悠真さん……」

「お前らが部屋のセッティングしたんじゃん⁉」

「まあ……それはそうなんですけど……」

　悠真にパンツ検査させたのも、名無し一派であり、当然それには中の１人の人である愛依も含ふくまれている。

「しかし、あれだな。つまり、この状じよう況きようをセッティングした意い図とが、あのクイズをなぞっているとすると……だ」

「はい」

「このポエムを隅すみから隅まで見て、愛依を辱はずかしめればいい、ということだな？」

「悠真さん、殺しますよ⁉」

「こわい」

「ぶちころがしますよ‼」

「こわい」

　怖こわいと言いつつ、チラリとノートをめくりかけた悠真に、クワッ‼と目と口を大きく開いて一いつ喝かつする愛依は更さらに怖かった。

　大人しい眼鏡少女だった愛依が、瞬しゆん間かん的とはいえ見る影かげもなくなって、悠真は哀かなしい気持ちになる。

　見る影もなくしたのは悠真だが。

「じゃあ……取りあえず、ノート以外の物を調べるか」

　気を取り直して、愛依の鞄かばんの中を更に探っていく。

「あと、水入りのペットボトルが入ってるな」

「あ、私、いつも鞄に水入れてるんです。デトックスですよ、デトックス」

「ほう……」

　有名な、えびにゃんの水をちゃぷんと悠真が揺ゆらす。

「……少し、喉のど渇かわきません？　私、お水飲みたいな」

「ん。ちょっと待ってろ」

　悠真が愛依の前に立って、ぷしっとペットボトルの蓋ふたを開ける。

　手が使えない愛依に代わって、そのまま水を飲ませてくれるのかな？と思っていた愛依の眼前で、悠真は自分の口に水を含んだ。

『あ、先に飲んじゃうんですね、そうですよね、こんな所に閉じ込められて息苦しいし喉も渇きますよね、いいですよ、悠真さん、あ、でも、間接キスになっちゃうんじゃ……お姉ちゃんに悪いなあ……』

　などと愛依が思っていると、悠真は水を口に含んだまま、愛依に顔を……唇くちびるを唇に近づけてきた。

「きゃ───────────────────────────────っ⁉」

「げぶぷふううう──────────────────────────っ⁉」

　ほとんどくっつく寸前で、愛依が凄すさまじい身のこなしによって、悠真の腹を膝ひざ蹴げりで蹴り飛ばして吹ふっ飛ばす。

　無論、その衝しよう撃げきで悠真の口からは盛大に含んだ水が、愛依の顔がん面めん目がけて霧きり状じように吹き付けられた。

　さながら、やんちゃなテッポウウオである。

「ななななな、何するんですか、悠真さん⁉」

「げほっげほっ……痛いててて……そりゃ、こっちの台詞せりふだよ」

「何でですか⁉　こっちの台詞ですよ‼」

「じゃあ、俺と愛依、２人の台詞ってことにしとこうぜ」

「もう、どっちでもいいです‼　それより、一体、今、何しようとしたんですか、悠真さん⁉」

「いや、愛依、身動き取れないから飲ませてやろうかと……」

「何で口移しなんですか⁉　何で口移しなんですか⁉」

「それって、よっぽどの理由があるから、じゃないのかな」

　悠真がシリアスな表情になる。

「どんな理由ですか⁉」

「それは教えられん」

「もーっ！　悠真さんのおばかーっ‼」

　更に追い打ちで蹴りを入れてこようとする愛依を、何故かシリアスな顔のままで悠真が見つめていた。

「普ふ通つうに飲ませようとすると、こう、加減が分からなくて、うっかり咽むせさせちゃったりするかもしれないしさ」

「咽せた方がまだマシです……」

　と、改めて悠真がマジマジと愛依の姿を眺ながめる。
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「……？」

　その視線の向かう先に、愛依も目を遣やった。

「っ……‼」

　そして、真っ白い制服が微び妙みように透すけかけているのに気付く。

「や─────────────っ‼　悠真さんのえっち──────────っ‼」

　再び、悠真に蹴りをかまそうとぶおんぶおん足を振ふり回す愛依。

「えっちえっち言われるのも大分慣れてきた……。つーか、愛依……あんまり脚あしを上げすぎると、パンツが見える……」

「や───────っや───────っ‼　悠真さんのどえっち─────っ‼」

　プチ大暴れしすぎて、徐じよ々じよに緩かん慢まんな動きになってきた愛依が、ぜはぜは肩かたで息をし出した。

　流石に気の毒になってきたので、悠真が普通にペットボトルを愛依の口に含ませて水を飲ませてやる。

「……ありがとうございます。んくっ、んくっ……」

「お水美味おいしい？」

「えほっ！　えほっ‼」

「ほら、やっぱり咽せたじゃん」

「変なタイミングでどーでもいーことを聞くからですっ！」

　悠真が無む駄だに盛大に噴き出した分や、愛依が咽せた時に軽く零こぼしたこともあり、一番小さいサイズのペットボトルの水は全部なくなってしまった。

「……あ、すみません。悠真さんの分、なくなっちゃいましたね」

「いや、俺はそこまで喉渇いてないから大だい丈じよう夫ぶだよ。気にすんな」

「はい……」

　変な所もいっぱいあるしえっちだけど、基本的にはいい人なんですよね……と、半なかば呆あきれつつも、感謝すべきは感謝する愛依は、この時、自分の中に起きつつある異変にまだ気付いていない。

「……。あの、悠真さん、鞄の中には、もう他ほかに何もないんですか？」

「ん？　ああ、そういえば、鞄を漁あさるのがまだ途と中ちゆうだったか……。後は……ペンケースサイズのポータブル金庫‼」

「それ、一番怪あやしいじゃないですか⁉」

「うーん……けど、アルファベット入力方式で、ひのふのみの……37桁けたとか、総当たりじゃ、打ってる間に餓が死しするな……。ヒントらしき物もないし……他に珍めずらしい物は特には……お！」

「こ、今度は何ですか……？」

　ポエムノートに続きまた何かロクでもない物でも発はつ掘くつされたのではないかと、おっかなびっくり尋たずねる愛依。

「ＩＣレコーダ……かな？」

　手の平サイズでスティック状の白いプラスチックの物体。

　幾いくつかのボタンのうちから、悠真が再生ボタンを押す。

《この声を聞いている頃ころ、私はそこにいないだろう》

「私の声じゃない……」

「この声……千ち早はや、か？」

　かなり声を作ってはいるが、密度の濃こい時間を共にした戦友とも言える相手の声を、そうそう聞き間ま違ちがえはしない。……たまには聞き間違える。……いや、ちょくちょく聞き間違える。

　あまりあてにはならない。

「てゆーか、『この声を聞いている頃』も何も、最初から俺ら以外、誰もいなかったじゃねえか」

《そこに気付くとは》

「こいつぅ、意味ありげなこと言いやがって」

《ふふふふふ》

「何で、ＩＣレコーダと会話してるんですか⁉　ていうか、それ、絶対、ＩＣレコーダじゃないですよね⁉」

　悠真とＩＣレコーダに、愛依がツッコミを入れた。

《では、ＩＣレコーダっぽく、記録されている音声を流してみるね》

「え？」




　そこで、ＩＣレコーダっぽい物から、それまでとは少し音質の違ちがう別人の音声が流れ始める。

《現在、６月10日、午後４時36分。監かん視し対象№01・高炎寺悠真さんの尾び行こうを続行中。相変わらず、妹の監視対象№03・高炎寺乃の々のさんとベタベタしています。以上》

　悠真はその声の主にすぐに気付いた。

「愛依の声、だな」

「私の……あ、そうか、お姉ちゃんの為ために悠真さん達の追つい跡せき調査をしていた時のです、確か」

「あー……」

　なおもＩＣレコーダの音声は続く。

《現在、６月10日、午後５時２分。高炎寺悠真さんが監視対象№02・岩いわ井い椛さんのスカートをめくりました。通算21度目です。えっちです。とても、えっちな人です》

「……すみません」

　若じやつ干かんは慣れたが、それでも怒おこったように言われると、たとえＩＣレコーダの音声であっても悠真は頭を下げざるを得ない。

　そんな悠真とは裏腹に、愛依がいきなり素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「っ‼　ちょっ、ちょっと、待って下さい！　止めて止めて‼　この先は聞いちゃ駄だ目めですっ‼」

「え、何で？」

　発しかけた悠真の疑問が、ＩＣレコーダの音声でかき消される。

《現在、６月10日、午後５時14分。非常事態発生……！　変な小学生達に絡からまれましたっ！　ＳＯＳ！　ＳＯＳ！》

　切せつ迫ぱくした愛依の声に続き、少し遠くから《おうおう、姉ちゃん、誰だれに断ことわって探たん偵てい活動してるんだよぉ？》《そうだぞ～、ここは俺達、矢や場ば町ちよう少年探偵団の縄なわ張ばりだぞ～》《そのＩＣレコーダ寄よ越こせよぉ》《何言ってるのよ、あれはＩＣレコーダなんかじゃなくて、探偵の７つ道具の１つ、万ばん能のう記録スティックでしょ？》《おぉ、そうだったそうだった》などと子供達の声が聞こえる。

《現在、６月10日、午後５時15分。引き続き、非常事態継けい続ぞく中……！　助けてっ、助けて下さいっ！》

　愛依が涙なみだ声ごえになっていると……。

《こら、ガキ共、女の子イジメんなー》

《あ、悠真兄ちゃん！》

《違うわよ、終身名めい誉よ探偵団長、でしょ？》

《名誉団長、怪しい女がこの辺を嗅かぎ回ってました！》

　子供達が口々に言うのを、その場に現れた悠真が苦く笑しようしつつ聞き流して、彼らに言い聞かせる。

《分かった分かった。この女の子の尋じん問もんは俺が自みずからやるから、お前らはパトロールにでも行け》

《はい、名誉団長！》

　少年探偵団の子供達の足音と共に、《あのねーちゃん、絶対いやらしい尋問されるぜ～》《名誉団長いやらしいもんなぁ》《男子、キモ‼》という会話がスピーカーから遠ざかっていく。

《……あのガキ共。……あ、キミ、大丈夫？》

《っ‼》

　子供達によってビルの谷間に押しやられていた愛依は、悠真に手を差し出されたのだが、ここで正体がばれてはいけない‼と思い、目ま深ぶかに被かぶったままの帽ぼう子しを更さらにもう少し引き下げ、ダッシュでその場を脱だつする。

《あっ！　キミっ⁉》

　急速に遠くなる悠真の声と、愛依の走る足音、そして、愛依の荒あらい息づかいがスピーカーから伝わってくる。

《はぁっはぁっ、現在っ、はぁっ、６月10日、午後５時17分っ。はぁはぁぁはぁぁぁぁぁ……っ、ふぅ、監視対象とニアミスっ。加速装置で緊きん急きゆう離り脱だつ完かん了りよう。こちらの顔は見られていない模様》

　立ち止まり、息を整えながら報告を続ける愛依。

《監視対象№01・高炎寺悠真さん……えっちで馬ば鹿かなことばっかりやってる人だと思ったけど……ちょっと……ちょびっとだけ、ほんのちょびっとだけ……》

　過去の自分の独白を愛依が大声でかき消そうとする。

「ふわわわ───────っ‼　聞いちゃ駄目です聞いちゃ駄目ですっ！」

「静かにしないと聞こえないだろ……」

「だから、聞いちゃ駄目なんですってば───っ！」

　しかし、次の言葉は、しっかり悠真の耳に届いてしまった。

《ほんのちょびっとだけ……格好良かった、かも……》

「……」

　言葉の隅すみっこからハートマークが見え隠かくれするような口調に、悠真は逆に何も言えなくなる。

「ちょ……悠真さん、何で黙だまるんですか……？」

「うん……いや、うん……」

「べ、別に変な意味とかないですから！　助けて貰もらって、ちょっと、嬉うれしかったっていうだけですから‼」

「そっか……。チョロいな、愛依」

「ほっといて下さいっっっ‼」

　ガオゥッ！と吠ほえる愛依は、大赤面状態だ。




　そこで、再び音声が切り替かわり、先さき程ほどの謎なぞの千早っぽいような人物の声がＩＣレコーダから発せられる。

《さて、では、そこから脱だつ出しゆつする為のヒントを上げるね》

「ヒント？」

《……とは言っても、もう、そこにいる五十嵐いがらし愛依さんは、恐おそらく薄うす々うす気付いていると思うけど》

「え、そうなのか、愛依？」

「……」

　何とも言い難がたい渋しぶい表情の愛依は、しかし、沈ちん黙もくを守るのみだ。

《沈黙の理由は、愛依さんのスカートをめくってみると分かると思うよ》

「しょーがないなー‼」

　悠真が嬉き々きとして、愛依のスカートの裾すそを摘つまもうとしたので、もう何度目か分からない蹴けりを、愛依が悠真の腹にかます。

「げふっ⁉」

　よろよろと後ずさりつつ、悠真は涙なみだ目めで抗こう議ぎした。

「お、俺はただ、愛依を早く解放してあげたくて、仕方なく謎の人物の指示に従っただけなんだよぅ」

「凄すごい嬉しそうにやろうとしたじゃないですかっ⁉」

「だって、凄い臭くさそうにやろうとしたら、愛依、傷付くだろ？」

「臭くないもんっ‼」

　そんな２人をどこからか隠しカメラで見ているのだろう。

　謎の声が更に畳たたみ掛かける。

《パンツじゃないから、恥はずかしくないでしょ？》

「え⁉　パンツ穿はいてないの⁉」

　今度は愛依が蹴りで止める間もなく、悠真がぺろーんと愛依の純白のスカートを、マッハの速度でめくった。

「……おむつ？」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっっっっっっ‼」

　声にならない高周波の叫さけび声が愛依から絞しぼり出され、人間には聞き取れないが、犬は聴ちよう覚かくの感知範はん囲いが広く、犬がいたなら振ふり返ったであろう。そして、その犬はフリスビーを元気に追いかけ回したであろう。本当に聞こえているのか、犬？

「愛依さん、そういう趣しゆ味みの方だったとは……」

「何で急にさん付けなんですか⁉　ちないますちないます‼　私が趣味で穿いてる訳ないじゃないですか⁉」

「確かに、椛じゃあるまいしな……」

「やめて下さいよ⁉　私、今度、椛さんに会った時に、真っ直すぐ椛さんのこと見られないじゃないですか⁉」

「俺はいつも椛のこと、上から目線でしか見られないぞ？」

「それは悠真さんが椛さんより背が高いからでは……？」

　そういうものでもないのではと思わなくもなかったが、それよりも気になることがあったので、深く突つっ込むのはやめた。

「それより、何故なぜ、おむつ……？　ていうか、いつからおむつ……？」

「この部屋に来た時からです……」

「え、じゃあ、俺が、最初に尻しりに敷しかれてた時には、既すでに⁉」

「は……い」

「道理で、何か押しつけられているお尻の感かん触しよくが、通常のお尻以上にふかふかしてると思った‼」

「何でそんな、嬉しそうなんですか⁉」

　色々な意味で辱はずかしめられ、愛依はヤケクソ気ぎ味みになってきている。

「……で、何でまたおむつを？」

　その悠真の疑問は愛依にではなく、ＩＣレコーダの向こうの謎の人物に対してのものである。

《その理由も、そろそろ、愛依さんは薄々気付き始めているんじゃないかな？》

「……愛依？」

　謎の人物の台詞せりふを受け、改めて、愛依を見た。

「……」

　心なしか……否いな、あからさまに脚あしをすり寄せて、もじもじしている。

《おむつにアンモニア水を含ふくませると、化学反応して、ポータブル金庫の解かい錠じよう文字列が浮うき出る仕組みだよ》

「鬼おにか⁉」

　と愛依ならずとも衝しよう撃げきを受ける。

《では、諸君の健けん闘とうを祈いのるね》

「あ、こら、ちょっと待て……‼」

　悠真の制止も虚むなしく、音声はそこで完全に途と切ぎれた。

「……」

「……」

　残された悠真と愛依が、何とも言い難い気まずい沈黙の絆きずなで結ばれる。




　数分間、無言の時間が流れた後。

「俺、隅の方行って、耳塞ふさいでるから、その間にやっちゃって、おむつ下ろして自分で確かく認にん……」

「無理ですよ‼　私、両手塞がっているのに、おむつ下ろせませんっ‼」

「……」

　う～ん……と悠真が腕うでを組んで唸うなる。

　そうこうする間にも、愛依が自分の太ももをすりすりする速度がジワジワ上がっていっていた。

　お互たがい、今ひとつ良い知ち恵えが浮かばないままに、愛依が太ももの摩ま擦さつによって、火が起こせそうな速度にまで上がった頃ころ。

「そうだ‼」

　青い顔の愛依が、何かを閃ひらめく。

「スカート穿いてますから大分ブラインドされていますし、今のうちに悠真さんに目を瞑つむってオムツを脱ぬがせて貰って、そこに置いて貰って、その上から……その私が……して、私が自分でパスワードを確認して、悠真さんにパスワードを知らせて、金庫を開けて貰えばいいんですよ‼」

「愛依、あったまいー！」

「えへへ……へ」

　割と限界に近づいてきた愛依は、笑って腹筋を使うことで、下腹部を刺し激げきすることすら危あやうい。

「ゆ、悠真さん、早く！　早く、お願いします‼」

「お、おう……」

　急せかされて、目を瞑った悠真がよろよろ近づいてくる。

「接近する時は、目を瞑らなくていいんです‼　脱がす直前に目を瞑ればいいんですよっ‼」

「お、おう……」

「悠真さん、まさか、わざとやってるんじゃないですよね⁉」

「ははは、まさかそんな」

「……」

　愛依が悠真を激げき烈れつ胡う散さん臭くさい目で見てきた。

「……よし、じゃあ、脱がすぞ？」

「は、はい……」

　恥ずかしさで死にそうだったが、背に腹はかえられない。

　覚かく悟ごを決める愛依。

　……が。

「ん？　あ、あれ……？」

　おむつなどという慣れない物をブラインド状態で脱がす、というのは、流石さすがに困難を極きわめた。

　もたもた手て探さぐりする悠真に、愛依は慌あわて出す。

「ちょっ……⁉　悠真さん、どこ触さわってるんですかっ⁉　やっ、やだっ……‼　そこ、違ちが……⁉」

「え、なに？」

「だから、そこ、違……っ‼」

「あ、こっちか？」

「ちょちょちょちょちょっ……‼　ひ、ひぃゃっ……⁉　そっ、そこ、押さえたら、らめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ‼」

　悲痛な悲鳴と共に、破は滅めつの水音が愛依のスカートの中から聞こえてきた。

　悠真が最後の一押し……。

　下腹部の最も脆ぜい弱じやく性せいの高い部分をぐっと押してしまったのである。

「……」

　目を瞑ったままの悠真には、その水音は、視覚が遮しや断だんされている分、より鋭えい敏びんに聴覚によって感知され、最も早はや言葉もない。

「……」

　一方、愛依は、苦く悶もんから解放された安楽さと、人として……否、女の子として『終わった』という絶望感のない交ぜになった、複雑怪かい奇きな忘我の表情を浮かべ、不気味な無言を貫つらぬいている。

　そして、永遠とも思える、長い長い水声が弱々しくなり、やがて、完全に潰ついえるに至った時。

「……ぅ……ぅぅぅ……ぅぇ……っ、っく、ぐす……ぐす……ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……‼」

　号ごう泣きゆうではない、啜すすり泣くような愛依の声が、事態の深刻さと心の傷の深さをより如によ実じつに現していた。

　しばらく、どう声を掛けようか迷った末、結局、悠真はコメツキバッタのようにぺこぺこ頭を下げた。

「ごめん、愛依……本当にごめん……」

「……ぐす……ぐす」

　謝る悠真と涕てい泣きゆうする愛依は、それを延々繰くり返した後、泣きつかれたのか、ようやく愛依から泣き声がフェードアウトしていく。

「ぐす……もういいです……」

「お、許してくれるのか⁉　愛依は優やさしいな……」

「絶対に許しません。一生呪のろい続けます」

「……」

　少し嗄かれた声で呪じゆ詛その言葉を投げつけられ、悠真が哀かなしげな顔をした。

　優しかった愛依の面おも影かげは既になく、刺とげ々とげしさばかりが印象づけられる。

「このことを誰だれかに喋しやべった瞬しゆん間かん、悠真さんを殺します」

「ですよね……」

「もう、さっさと手て錠じようを外してここから出たいです……。おむつ脱ぬがして、パスワード見て下さい」

「はい……」

　ちょっとでも逆らう素そ振ぶりを見せると、本当に後で殺されそうなので、悠真は大人しく指示に従う。

　ゆるゆると脱がすと、ずっしりとした確かな重みが手にしたおむつから伝わって、悠真はまたも変な性せい癖へきに目覚めそうだった。

　そのまま、べしゃっとベンチの上におむつを置くと、布おむつに文字が浮き出ているのが分かる。

　独特の匂においが立ちこめる中、悠真がその文字を読もうとすると……。

「ジロジロ見ない」

「はい……」

　ジロジロ見ずにアルファベット37文字を読むことはなかなか至難の業わざであるのだが、引き続き、逆らうと殺されそうなので反論はしない。

「ええと……『ＩＧＡＲＡＳＨＩ　ＡＩ　ＮＯ　ＯＭＯＲＡＳＨＩ　ＷＯ　ＭＩＮＮＡ　ＮＩ　ＩＩＦＵＲＡＳＵ』……『五十嵐愛依のおもらしをみんなに言いふらす』？」

「殺します」

「誤解だ⁉」

　冷たく言い放たれて、悠真がショックを受けた。

「殺します」

　いつの間にか人を殺す目になっている愛依に脅おびえつつも、悠真は何とか震ふるえる手でポータブル金庫にパスワードを打ち込む。

　かくして多大な犠ぎ牲せいを払はらいながらどうにか開いた金庫の中からは、金属製の鍵かぎが２本出てきた。

　悠真が小さい方の鍵を使い、愛依の手錠を外すと、愛依は痛む手首をさすり床ゆかに降り立つ。

　続いて、そう高くはない天てん井じようにあるハッチ状の出入り口を、最初に悠真が寝ね転ころがされていたベンチを足場にして、手錠の鍵よりはやや大きいもう１本の鍵で開いた。

　内側に開いてくるハッチの向こう側には、伸しん縮しゆく型の梯はし子ごが取り付けられており、そのままスルスル床まで伸のばす。

「愛依さん、お先にどうぞ……」

「‼」

　スカートを押さえて睨にらみ付けてくる愛依を見て、悠真は全すべてを悟さとった。

「あ、いえ、パンティ穿はいてないのに、先に上る選せん択たく肢しはないですよね。俺が先に上ります」

「悠真さん、パンティって言わないで下さい……」

　『何故なぜか、女子は俺がパンティをパンティと呼ぶのを矢や鱈たらと咎とがめるな……』とか思いながら、悠真は梯子を上っていく。




　その先に、新たな謎なぞを解く光明があると……信じて。
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　どうにか地上に這はい出した悠ゆう真ま、そして、愛あ依い。

　半なかば予期されていたことではあったが、そこはやはり窓をコンクリで固められた密室状態の廊ろう下かであった。

「まさか、人生で二度も女の子と地下室に閉じ込められる羽目になるとはな……それもこんな短期間のうちに」

　溜ため息交じりに呟つぶやく悠真が、憎にく々にくしげにコンクリ詰づめの窓を、ドン！と軽く拳こぶしで横よこ殴なぐりにする。

「……ていうか」

　殴り心地ごこちが違ちがったから、という訳ではないが、そこで悠真ははたと気付いた。

「ここ、どこ？」

　見知らぬ場所である。

　少なくとも、彼の良く知る鍵けん翼よく高校ではない。

「あれ……？　俺達、鍵翼高校の地下倉庫に放り込まれたよなあ？」

「そう……ですね」

　密閉された地下倉庫から解放されて、多少は尖とがった気持ちが和やわらいだのか、愛依が幾いく分ぶんか普ふ通つうの口調で探さぐり探り頷うなずく。

「いえ、ちょっと待って下さい……？　ここは……」

　愛依が周囲を確かく認にんしながら、地下倉庫への入り口のあった廊下の突つき当たりから駆かけ出し、曲がり角を折れて、何かを確信したように頷いた。

「間ま違ちがいありません‼　ここは……私の通っている、ファリス女学院です‼」

「マジか⁉」

「はい！　廊下の作りとか、教室のドアや中の見た目とか……間違いありませ……悠真さん、何してるんですか？」

　すーはーすーはー深呼吸を始めた悠真に、愛依が小首を傾かしげる。

「……女子校って、何か、いい匂いがするな‼」

「……」

　男子って馬ば鹿かだなあ……と、愛依は思った。

「女子校って男子トイレないんだよな⁉　女子トイレ行ってきていい⁉」

「職員用の男子トイレがありますよ……」

　男子って超ちよう馬鹿だなあ……と、愛依は思った。

「え……でも、俺、職員じゃないし……」

「女子でもないでしょう⁉」

「職員か、女子か、どっち寄りかって言われたら、女子じゃないか？」

「どっち寄りでもないですっ‼」

「じゃあ、どっちに入ってもいいということだな？」

「もーっ、屁へ理り屈くつばっかり‼　もう好きにしたらいいじゃないですかっ！　でも、後で美み羽うさんとか紫し苑おんさんとかお姉ちゃんに言いつけますからねっ」

「……」

　悠真は非常に悩なやましい表情で腕うで組ぐみをし、延々考えた後。

「♪」

　スキップしながら女子トイレに入っていった。

　言いつけられても、なお、女子トイレの誘ゆう惑わくには勝てなかったようだ。




　１分少々後。

「……」

　入った時とは裏腹の浮うかない顔で、悠真が戻もどってくる。

「どうしたんですか？」

「別に楽しいこと、何にもなかった」

「それはそうですよ……」

　女の子達の花はな園ぞのとも言える場所ではあるが、肝かん心じんの女の子は誰だれもおらず、とはいえ、いたらいたでポリス沙ざ汰たになっていただろう。

　と、そこで愛依が思い至る。

「……この学校の中、私達しかいないんでしょうか？」

「どうだろうな……前回の時みたいに、他ほかにも誰か同じように閉じ込められている可能性も、なくはないが……」

　犠ぎ牲せい者しやは少ない方がいいと思う反面、前回はみんながいたからパニックにもならず、落ち着いて行動出来た部分もある……誰かいて欲しいとも悠真は思う。

「取りあえず、校舎から出られるかどうか、調べた方がいいですよね」

「そうだな……。窓がこの有り様じゃ、出入り口が開いているとはあまり思えないけどな……」

　完全に塞ふさがれている窓から、ここから出しはしないという何者かの強固な意志を感じ、悠真が憂ゆう色しよくを浮かべて言った。




　予想されたとおり、昇しよう降こう口、裏口、渡わたり廊下への扉、屋上への扉、全てが施せ錠じよう・溶よう接せつによって閉とざされていて、少なくとも、簡単に外へ出ることは不可能であることを悠真達は悟る。

「外に出られないとなると、次に為なすべきことは……」

「……」

　悠真が廊下で立ち止まって思案顔になり、それを隣となりで愛依が上うわ目め遣づかいに見ていた。

「あちこち調べて回るしかないな」

「そうですね」

「じゃあ、女子更こう衣い室から調べよっと！」

　悠真がスキップして、女子更衣室に入っていく。

「……」

　……のを、愛依が男子って超ウルトラ馬鹿だなあと思って見ていた。




　数分後。

「……」

　入った時とは裏腹の浮かない顔で、悠真が戻ってくる。

「また何もなかったんですか？」

「うん……。脱ぬぎ散らかしたスカートとか制服とか、忘れ物のタイツとかニーソックスとか水着とか体操服とかスパッツとかパンティとかあると思ったのに……」

　顔を覆おおってシクシク泣き出す悠真があまりに馬鹿すぎて、かえって愛依は哀あわれに思えてきた。

「そういうの、欲しかったら、美羽さんとか紫苑さんとか葵あおい子こさんに言ったらいいんじゃ……？」

「お前は、彼女なら、彼氏には何でもしてくれると思ってる節ふしがあるな」

「え、そうじゃないんですか？」

「……愛依の彼氏になれる奴やつは幸せだよなあ」

　美羽はともかく、紫苑あたりは恐おそらく言えば大体何でもしてくれるのだろうが、それと引き替かえに非人間的な冷たい罵ば声せい染じみた愛ある言葉を浴びせかけられるのは、なかなか堪たえ難がたい。

「でも、何か、フェロモン的な物が残ってる感じがして、ちょっとだけワクワクしたからよしとしよう」

「……」

　この人はもう駄だ目めだ……と思う愛依。

「そうだ。愛依、腹減らないか？　給食が出るんなら、調理室に何か食材なりあるんじゃないかな？」

「そうですね……行ってみましょうか」

　しかし、妙みように性しよう根ねが逞たくましくて頼たよりになるし、妙に優やさしいところもあって、憎にくみきれないのも事実である。




　　　　＊




　ファリス女学院・給食調理室。

「うお、なんもねーな‼」

「はい……」

　がらーんとした室内には、人間も食材も料理もない。

　しばらく当あて所どなく部屋の中を調査したが、これといった収しゆう穫かくもなかった。

　……が、そこでふと、愛依が部屋に入ってから感じていた違い和わ感かんの正体に薄うすぼんやりと気付いて、悠真の制服の袖そでを引っ張る。

「悠真さん……この音、何だと思います？」

「音？」

　耳を澄すまして、愛依の言う音を探る悠真。

　シ……ンと静まりかえっているはずの広い室内で、唯ゆい一いつ、低い振しん動どう音を発する物があった。

　それは……。

「冷蔵庫か……！」

　ゴゥンゴゥンと低く響ひびく音の発信源。

　それを看破し、部屋の一番奥にある業務用巨きよ大だい冷蔵庫に歩み寄っていく悠真が、その大きな扉とびらに手をかける。

　そのまま、躊ちゆう躇ちよなく無む造ぞう作さに開く……と。

「たたたたたたた、たぁすかったじゃぁぁぁぁぁんっ‼」

「さささ、さむさむさむぃぃぃですわぁぁぁ‼　ありがとうございますわぁぁぁ‼」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、全ぜん裸らの少女２人がヒンヤリした冷蔵庫の中から、飛び出してきて、悠真に抱だきついてきた。

「うお⁉　なに⁉」

「冷蔵庫から出られなくて、凍とう死しする所だったじゃん！」

「内側に取っ手がないものですから開けられなくて、冷蔵庫の中に閉じ込められてたんですわ！」

　赤毛の少女と、黒くろ髪かみの少女に矢や継つぎ早ばやにそう言われ、悠真は曖あい昧まいに頷うなずく。

「あ、ああ……」

　２人の少女の真っ白い肌はだと、胸とお尻しりの膨ふくらみと、見えてはいけない幾いくつかのピンク色の何かと、飛び出してくる時に撒まき散らかされたファリス女学院の白い制服と、赤と黒の下着で、頭の中がいっぱいになって、悠真は２人の話が[image: -16]％ぐらいしか頭に入っていない。

　つまり、話された内容は全く頭に入らず、更さらに聞けば聞くほど脳内の知識や記き憶おくがどんどん全裸の女の子達の視覚情報に置き換かわっていく状じよう況きようである。

　全裸少女２人組が悠真に縋すがり付いて、半分パニック状態で感謝の言葉を述べ続けていたが、それに呆あつ気けに取られていた愛依がようやく我に返って悠真の目を塞ふさぎながら、２人から引き剝はがして言った。

「どっ、どこのどなたか存じませんが、何で、全裸なんですか⁉　兎とに角かく、服着て下さい‼」

「え……あ。ひ、ひゃああああああああああああああああああああ‼」

「あー。そうだったじゃん、そうだったじゃん。寒い時は裸はだかで温め合うじゃんとか言って、そのまま出てきちゃったじゃん」

　服を回収しながら、しゃがみ込んで大事な所を隠かくす黒髪おかっぱ頭の少女に対し、一応両りよう腕うでで見えてはいけない部分を隠すものの、赤毛ゆるふわヘアのセミロング少女は、割とあっけらかんと苦く笑しようする。

「どこの雪山の出来事だ……？」

「寒さで脳が正常に働いてなかったのかもしれませんね……。てゆーか、悠真さん、いつまでも見てないで、ちょっとあっち行ってて下さいっ！」

　目のやり場に困ることなく、見知らぬ女の子達をガン見していた悠真を、愛依が手近なドアの向こう側に押し込めた。




　　　　＊




　そして、数分後。

「悠真さん、もういいですよ」

　と、愛依によって閉じ込められていた悠真が解放される。

　……冷蔵庫から。

「寒い寒い寒い寒い寒い……‼」

　身体からだを摩さすりつつ、飛び出してきた悠真はちゃんと服を着ていた。当然だが。

　その当然のことをしていなかった２人組の少女は、悠真が出てくると、既すでにファリス女学院の純白の制服を着ていて、居い心地ごこち悪そうにはにかむ。

「あの、先さき程ほどは失礼致いたしました。改めて、お礼申し上げます」

「ホント、悠真、命の恩人じゃん」

「いやなに……それより、寒い……」

「……」

　何か妙な顔をする愛依のことは置いたまま、赤毛の少女が一歩前に出て来た。

「改めて、自己紹しよう介かい。アタシ、水みず谷たにナスターシャ。ポーランド系のハーフじゃん。で、こっちは……」

「風かざ祭まつり麻あさと申します。よろしくお願いいたします」

　フランクな敬礼のように頭の斜ななめ上で手て刀がたなを切って挨あい拶さつするナスターシャと、対照的に深々と頭を下げて礼れい儀ぎ正ただしく一礼する麻に、悠真も頭を下げる。

「ああ、こちらこそよろしく。俺は高こう炎えん寺じ悠真。その娘こは五十嵐いがらし愛依」

　愛依が軽く会え釈しやくし、尋たずねる。

「あの……お二人もひょっとして、黄色の上半身宇宙服のナマ脚あし集団に拉ら致ちられたんですか？」

「そうなんです」

「ったく……なんでアタシらが名な無なしさんに攫さらわれなきゃいけないんじゃん？」

「名無しさんのこと、知ってるんですか？」

「え⁉　あ、う、うん！　な、何か！　ほら！　見るからに！　名無しさん！て感じじゃん⁉」

「名乗ったんですよ、確か。ね、ナスさん」

「ナスさん言うなじゃん！　アタシ、茄な子す嫌きらいなんじゃんっ。浅あさ漬づけにした時のあの、くにゃむにゅっとした食感が駄目じゃん‼」

　ナスさんがナスさん呼ばわりされて怒おこった。

　が、麻は、お嬢じよう様さま然とした大物感でうふふと笑って聞き流している。

「あのう、お二人は元々のお知り合いなんですか？」

「全然」

「存じています」

　２人同時に、ナスターシャは首を横に振ふり、麻は首を縦に振った。

「……」

「……」

　そして、無言で気まずそうに引きつり笑いをする。

「知ってるじゃん」

「存じ上げません」

　２人同時に、ナスターシャは首を縦に振り、麻は首を横に振った。

「……」

「……」

　そして、無言で気まずそうに引きつり笑いをする。

「ま、まあ、何と申しますか、顔見知り、程度でして」

「そうそう、顔は知ってるけど、知り合いというほどかどうかは怪あやしい、ぐらいの間あいだ柄がらじゃん？」

「「……」」

　微び妙みように挙動不ふ審しんに弁解するナスターシャと麻に、悠真と愛依が納なつ得とくしきった感じではなく、曖昧に頷うなずく。

「あの、私、ここのファリス女学院の１年なんですけど、その制服着ているということは、ナスターシャさん達もこの学院の生徒なんですよね？」

「え⁉　いやまあ、そうじゃん？」

「でも、ナスターシャさんみたいな目立つ感じの人、そうそう見み逃のがさないと思うんですよね……何年生ですか？」

「さ、３年生だから……１年生とは、あんまり顔を合わせないんじゃん？」

　ナスターシャの目が泳いでいた。

「え、でも、リボンの色とか、２年生の色ですよね？」

「い、いつまでも若く見られたいっていう女心じゃん？」

　ナスターシャの目が泳ぎまくっていた。

「……」

「……」

　何とも言い難がたい空気が流れる中……。

「あ‼」

　悠真が突とつ然ぜん、大声を出す。

「ど、どうしたんですか、悠真さん⁉」

「名無しがいた‼」

「え⁉」

　悠真が指さす先を見ると、廊ろう下かをてしてし小走りに移動する、ピンク色の物体が視界の端はしを横切った……ような気がした。

「追うぞ、愛依‼」

「えっ、あっ、はっ、はいっ！」

　廊下へ飛び出していく悠真に少し遅おくれて愛依が……、更に顔を見合わせて頷き合ってから駆かけ出すナスターシャと麻がそれに続く。




　　　　＊




　巧こう妙みように悠真達との差をキープして姿を見え隠れさせ、名無しさんと思おぼしき相手は彼らに追走されながら、ある場所を目め指ざしているようだった。

　その場所というのは、校舎の端にある場所で、その大きく立派な扉とびらの中に飛び込むのを悠真が見届ける。

　扉の前で息を整えながら、愛依達の到とう着ちやくを待つ悠真。

　すぐに追わなかったのには理由がある。

「悠真さんっ、名無しさんは⁉」

　愛依の問い掛かけに、悠真は顎あごで扉を指し示した。

「……講堂、ですね」

「そうだろうな……」

　嘗かつて──。

　美羽や紫苑達と閉じ込められた時、名無しさんが初めて現れた場所。

　あの外け連れん味みたっぷりの相手が、再登場の場に選ぶには最適だと言えよう。

　ここでなければ、あとはプールが真ん中で割れて、その地下からせり上がってくるぐらいの登場しかあるまい。もしくは、理科室の人体模型の中から現れる登場しかあるまい。あるいは、音楽室のピアノの中から飛び出す登場しかあるまい。結構登場パターンがあった。何故なぜ、パターンは１つみたいな噓うそを吐つくのか。あと、途と中ちゆうから若じやつ干かん怪かい談だんみたいになっていた。

　ところで、すぐに追わなかった理由を、関係ない話をしている間に思いつこうとしたが思いつかなかったので、その件は忘れてよい。

　程なくして、追いついてくるナスターシャと麻、そして、隣となりに立つ愛依と、瞳ひとみで頷うなずき合い、悠真と愛依が、観音開きの左右それぞれの扉をグイッと開く。




　鍵翼高校よりも、随ずい分ぶんと格調高く、シックな雰ふん囲い気きが感じられる、椅い子すや全体のデザインの講堂。

　がらんとしている堂内をぞろぞろと進み、最さい奥おう部にあるステージ前まで歩いて行くと……。

　ぶし──────────────────────────────っ‼とスモークが舞ぶ台たい脇わきから盛大に噴ふき出した。

「出たか⁉」

　スモーク噴ふん出しゆつと同時に、エドワード・エルガー作曲『威い風ふう堂どう々どう』第１番がスピーカーから大音量で奏かなでられ、緞どん帳ちようが上がっていく。

　そして、その奥から現れたのは……。

「そんな⁉　私はここにいるのに⁉」

　そう叫さけんだ愛依が、中の人を務つとめていた……ピンク色の宇宙服で上半身を固めたネコミミの人物であった。

「名無し⁉」

　悠真の叫びを聞き、名無しさんのヘルメットの顔部分の電光表示が、[image: ]というドヤ顔になる。

　そして、高らかに告げた。

「我が名は名無しさん……名無しさん＠光属性‼……だなも」

[image: ]

「湊みなとじゃねえか‼」

　その特とく徴ちよう的な語ご尾びに、悠真が瞬しゆん時じに自みずからの親友、大光内おおこうち湊の名を挙げる。

　しかし、名無しさん＠光属性は、電光表示を[image: ]と変へん更こうし、電子音の口笛をぴぷーと鳴らして誤ご魔ま化かそうとした。

「何を言ってるんだなも？　ラブリーキュートな大光内湊ちゃんが、こんな変な宇宙服の中の人な訳がないぜ」

「変な宇宙服言うな。いや、変な宇宙服だけども。お前が着てるんだろうが」

「そんなことよりも、選ばれし者達よ‼　この密室学院によくぞ、[image: キタ]──────[image: ]──────[image: !!!!!]」

『[image: キタ]──────[image: ]──────[image: !!!!!]』の向かって右から左へとスクロールする文字の弾だん幕まくが、宇宙服のヘルメットバイザーの電光表示を埋うめ尽つくし、少女が思わず叫ぶ。

「うお！　前が見えねえなも‼」

「すげえ……俺、この光景と全く同じもの見たことあるよ……」

「あれ、本当に前、見えないんですよ。無む茶ちや苦く茶ちや光るので」

　驚きよう愕がくする悠真に、愛依が注ちゆう釈しやくを差し挟はさむ。

　一方、名無しさんはマイペースに話を進める。

「お前まいらの身み柄がらは、この高校の中に閉じ込めさせて貰もらったなも！　早さつ速そくで悪いが、この密室学院から脱だつ出しゆつしたければ、恋こいし合え‼」

　その定型句に、悠真が『やはりか……』と口の中で呟つぶやいた。

「湊、質問がある」

「何だぜ？　って、誰だれが湊ちゃんだなも⁉　今度、湊ちゃんて言ったら、悠真をボコボコにして、ベコベコにして、たゆんたゆんにしてやるなも‼」

「何か、俺、最後、巨きよ乳にゆうになってたな⁉」

　巨乳悠真を思い浮うかべ、その場の全員が若干の吐き気を覚える。

「……うぷ」

「愛依⁉」

「「……うぷ」」

「ナスターシャさんと麻さんも⁉」

「……うぷ」

「名無しまで⁉」

　口元を押さえまくる女の子達に、悠真が衝しよう撃げきを受けまくっていた。

「なお、今回は基本、ノールールで、３人の女の子と悠真との恋が成じよう就じゆした時、この場所からの脱出が可能になるなも」

「……この３人と？」

　悠真が背後に控ひかえる、三者三様の女の子達の吐き気の治まった様を振り返って順番に見み遣やる。

「愛依はともかく……あとの２人も、前の時みたいに、俺と何か関係のある女の子なのか、名無し？」

「それは教えられませんなも」

「……」

　そう言う時点で、恐おそらく、何らかの関係はあるのだろう、と悠真は薄うす々うす勘かん付づいていたが、然さりとて、記き憶おくの淵ふちを漁あさってもすぐには２人のことを思い出せない。

「というか、ちょっと待って下さい‼　今回の件は、またお姉ちゃんが裏で仕組んだことなんですか⁉」

「ノーコメントだなも」

「……」

　名無しさんは、今回の件に関して一いつ切さい情報を渡わたす気はない、という様子である。

「では！　ゆっくりしていってね‼……だなも」

　『ゆっくりしたくねー……』と悠真は今回も思ったが、その思いがどこまで通じるかは不明であることを、前回嫌いやというほど思い知らされていた。

　と、退場していこうとする名無しさん＠光属性の腕うでを、ナスターシャがつかんで引き留める。

「ちょっと待つじゃん‼　これはどういうことじゃん⁉　何で、アタシ達も、閉じ込められないといけないじゃん⁉」

「ノーコメントだなも」

　制止を振ふり切った名無しさんは、そのまま、アデュー！と走って去って行った。

「……」

「……ナスさん」

「ん……。きっと何かの間ま違ちがい……じゃん？」

「……」

　何か言葉を濁にごした様子の２人の密ひそかな会話に、愛依は無言で怪け訝げんな視線を向ける。




　謎なぞ多き新たな脱出劇。

　それは、悠真にとって、真の解放に至る最後の挑ちよう戦せんでもあった……。
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　その後。

　悠ゆう真ま達が学内を当あて所どなくさ迷っていると、先さき程ほどには何もなかった調理室に、出で来きたてほかほかの給食が置かれており、ありがたくご馳ち走そうになる。

　お腹なかがくちくなった一同は、次に、ひとまずゆっくり出来そうな場所へと移動をし始めた。

「……悠真さん」

　４人の中で少し前を行く悠真に、彼に並ぶ愛あ依いが耳打ちする。

「？」

「ナスターシャさんと麻あささん……あの２人は何かを隠かくしています。多分、今回のことに何か関係のあること、なんじゃないでしょうか？」

「そうだな……」

　思えば、ナスターシャ達は、名な無なしさんが告げたことに対し、悠真達が驚おどろくこととは別の事こと柄がらに対して不ふ審しんを感じていた節ふしがあった。

　具体的に何が、という訳ではないが、言葉の端はし々ばしにそんな印象を抱いだかせる何かが見え隠れしていた気がするのだ。

　何よりも……。

「美み羽うや紫し苑おん先せん輩ぱいと一いつ緒しよに閉じ込められた時、俺もそうだけどあいつらももっと憤いきどおっていたし、何より、理り不ふ尽じんさに対して解げせない感じっつーか、兎とに角かく、疑問でいっぱいだったんだ……」

「ああ……そういえば」

「でも、何て言うかさ……『名無しに閉じ込められる』こと自体には、そんな疑問を抱いている感じじゃないんだよな、あの２人。『それに巻き込まれるのが何故なぜ〝自分〟なのか？』ってことを不思議がってる……」

「まるで、名無しさんが何をする目的の存在かを知っていて、今、何が起きているのかは分かっている……みたいな？」

「そう。そうなんだよな……。俺や愛依は前回の事情を知っているから、そういう考えに至っても不思議はないんだが」

「……」

　そこで、新顔の謎に思し案あん顔になる悠真と愛依の間に、すすっとその新顔当人、風かざ祭まつり麻が顔を挟はさんでくる。

「内ない緒しよ話ばなしですの？」

「うお⁉」

「はにゃっ⁉」

　悠真が大声で驚いたので、対する麻もビクッとなった。

「あ、ここです。ここでちょっと休みましょう」

　少し話を逸そらす意味もあったが、丁度良いタイミングで辿たどり着いた場所の扉を、そう言って愛依が開く。

　その部屋の中は、壁かべや棚たな、天てん井じよう、カーテンやベッドに至るまで真っ白な物で固められていた。

「保健室じゃん」

「はい。こう、ベッドをくっつけて……」

　途と中ちゆう悠真の力を借りてベッドを並べ、その上に座る愛依を見て、ナスターシャがぼふっとベッドに寝ね転ころがる。

　その横に麻が正座で座り、更さらに隣となりに悠真があぐらを搔かいて座った。

「さて……と。まあ、メシが用意されていた点を鑑かんがみて、以前の例に則のつとると、恐らく、衣食住は何もしなくても保証されるだろう。……いや、住は若じやつ干かん怪あやしいっちゃあ怪しいか。兎に角、短期間生活する分には困ることはない……が」

　閉じ込められの先せん達だつとして、先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせた悠真がナスターシャ達に状じよう況きようを語っていく。

「はい」

「問題は、ここから脱だつ出しゆつする為ために、俺と麻さん達が恋こい人びとにならないといけないんだが」

「はい……」

「……」

　持ち前のおっとりさのせいなのか、普ふ通つうに頷うなずく麻に、悠真が『分かってんのかな、この人……』とやや不安に思う。

　その反面、名無しさんに閉じ込められた時点で、『恋れん愛あい脱出』を強しいられることは承知の上だったという疑いも否いなめない。

　やはり、彼女らは何かを知っている可能性がある……そういう考えが首をもたげてくるのだ。

　その辺りを追つい及きゆうすべきか否か、迷っている悠真の横顔に、愛依が別の疑問をぶつけてくる。

「ていうか、名無しさんの中に入っていたの、湊みなとさんでしたよね？」

「そうだったな……。あのお調子者め、何をやっとんじゃ……」

　親友の少女の蛮ばん行こうに、慣れっこであるはずの悠真だが、それでもやりきれない溜ため息を吐つかないではいられない。

「お姉ちゃんが私の代わりに湊さんを引き込んだんでしょうか？」

「主犯が恋心こころちゃんなら、そうなんだろうけどな……」

「ということは、お姉ちゃんが私と悠真さんをくっつけようとしているっていうことですか⁉」

「主犯が恋心ちゃんなら、な？」

「はわわわわわわわっ‼　お姉ちゃん、な、何を考えてるのよぅっ！　自分の恋人を妹とも恋仲にさせようなんてっ！」

「落ち着け、愛依」

　はわはわしまくる愛依を、悠真が苦く笑しよう気味に宥なだめる。

「ゆ、悠真さんは平気なんですかっ⁉　だって、お姉ちゃんと妹と両方と恋人ですよ⁉　どーなんですか、そういうのっ⁉」

「夢があるよね」

「悠真さんときたら‼」

　カッ‼と愛依に一いつ喝かつされた。

　それで逆に落ち着いたのか、ぶちぶち言う愛依の隣に悠真が座り、愛依の頭を優やさしく撫なでる。

「恋心ちゃんの妹なら、俺の妹みたいなもんだ。妹が慕したってくれる分には嬉うれしいけどな……」

「じゃあ、悠真さんのことは、これから、〝お兄ちゃん〟て呼んじゃいましょうか」

「あははは、いいよ」

「……やっぱり、やめておきます。なんか、馴なれ馴れしすぎるかな、って」

「何だよ、水みず臭くさいな。俺のことは本当の兄貴だと思って、甘えてきたり我わが儘まま言ったりしてもいいんだぞ、愛依？」

「……じゃ、じゃあ、お兄ちゃ～ん」

　軽くちょこんと触ふれる程度に、愛依が悠真の肩かたに頭を寄せる。

「よしよし、愛依は可愛かわいいな」

　その頭をなでこなでこする悠真。

　そんな２人を見て、ナスターシャと麻が含ふくみ笑いをした。

「本当に仲の良い兄妹きようだいみたいで微笑ほほえましいじゃん」

「ええ、本当に……」

　次の瞬しゆん間かん。

　バァン‼とドアを蹴け破やぶる勢いで開けて、ピンク色の物体が飛び込んでくる。

「名無し⁉」

「何ですか、この有あり様さまは⁉」

　ピンクの物体……名無しさんは、ヘルメットの裾すそから左右に分けた髪かみが伸のび、その裾を黄色いリボンで結んでいる。

「え……あれ？　湊じゃない、な？」

　湊はそこまで髪が長くはない。

　そして、何より、名無しさんの頭の上には、他ほかに類を見ない特とく徴ちよう的な熊くまの縫ぬいぐるみが載のっかっていた。

「乃の々の……⁉」

「何が乃々ですか、私は名無しさんですよ！　私のことはいいんです！　それより、何ですか今のは⁉　何が、『お兄ちゃ～ん』『愛依は可愛いなあ』ですか⁉　何が、『本当の兄妹みたいで微笑ましい』ですか⁉　本当の兄妹でそんなことして貰もらったのなんて、もう何年もないですよ‼　この偽にせ物もの兄妹‼　大体、どういうことですか‼　何でそういう風に本当の妹である乃々ちゃんを可愛がってあげないんです⁉　乃々ちゃん可哀かわい想そうです‼　何だったら、撫なで撫なでだけではなく、ちゅっちゅとか、さわさわとか、べろべろとか、ぐちゅぐちゅとか、ぼてぼてっとか、してもいいですよ！　ぼてぼてにさせたんですから、兄さ……悠真さんは、乃々ちゃんに対して責任を取らないといけないですよね。ご結けつ婚こんおめでとうございます。私も式に呼んで下さいね。心からの祝辞を述べさせて貰いますから。兄さ……悠真さんと乃々ちゃんが遂ついに結婚、出産、幸せな家庭……ぐへへへへへへへ」

「……乃々、ぐへへ言うな」

「だから、乃々じゃありませんってば。私は名無しさんです。名無しさん＠炎ほのお属性なんです‼」

「じゃあ、何で、乃々がいつも頭に載せていた縫いぐるみを、名無しがヘルメットの上に載せているんだ？」

「あー、ちょっと視界に入らないので分かりませんねー」

「……」

　あくまで名無しさんはシラを切り通すつもりのようである。

　視界に入れようと？上を向く名無しさんの頭上からずり落ちそうでずり落ちない縫いぐるみ・ＳＫプーさんの謎なぞの吸着力に、今いま更さらながら改めて、何なんだろうな、これ……とプレゼントした当人である悠真ですら思った。

「兎に角‼　乃々ちゃんは、そういう、微びイチャイチャスキンシップを求めているんです‼　兄さ……悠真さんはもっと愛依さんにしたようなことを乃々ちゃんにやってあげるべきです‼　返す返すもどうして、乃々ちゃんをそういう風に可愛がらないんですか、兄さ……悠真さん‼」

　もうほとんど兄さんと言っているので、兄さんでいいじゃん、という気もしないではない。

「だって、何か、愛依の方が、〝妹〟って感じがするし……」

「‼」

　愛依の肩を抱だき寄せる悠真に、名無しさん＠炎属性が、がぁぁぁぁぁぁぁんっ‼とど派手にショックを受け、その衝しよう撃げきで錐きり揉もみしながら、床ゆかにぺたりとへたり込んでヨヨヨと泣き崩くずれ始めた。

「しどい……しどいです……」

　そんな名無しさんを気の毒に思った愛依が、悠真に言う。

「あの……悠真さん、乃々さん可哀想です。乃々さんのこともちゃんと妹として可愛がってあげて下さい」

「うーん、俺の妹と言っても良いポジションの愛依がそう言うなら」

「何でですか⁉　今の流れ、おかしいですよ⁉　そんな偽にせ妹ポジションの子に言われずとも、可愛い可愛い乃々ちゃんのことは可愛がってあげるべきでしょう、兄さ……悠真さん⁉」

　ぺちーんぺちーんと、名無しさんがヘルメットの裾から出ている結んだ髪でもって、くるくる回った遠心力を利用して、悠真の顔をはたいてきた。

「痛い！　主おもに顔が痛い‼」

　そして、回転しすぎて目が回り、名無しさんは倒たおれるようにして、再びぺたりと床にへたり込んだ。

　ヘルメットの電光表示は[image: ]である。

　しばらく、目め眩まいにやられていた名無しさんだが、やがて復活してきて、再び立ちはだかってきた。

　但ただし、今度は悠真の前にではなく、愛依の前にだ。

「大体、何ですか、貴女あなたは？　兄さ……悠真さんにちょっと妹みたいに思われてるとか言われたぐらいで、上から目線で！　乃々ちゃんに対して、アドバンテージを取った気ですか⁉　乃々ちゃんなんて……乃々ちゃんなんてっ、もうずっと兄さ……悠真さんの妹なんですよ！　乃々ちゃんの方がずっとずっと上ですっ‼」

「あ、はい。分かってます。悠真さんは、その……ただちょっと私が目新しかっただけで、妹として乃々さんのことの方を大事に思っていると思いますよ？　ね、そうですよね、悠真さん？」

「え⁉」

「え⁉って何ですか、兄さん‼」

　遂に『兄さん』と言っちゃっていた。

「あ、あの……乃々さん……」

「何ですか‼　乃々ちゃんじゃないと言っているでしょう⁉」

「はあ、すみません……あの、悠真さんには、私から後でちゃんと言っておきますので……」

「き─────っ‼　妹っぽいことを……妹っぽいことを……‼　この名無しさん、もう許せま……‼」

　とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて、襲おそい掛かかろうとする名無しさん。

　しかし、名無しさんの拳こぶしが悠真と愛依に到とう達たつするより先に、慌あわてた量産型名無しさんが保健室に雪崩なだれ込んできて、名無しさん＠炎属性を羽は交がい締じめにし、その場から力ちから業わざで引き取らせていく。

「これで勝ったと思わないことですよ───────っ‼」

　消えゆく名無しさん＠炎属性の捨て台詞ぜりふを残して……。




「……あれは、何だったんじゃん？」

　しばらく、呆あつ気けに取られて、心身共に凝ぎよう固こしていた一同が、ナスターシャの一言でようやく我に返る。

「……お恥はずかしいものをお見せしたよ」

　身内の奇き行こうに、悠真が頭こうべを垂れた。

「でも……」

　一方、愛依は思案顔になる。

「これで少なくとも、湊さんと乃々さんは、名無しさん側の人間……ということになりますね」

「椛はなのアホもな」

「え、椛さん⁉」

「気付かなかったか？　わらわら出てきた量産型の中に、頭の上にハイビスカスを付けた奴やつがいたのを、さ」

「気付きませんでした……。悠真さんは、本当によく椛さんのことを見ていますね」

「ち、違ちが……‼　椛なんか別に見てないし‼　椛とか興味ないし‼　椛、あいつ、俺付きのメイドのくせに、側にいないとかどういうことなんだ⁉　職務怠たい慢まんで、後でお仕置きだ、椛‼」

　焦あせりまくっていた悠真が、やがてぷりぷり怒おこり出す。

　愛依は、そんな悠真を見て、ささやかに微笑んだ。

『いつも一いつ緒しよの椛さんがいなくて、寂さみしいんだな、悠真さん』

「何で、優しい顔で見て来る……？」

「あ、いえ、別に。えへへ。……それより、湊さんや乃々さん、椛さんが名無しさん側だとするなら、少し腑ふに落ちる所もあります」

「？」

　少し不ふ機き嫌げんなような顔をする愛依に、悠真が頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「地下倉庫に閉じ込めた私に、ああいうことをするのは……仕返しじゃないかって、思うんです」

「仕返し……？」

「ええ。美羽さんに強しいた地下室でのおしっ……いえ、あの、アレのギリギリ我が慢まんシチュエーションとか、無人島の時に我慢した挙げ句最終的に漏も……崩ほう壊かいしてしまった小島での葵あおい子こさんの件とか、廃はい病院での部屋当てクイズの時の恥ずかしい物発はつ掘くつとか。……兎とに角かく、そういう前の脱だつ出しゆつの時に、特に恥ずかしい物をピックアップして私に対して実行してきたんです」

「あー……」

　不幸な事故もあったし、若じやつ干かん、被ひ害がい妄もう想そう気味ではないかとも悠真は思わなくもなかったが、自分の責任によって起こった面も否いなめず、自責の念も手伝って、敢あえて愛依の言葉を否定はしなかった。

「……」

「……」

　それを無言で見つめていたナスターシャと麻に、悠真が気付く。

「ああ、何か、こっちだけの話をして悪いな」

「いいえ、お気になさらず」

「……。話を聞いていて何となく気付いたかもしれないが、俺は以前も、こんな風に女の子達と学校に閉じ込められたことがあるんだ」

「へー……」

　ナスターシャが薄うすいリアクションでコクコク頷うなずいた。ゴクゴク頷いていたら、途と中ちゆうで何か飲んでいる。何を飲んでいるのかな。

「……驚おどろかないんだな、２人とも」

「え！　あ！　そ、そうなんですのね！　余りにも現実離ばなれした話だったので、驚くタイミングを逸いつしてましたわ！」

　うふふふ！と勢いよく上品に誤ご魔ま化かし笑いする麻。

「そうじゃん！　そいつはビックリじゃん！」

　微び妙みようなわざとらしさを醸かもし出すナスターシャ。

「「……」」

　揃そろって顔を見合わせる悠真と愛依の、２人への無形の疑いは、やはりいや増すばかりである。

　その空気を流石さすがに察し始めたか、ナスターシャがなおもわざとらしさ溢あふれる感じに、オーバーな口調で尋たずねてきた。

「そ、それで⁉　その時はどうやって脱出したじゃん？」

「そ、そうですわね。是ぜ非ひ、今後の参考、指標にさせていただきたいですわっ」

　少量の冷や汗あせが浮く作り笑いで、麻もそれに続く。

「……んー。教室の中に、女の子の秘密とかを封ふうじ込めた部屋があって、その謎を解いていくうちに、仲良くなったりして……それで、告白されて恋こい人びと同士になって……そしたら、鍵かぎが貰もらえて脱出出来た、って感じかな」

「ざっくりした説明じゃん……」

「ま、まあ、そういうことなら、実際に、この学校の教室を回ってみてはいかがでしょうか？」

「……」

　麻はあっさり提案してきたが、場合によってはえげつない秘密が隠かくされている訳であって、それを知る愛依はやや浮かない顔だ。

　だが、他ほかに解決策がないことを最も良く知るのもまた愛依であって、結局、一同は連れ立って保健室を出発するのであった。




　　　　＊




　１階。

　職員室や校長室などもあったが、そこも全すべてオープンになっていて自由自在に探たん索さくし放題である。




　２階、３階……。

　探索していくに従い、別の意味で悠真達の表情に憂ゆう色しよくが濃こくなる。

「どの部屋も普ふ通つうに入れますね」

「しかし、どの部屋にも何にもないな」

　前回は、何かがある教室には、分わかり易やすい差異があった。




　４階、５階……。

「……この教室に何もなければ、完全に空から振ぶりな訳だが」

　と言いつつ、悠真が教室のドアに手をかける。

　横へと扉とびらをスライドさせ、目まの当たりにした室内には……。

「何もないですね」

　一応、ここまでそうしてきたように、机の中や掃そう除じ道具入れの中も、ざっと調べてみるのだが、手がかりらしきものは皆かい無むだ。

「……うーん。名無しの奴は今回はノールールだと言ったけど、前回とはアプローチも変えないと駄だ目めなのかもな」

　悠真が顎あごをしゃくって少し考え込む。

「違ちがうアプローチって何じゃん？」

「そこまでは分からん。まあ、分かるまでダラダラ暮らすしかあるまいな」

「「ダラダラ⁉」」

　悠真の変な余よ裕ゆうというか、経験者ならではの開き直りっぷりに、ナスターシャ達が度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。




　ダラダラ生きることにさほど疑問を抱いだかず、ダラダラ教室から出て来た悠真の、目の前に立ちはだかるピンク色宇宙服の人物。

　そのヘルメットの裾すそからは長い長い黒くろ髪かみが伸のびており、これまでの流れから、中の人物が容易に想像できた。

「紫苑先せん輩ぱい⁉」

「馬ば鹿か者、誰だれが紫苑先輩だ。私は、名無しさん……人呼んで、名無しさん＠雷かみなり属性だ」

　不機嫌さが声から感じ取れる程ほど、名無しさんの中の人は、イライラしている様子で、腕うで組ぐみをして、踵かかとを廊ろう下かに付けたままタムタムと足先を鳴らしている。

「なあ……この茶番は何なんだ？　紫苑先輩達は一体、何を考えて、名無しなんかになって誰かに荷か担たんしてるんだよ？」

「……」

　ビキッ！と名無しさんのヘルメットのバイザー部分の電光表示に、怒いかりマークが浮かび、無言で悠真の頭をべしっとはたいた。

「いてっ」

「愚ぐ痴ちを言いたいのはこっちの方だ」

「えー……」

　なおも不満顔の悠真に、名無しさんは不ふ遜そんなポーズのまま、上から目線で講こう釈しやくを垂れ始める。

「いいか、馬鹿ども。闇やみ雲くもに探索しても駄目だ。お互たがいに心を開いて、全てを分かり合えた時、ヒントが見つかるのだ。分かったか？……くそっ、何で私が悠真と他の女との接近を支し援えんするような真似まねをせねばならんのだっ、まったく忌いま々いましいっ！」

　悠真的見地から名無しさんの言動を鑑かんがみるに、やはり、この中身はどう考えても紫苑である。どう考えたかは具体的には叙じよ述じゆつを差し控ひかえる。差し控える意味は特にないが。

「ええいっ、ではなっ！」

　肩かたを怒らせて去って行くピンク色の宇宙服の人。

　その背中を、悠真達は視線で追うのであった……。




　　　　＊




　それから、『心を開け』というキーワードに従い、悠真は新入り２人と何か話そうと思い立つのだが……。

「あれ？　ナスターシャさん達はどこ行った？」

「ああ……そういえば、姿が見えませんね」

　応接室のソファの方が座り心地ごこちが良いことを知った４人は、そこで、お茶を飲んでまったり休きゆう憩けいしていたのだが、入れ違いにトイレに行ったり、お茶菓が子しを見つけに行ったりしているうちに、見失っていた。

「ちょっと捜さがしてくる」

「あ、ちょっ……悠真さん……っ」

　愛依が止める間もなく、悠真は応接室を出て行く。




　あちこち捜し、程なくして悠真は階段下の目立たない場所で、肩を寄せ合って何やらひそひそと声を潜ひそめて相談し合うナスターシャと麻の姿を見つけた。

「……紫苑さんや湊さん……巻き込まれ……だから……じゃん」

「でも……愛依さんも……つまり、わたくし達……無人島の……」

　微かすかに聞こえた麻の言葉の断だん片ぺんに、悠真が引っかかる。

『……？　無人島？　無人島と言ったのか？　それは、つまり、あの、俺が閉じ込められた、あの無人島のことか？……いや、しかし、２人の前で、愛依が無人島のことを少しだけ話したような気もするし……』

　出て行って詳くわしく尋ねようかとも思ったが、しかし……。

　ナスターシャ達のただならぬ真しん剣けんみを帯おびた声と表情に、悠真は声をかけるのをためらい、少し迷ってからそっと踵きびすを返す。
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「早かったですね。あれ？　悠真さんだけですか？　ナスターシャさん達は？」

　早々に応接室に戻もどってきた悠真に、愛依が問いかけた。

「んー……なあ、ナスターシャさん達の前で、無人島の時の話ってしたっけ？」

「え？　ああ、どうでしたっけ……？　したような……してないような……したような……そうでもないような……」

「どっちだ⁉」

「した……んじゃないですかね、多分？　でも、どうだったかな……」

「絶対だな！　したんだな⁉」

「何でそんな厳密に知りたいんですか……？」

　時々変だが、変に絡からんでくる悠真を、愛依が変な目で見てくる。

「うむ、実はだな……」




　かくかくしかじか、と悠真が愛依に事情を説明し終える……と。

「なるほど……そういうことですか。何にしろ……やっぱり、あの２人は何かを隠しているように見えますよね……」

「うん」

「？」

　もやもやして頷うなずきながらも、どこか吹ふっ切れたようにも見える悠真に、愛依が小首を傾かしげた。

「いや、心を開いてくれたら、話してくれることもあるだろ、って思ってさ。紫苑先輩が言ってたのもそういうことのようにも思うんだよな」

「……」

「……愛依？」

　不意にハッとなって黙もくする愛依の顔を悠真が覗のぞき込む。

「いえ……。悠真さんは、紫苑さんのことを信じているんですね。それに、多分、ナスターシャさんや麻さんのことも。悪い人じゃないって。何かを隠したり企たくらんでいるにしても、それが致ち命めい的てきに悪あく辣らつなことではない、と考えているんですよね」

「どうかな……ただ、そう悪い人には見えないんだよな。何となく」

「……悠真さんは、お姉ちゃんに似ていますよね。そういうところ」

「え⁉　そう⁉」

　『あの恋心ちゃんにか⁉』と内心驚おどろく悠真に、愛依が嬉うれしそうに首しゆ肯こうした。

「はい。何て言うか、人の善意をいつも信じているところっていうか。性善説に生きてるっていうか」

「意識したことないな、そんなん……」

「あはは、そういう天然めいたところがお揃そろいですね」

「マジでか……！」

　微び妙みようにショッキングな情報を聞かされ、悠真がソファに突つっ伏ぷす。

　だが、愛依の方は『だから、お姉ちゃんと悠真さんは惹ひかれ合うのかな？』と新たな発見にちょっと嬉しそうだった。
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　何度も変なことするなと悠ゆう真まが念を押された後、都合良く４台あった保健室のベッドでみんなで眠ねむりに就つく。




　そして、翌日。

　衝しよう撃げき的な情報から立ち直る為ため、悠真は己おのが心を落ち着かせんと、キャンバスを前に絵筆を執とる。

　本を読む愛あ依いは、いつの間にか勝手に自分がモデルに据すえられていて、ビクビクしていた。

「あ、あの、私をモデルなんかにして、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　ほら、もっと、ナスターシャさんとかの方がいいんじゃ？」

「あの人、微妙に落ち着きないしな……ていうか、どっか行ったっきり戻って来ないし……」

「でもでも、私、そんな可愛かわいくないので、荷が重いっていうか、労力を無む駄だにしてしまうっていうか……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。モデルが誰だれか分からないぐらい可愛く描えがいてやるから」

「どーゆー意味ですか⁉」

　謙けん遜そんしながらも、他人に可愛さの加減を言げん及きゆうされると、カチンとくるあたりは、愛依も女の子である。

　たまにそんなやりとりをするものの、基本、黙して静まりかえった室内に絵筆の走る音と、愛依の本のページをめくる音だけが、ささやかに聞こえていた。

　その時……。

　悠真の脳のう裏りに記き憶おくにない光景がフラッシュバックのように瞬またたく。




　絵を描いている自分。

　モデルは椛はなだ。

　描いている最中に、突とつ然ぜん半はん狂きよう乱らんになって泣き出す椛。

　そして、叫さけぶ。

『乃の々のちゃんが……乃々ちゃんがわたしを裏切って、わたしを殺したの‼』

『何言ってるんだよ⁉　椛ちゃんは今、こうして生きているだろ⁉』

『でも……でも、確かにわたし、殺されたの‼』

　のたうち回る椛を、悠真はただ見ていることしか出来なかった。




「……⁉」

「悠真さん、どうかしたんですか？　顔が真っ青ですよ？」

　突とつ然ぜん、呼吸を荒あらくした悠真へ、愛依が気き遣づかわしげに声をかける。

「ああ……うん……」

　これっぽっちも経験した覚えはないのに、まるで本当にあったような奇き妙みような現実感だけが残っていた。

『なんだったんだ……あれ……？』

　実のところ、悠真は豪ごう華か客船からの脱だつ出しゆつ後、しばしばこんな経験をしていた。

　記憶にない出来事が、時折、脳裏に浮うかぶのだ。

　しばらく呼吸を整え、どうにか気持ちを立て直す。

　……と。

「うわぁ⁉」

　集中して色を乗せていた悠真の肩かた口ぐちで、いきなり、叫び声が上がり、危あやうく筆が滑すべってキャンバスの中の愛依の顎あごに鬚ひげが生えるところである。

「あ、麻あささんか……びっくりした……。いつの間に帰ってきたんだよ……？」

「うわあ、うわあ、悠真さんの生なま描びよう画がですわ‼　うわあ、完成した絵じゃなくて、描いている途と中ちゆうを見られるなんて、超ちよう激レアですわ‼」

　興奮して息が荒くなっていて、悠真の耳元で麻の熱い息がすはすは吸い吐はきされまくっていた。

「ちょ……麻さん、近い近いっ！　顔、近いっ！」

「ああ、こういう色から乗せていくんですのねえ！　濃のう淡たんの深みが独特ですものね！　技法的には分かっていても、完成時に生きてくる色をこういう風に置いていくというのは、やっぱりセンスですわよねえ⁉　初期の頃ころの『愛犬と戯たわむれる妹』や『家族の肖しよう像ぞう』に見られるような繊せん細さいな中にある力と技わざのせめぎ合いみたいな画風も素す晴ばらしかったですけれど、わたくし、今のこの柔やわらかで優やさしい色と筆ふで遣づかいの方が大好きですわ！　近作の『恋こいする少女達』！　あれは見ているだけで幸せが伝わってくるような、幸福感が絶品ですものっ。ああ、思い出すだけでため息が漏もれますわ……はぅ……」

　キラキラした瞳ひとみで熱弁を振ふるう麻を、ちょっと引き気味に見る悠真。

　微び苦く笑しようしつつ『この人、おとなしそうなお嬢じよう様さまっぽい人かと思ってたけど、こんなキャラだったのか……』と内心思う。なお、〝微苦笑〟は声に出して読むと、くしゃみした時の声に似ている。

「絵、好きなんだ……？」

「ええ‼　中でも、悠真さんの絵は一番好きですわ‼　昔出た画集も買いましたの‼　実はお父様にお願いして、『夢の途中』も手に入れて、わたくしの部屋に飾かざってあるんですのよ⁉」

「へ、へえ……」

　『夢の途中』というのは、高こう炎えん寺じ悠真・中期の作品で、特にファンタジックなタッチが強調されていて女性からの人気の高かった絵である。

「ん？　俺の絵を持ってるってことは、俺のこと、知ってるってこと？」

「え？　ええ……まあ……いえ、その……知っていると言いますか、何と言いますか。ずっと前から悠真さんの絵のフ、ファンなんですの‼　サ、サイン下さい‼」

「いいけど……」

　『これを隠かくしていたんだろうか？』とか疑問に思いつつも、矢や鱈たらとキラキラした瞳で、ハンカチにして貰もらったサインをぎゅっと抱だきしめる麻が、急に身近に感じられると同時に何か熱ねつ烈れつすぎて悠真は若じやつ干かん引いてもいた。

「『愛犬と戯れる妹』の複製画も買って貰ったんですけれど、でも、やっぱり、本物は良いですわね‼」

　改めて描いている途中の絵を見て、ほぅ、とうっとりため息を吐く麻。

「あ、失礼しました。続けて下さい、続けて下さい。わたくし、ここで見学させていただきますから」

「うん……」

　滅め茶ちや苦く茶ちや続けづらい感じに悠真が頷うなずき、やはり背中からの麻の熱視線によって、異常に筆の運びが悪くなる。

「ああっ！」

「え⁉　なに⁉」

「あ、いえ、そこの線の流れ、『悪友と海』に似てるなあって思いまして。あれもいいですわよねえ。何て言うか、悠真さんの絵は、心に響ひびくというか、気持ちの大きさとかモチーフに対する愛情がこもっていて、本当に凄すごいですわ！」

「いや、そんな……」

「謙けん遜そんなさらないで。今のこの絵もそうですけれど、『恋する少女達』など、そこへ更さらに苦く悩のうからの脱だつ却きやく、あがこうとする意思、苦難を経験していや増した優しさと情愛、それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、悠真さんの人生そのものがキャンバスから伝わってくるようで、わたくし、絵を見た時、思わず震ふるえましたわ‼」

「も、もうそのぐらいでやめて……恥はずかしい……っ」

　往おう時じならばいざ知らず、昨さつ今こん褒ほめられ慣れていない悠真が、椅い子すの上で頭を抱かかえて丸まって、褒め殺しに適応出来ずに身み悶もだえた。

　その空気を察したのであろう愛依が、ぱちむと両手を合わせて言う。

「あ、そうだ。そんなに悠真さんの絵が好きなら、後で、麻さんも描いて貰ったらどうですか？」

「ひえええええええええええええええええええええええええええええええええええ⁉」

　ぴょーんと麻が垂直に飛び上がった。

　悠真と愛依は、樽たるの中から海かい賊ぞくが飛び出す玩具おもちやを思い出す。

「いいよ」

「ひえええええええええええええええええええええええええええええええええええ⁉」

　ぴょーんと麻が垂直に飛び上がった。

　悠真と愛依は、樽の中から海賊が飛び出す玩具を再び思い出す。

「い、いいんですの⁉　本当に⁉　あの悠真さんの絵のモデルに⁉　わたくしが⁉　今日の良き日に⁉」

「なんで、結けつ婚こん式の言こと祝ほぎみたいな感じになってるんですか？」

　愛依の疑問など耳に入らない様子で、麻がぽーっとなっていた。

「そ、そうと決まれば、こんな適当な絵なんか、適当に描き上げちゃって、わたくしの絵を描いて下さいっ‼　早くっ！　早くっ‼」

「適当な絵って言われた‼」

　愛依が激しくショックを受ける。

「まあ、この適当な絵は、後で仕上げるとして、そこまで言うなら先に麻さんの絵を描いちゃうか」

「悠真さんまで適当な絵って言った⁉　自分で描いた絵なのに⁉」
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　ぷくーっと膨ふくれてそっぽを向いて本を読む愛依はさておき。

　キャンバスを新しい物に取り替かえ、改めて、悠真が麻と向き合う。

「麻さん、何、脱ぬごうとしてるの⁉」

　制服のスカートのファスナーを下げて、今にもしゅるんと下に落とそうとしている麻に、悠真がひぃっ⁉となった。

「げ、げ、げ、芸術の為ためですもの！　恥ずかしいですけれど、わたくし……頑がん張ばって……脱ぎますわ‼」

　ぶわっ‼と制服の上を脱ぎ、麻の下着姿が露あらわになる。

「ちょ……⁉　俺、そういう芸術、やったことないっていうか……ていうか、デカ⁉　麻さん、デカ⁉」

　その言葉の指し示す通り、悠真の視線は麻のブラジャーに包まれた物に釘くぎ付づけになっていた。

　正確に言うと、ブラジャーに包まれきれていない物と言える。

　それぐらい、麻のたゆんたゆんのおっぱいは、兎とに角かく、別格に大きすぎる程ほどに大きかった。

　椛や乃々も決して小さい訳ではなかったし、紫し苑おんや葵あおい子こに至ってはかなり大きい方ではあったが、しかし、それすらもお子様サイズではないかと思えるぐらいに、ややもすると下着からまろび出しかねない麻のおっぱいの大きさに、悠真はただただ圧あつ倒とうされ、無言で凝ぎよう視ししている。

[image: ]

　最初に会った時にも見えていたはずだが、いかんせん全ぜん裸らだった為、悠真の意識はあちこちに分散しており、今現在は意識が一点集中されその巨きよ大だいさを再さい確かく認にんした次し第だいであった。

　すると、そこへ……。

「ただいまじゃ～ん。麻の奴やつ、どっか行って、見当たらないんじゃん。どこ行ったか知らな……って、いるじゃん。ていうか、何で半裸じゃん⁉　悠真、アンタ、麻に何させてるじゃんっっっ⁉」

　ナスターシャが帰ってきて、怒いかりの余り、悠真めがけて勢いよくヒップアタックをかましてきて、悠真がハーフの女性特有のボリュームのあるお尻しりにむぎゅるんと押しつぶされる。

「ち、違ちがうんですの、ナスさん！　これは、何と言うか、芸術の為であって、別にいやらしい目的ではないんですわ！」

「悠真絵オタクの麻の弱みにつけ込んで、麻を脱がすとか、悠真、見み損そこなったじゃんっ‼　いやらしい目的じゃんっ‼」

「ちょ……は、話を聞いてくれよ、ナスターシャさん……！」

　何度も何度もヒップアタックで、悠真の身体からだを攻こう撃げきしてくるナスターシャに必死の弁解を試みるが聞く耳持たない。

　仕方なく、悠真は愛依にヘルプを要よう請せいする。

「あ、愛依も事情を説明してくれよっ」

「適当なヌードでも描かくつもりだったんじゃないですかっ」

「ほら、やっぱりヌードじゃんっ‼」

「愛依───────っ‼」

　拗すねたままの愛依が、ふんっと言い捨てると、遂ついにナスターシャはお尻で悠真を踏ふみつぶしてきた。

「むぎゅ───────────……」

「な、ナスさん、落ち着いてですの」

「いいから、アンタは服を着るじゃんっ！　今にも零こぼれそうで、危なっかしいことこの上ないじゃんっ！」

　ソファの上に載のっかっていた制服をズボッと麻に被かぶせるが、袖そでを通さないままなので、裾すそから手だけ出ている見た目ペンギン状態で無む駄だに可愛かわいい。
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　そんなことがあった翌日。

　名な無なしさん達によって用意された朝食を終えても、悠真の弁解も麻の弁護も聞かないナスターシャによって、妙みように距きよ離りを空けられる悠真は、すっかり機き嫌げんを損ねてしまった愛依のご機嫌を平謝りに謝ることでどうにか関係修復して、再び愛依の絵を描いていた。

　そこへ遠えん慮りよがちに扉とびらがゆっくり開き、黄色の物体がやって来る。

「あのぅ……皆みなさん、すみません……」

「あ、量産型名無しさん」

　申し訳なさそうにやってきた黄色の上半身宇宙服の量産型名無しさんの頭には、ハイビスカスの花飾りが彩いろどられていた。

　ハイビスカスの花飾りは昨日、悠真が述べた通り、彼のお付きのメイドであり幼おさな馴な染じみでもある岩いわ井い椛のトレードマークである。

　生足の魅み力りよくが武器でもある名無しさんではあるが、この量産型名無しさんは、白いニーソを穿はいており、絶対領域完備だ。

　その点もまた、悠真のお付きメイドを彷ほう彿ふつとさせていた。

「椛─────────────────────────────────っ‼」

　総合的に、この量産型名無しさんの中の人が椛だと断定した悠真は、凄いスピードで名無しさんとの距離を詰つめると、ヘルメットをつかんでがっくんがっくん揺ゆすりまくりんぐである。

「うきゃあああ⁉　目が回ります、目が回ります！　やめて下さい、坊ぼつちゃん‼　じゃなくて、悠真くん‼」

「坊ちゃんて言いましたよね……」

　どうも、基本的にそれ程までは正体を隠かくす気がないんじゃないかと訝いぶかしみながら、愛依が床ゆかにぺたんと座って目を回す量産型名無しさんを見下ろした。

「こら、椛！　お前、主人である俺をほったらかして、何、名無しなんぞに荷か担たんしとるんだ⁉　大体、お前、弁当食ってる俺を地下倉庫に放り込んだのは名無しなんだぞ、分かってるのか⁉　椛、貴様、俺の敵か⁉　あぁん⁉」

「い、いえ……そういう訳では……わたしにも色々と事情がありまして……というか、わたし、椛さんじゃないです！　わたしの名は、名無しさん＠岩属性です」

「ダサ‼　岩属性、ダサ‼」

「酷ひどい、坊ちゃん‼　じゃなくて悠真くん」

「岩属性なんて、お前、最もいらない物じゃねえか」

　悠真の主観です。感じ方には個人差があります。

「そっ、そんなことないですっ。岩はいる属性ですっ。とても硬かたくて役に立つこと請うけ合いなんですっ」

「ていうか、何で、椛さんは量産型の宇宙服を着ているんですか？　他ほかの人達は、みんなピンクの奴を着ていたのに」

「……事件から戻もどってきてから、坊ちゃん……じゃなくて、ある人がわたしとだけ、学校帰りに寄り道デートして公園でアイスを食べてたのが、皆さんにバレたんです。それで、『え～、岩属性が着た着ぐるみをまた着るなんて臭くさくて嫌いや～』とか意地悪を言われまして……」

　ぐっすしと[image: ]とヘルメットのバイザー部分に電光表示される量産型名無しさん＠岩属性。

「ばっ……⁉　違ちが……‼　あれは別に椛と寄り道したくてした訳じゃねーし‼　ただ単に、みんなが用事がある日で、たまたま帰りに椛しかいなかった時にアイス食いたくなったってだけのことだし‼　大体、デートでも何でもねーし‼　椛は下げ僕ぼくだから主人である俺が餌えさとしてアイスを振ふる舞まってやっただけだし‼」

　誰だれに対して弁解をしているのかは謎なぞだが、悠真が必死に名無しさんの言葉を否定に次つぐ否定で否定する。

「でゅふふふふふ、そんな一いつ生しよう懸けん命めい否認しなくても、みんなには分かっちゃってますから、無駄ですよう」

「くっ……‼　むかつく……っ‼」

「それで、名無しちゃんは何をしに来たんじゃん……？　悠真を激げき怒どさせに来たとかなんじゃん？」

　ナスターシャのツッコミに、名無しさんがぽむと手を打った。

「あ、そうですそうです。えっと、実はですね。皆さんがちっとも真面まじ目めに脱だつ出しゆつしようとしないので、仕方なく、わたしが状じよう況きようを進展させるべく、一いつ石せきを投とうじる為に投じられてきたんです」

「はあ……」

　微び妙みような感じに頷うなずく愛依。

「そういう訳ですから、皆さん、真面目に脱出しようとして下さい」

「言っちゃあなんだが、そもそもだなあ……お前らのヒントの出し方がまずいっつーか、ぞんざいっつーかだな」

　悠真のもっともな苦情に、名無しさんが、ふむふむと首しゆ肯こうした。

「今朝から、皆さんを見ていると、どうも、距離が遠いんですよね。仲良しの第一歩は適度な近きん距きよ離り感ですよ」

「だってさー、悠真、えっちだから、近寄ると服脱ぬがされたりするじゃん？」

「まあ、確かに坊ちゃん……悠真くんはえっちな所はありますが、いきなり服を脱がせたりは……。……。……するかもしれませんが、そこは、ちゃんと戒いましめてあげて欲しいと言いますか」

　『椛さんは、悠真さんには、基本的に甘いなあ』と愛依は、椛の悠真への愛情をちょっと微笑ほほえましく思った。

「兎とに角かく、もっと近づいていれば、お互たがいの良い所も見えてくるはずなんですよ。ですからですね……」

　名無しさんが素す早ばやい動作で、宇宙服の中から、手て錠じようを取り出して悠真の手にかけようとする。

　だが。

　名無しさんを上回る速度で悠真が、名無しさんから手錠を取り上げ、ガチャン‼と名無しさんの足首に手錠をかけた。

「あ‼」

　続いて、手錠のもう片方を鎖くさりに繫つなぎ、逃にげられないように鎖を自分のベルトにがんじがらめにする。

「何するんですか、坊ちゃん⁉」

「お前こそ、今、何しようとした？」

「それは、ですね」

　名無しさんが、予備の手錠を悠真の手にガチャン！とかけた。

「こうして」

　次いで、手錠のもう片方をナスターシャの手にガチャンと繫ぐ。

「こうすることで、別行動しがちな坊ちゃん……悠真くんとナスターシャさんがいつも一いつ緒しよにいて、仲良くなれるという算段です」

「あ────────────っ⁉　何するじゃん⁉」

　ナスターシャがガチャガチャ手錠を外そうともがいた。

「痛い痛い！　ナスターシャさん、引っ張るなっちゅーにっ」

「あ、ごめんじゃん。ていうか、名無しちゃん、鍵かぎっ！」

「わたし、持ってません。持ってたら、わたし、これ、自分の外してます」

　正論だった。

「ふん、脱出ヒントに関して、口を割るまでは逃がさんぞ、椛ぁぁぁ‼」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ⁉　わ、わたし、椛ちゃんじゃなくて、名無しさんなのにぃっ！」

「さあ、吐はけ、椛ぁ！」

「わ、わたし、知りませんっ！　本当に知らないんですっ！　ただ、坊ちゃん……悠真くんと女の子達を仲良くさせてこいって、それだけ言われて……」

「言いたくないなら、それでもいいが、自白するまでは、お前はこのまま捕ほ虜りよ扱あつかいだぞ、椛！」

「ふぇぇぇ……」

　いつになく生き生きする悠真を見て、愛依が、ふふふっと笑う。

「悠真さん、そんなこと言って、椛さんに側そばにいて欲しいんでしょう？　悠真さんと椛さん、いつも一緒でしたもんね」

「えぇ～？　そんなぁ……でゅふふふふふ、坊ちゃん、そんな、わたし、困っちゃいますよ、もぉ。坊ちゃんがそんなに椛中毒で、椛欠けつ乏ぼう症しようだったなんて、それならそうと言って下さいよ、でゅふふふふふ」

「……」

　悠真の額に、怒いかりで血管が浮うき上がった。怒りで足の裏に血管が浮き上がったら歩きにくいからである。

「あっ⁉　坊ちゃん、何で、わたしの足に繫がってる鎖を引っ張るんですかぁっ⁉　きゃあああっ⁉　そんなに上に引っ張ったら、股またが裂さけます、股が裂けます！　ていうか、宇宙服の中が見えちゃいますっ‼　下着がっ⁉　下着がぁっ⁉　坊ちゃんのえっちぃっ‼」

「やめてやるじゃん」

　べしっとナスターシャが悠真の後頭部をはたく。




　　　　＊




　ともあれ、手錠と鎖によって、椛‐悠真‐ナスターシャと、数珠じゆず繫つなぎ状態に強制的にさせられ、数分後。

「つーか、この手錠、何か普ふ通つうの手錠と鍵の部分が違ちがうじゃん」

　ナスターシャがようやく若じやつ干かん冷静になって、状じよう況きよう把は握あくに努つとめる。

「ああ。何でも、この手錠は、女の子との仲良しポイントが貯たまると、自動的に外れる仕組みになっているって聞きました」

「７な２に１い？」

　悠真の眉まゆ根ねが寄せられた。

「それじゃ、椛と俺の手錠は一生外れんじゃないか」

「何でそういう意地悪なことを言うんですか⁉　大体、わたしの手錠は、鎖に繫がれているんであって、坊ちゃんと繫がっている訳じゃないですよ！」

「その場合は、鎖と仲良しにならないと外れないってことか？」

「知りませんけど……うぅ、何でこんなことに……」

　と言う名無しさんも積極的に逃げだそうとはしておらず、なんだかんだで悠真の側にいることが、満まん更ざらでもないのかもしれない。




　　　　＊




　その後、昼食の時間になり名無しさんと悠真とナスターシャは動きの制限上、横並びに屋内テラスに座る。

　テラスと言っても、外が見える訳でも何でもなく、閉じ込められている現在はただの室内飲食スペース状態だ。

　いただきます、と昼食を摂とる悠真達であるが。

「食べづらっ‼」

「悠真、左手もっとこっちに持ってくるじゃん」

「アホか、それじゃ、俺がお茶ちや碗わんを手元に持ってこれないだろうが⁉」

「だって、そうしないとアタシのお箸はしがちゃんと使えないじゃん⁉」

　右手に手錠をかけられたナスターシャと左手に手錠をかけられた悠真との、せせこましいせめぎ合いが繰くり広げられる。

「あの……それより、わたし、ヘルメットが邪じや魔まで凄すごいご飯食べづらいんですけど、これ、取っちゃ駄だ目めなんでしょうか？」

「何で、アタシらに聞くじゃん⁉」

　お伺うかがいを立ててくる名無しさんに、ナスターシャが突つっ込む。

「つーか、椛、お前、名無しさんがヘルメット取って正体現しちゃ駄目だろ？　中の人とか出して、みんなの夢を壊こわす気かよ？」

「坊ぼつちゃん、わたしのこと、椛って呼んでるじゃないですか⁉　もう、正体分かってるっていうことですよね⁉」

「ちょっとちょっと、岩属性。誰が椛なんて言った？」

「今言ってたじゃないですか⁉　何ですか、急に岩属性とか⁉」

　岩属性が憤いきどおった。

「うぅ……食べにくいよぅ……」

　ヘルメットバイザーに[image: ]と電光表示して、ヘルメットの下からお箸はしを突っ込んで口元に運ぶ名無しさんが弱音を吐く。

「そりゃ、俺の台詞せりふだ。……あ、そうだ。岩さんが俺に食わせてくれればいいんじゃないか？」

「え？　は、はあ……。……はい、あ～ん」

「もぐもぐ」

「美味おいしいですか？」

「お前に手ずから食わされると不味まずいな」

「坊ちゃん、酷ひどい‼」

「いいから、早く食わせろ」

「はい……」

　しょんぼりしつつも、悠真の言うことを聞いて、甲か斐い甲が斐いしく昼食を悠真の口に運んでいく名無しさん。

　それを愛依がジト目で見る。

「なんか、手錠で繫いだことによって、椛さんと悠真さんが仲良くなっているだけのような……」

「はっ⁉」

　致ち命めい的てきな事態に名無しさんが気づくが、あ～んすると不味いと言われたりもしているので、必ずしも仲良くなっているのかは疑問な部分もあった。
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　すっかりホームグラウンドにしている応接室で、お茶を啜すすっていると、名無しさんが深いため息を吐く。

「はふん……すぐ強制解除コードを持って手錠外しに他ほかの名無しさんが助けに来てくれると思っていたのに、完全放置です……」

「椛、俺のこととか無関係に、普通に嫌きらわれてるんじゃないか？」

「坊ちゃん、酷い‼」

　段々、名無しさんが会話の表面上を取とり繕つくろわなくなってきた。

　ぽかぽかとグーで悠真の太ももを叩たたく名無しさんではあるが、傍はたから見てるとただイチャイチャしているだけにしか思えない。

「……２人イチャイチャしているところ、悪いんだけど」

「イチャイチャしてねえよ⁉」

「してたじゃん……いや、そんなことどっちでもよくて」

　話に割って入ってきたナスターシャの正論に、悠真が反論を試みたが、普通に流されていた。

「してねえのに……」

「それより‼　その……ちょっと、あの、お花はな摘つみに、行きたいんじゃん？」

「マジか⁉」

「ゆ、悠真はここに残って欲しいじゃん！」

「無理を言うな」

　悠真とナスターシャは現時点では一いち蓮れん托たく生しよう、一心同体少女隊である。

　すなわちそれは、お花摘みにも一緒に行かねばならないということを意味する。

「よし、行くか‼」

「何で嬉うれしそうなんですか、坊ちゃん⁉」

「何で嬉しそうかというとだなあ……」

「やめて下さい‼　そんな説明聞きたくないです‼」

　面めん倒どうくさいな、女心……と悠真は思ったという。




　早く済すませたい気持ちと、男子と一いつ緒しよに行くことへの抵てい抗こうの狭はざ間まで、早足だったり牛ぎゆう歩ほだったりと変へん幻げん自じ在ざいの進行速度のナスターシャ。

　今度こそ、理想の女子トイレに入れると浮き浮きした足取りの悠真。

　悠真を女子トイレに入れることもそうであるが、その中で行われるであろうナスターシャの小用の音を聞かせてしまうのみならず、様子を見せてしまいかねない状じよう況きように、非常な抵抗感を覚える名無しさん。

　三者三様の思惑おもわくで、揃そろわぬ足並みで廊ろう下かを歩く３人である。

　しかし、前へ進む以上はいずれ目的地に到とう着ちやくするのであって、今回もご多分に漏もれず、一同は女子トイレに到着した。

「……」

　喜び勇んで中へ入ろうとする悠真とは裏腹に、無言で立ち止まったナスターシャが悠真の手て錠じようをビンッ！と引っ張り、悠真の手首を強したたかに痛めつける。

「痛いた！」

「……」

　女子としての矜きよう持じと、決けつ壊かい寸前の膀ぼう胱こうの我が慢まんとが、沈ちん黙もくし続けるナスターシャの中で、渦うず巻まきぶつかり合い戦い続けていた。

　その闘とう争そうは、しかし、最初から勝敗の行方ゆくえが見えきっている。

「うううううっ‼　やっぱり我慢出来ないじゃんっ‼」

　結局、スカートの裾すそを押さえたナスターシャは、ばたばた女子トイレに駆かけ込み、それに引っ張られる形で悠真と名無しさんも中に入っていった。




　ナスターシャはそのまま、一番手前の個室に飛び込む。

　続いて、悠真と名無しさんも飛び込む。

「狭せま‼　ていうか、入ってくるなじゃん⁉」

「なんだ、入っちゃ駄目な方だったのか」

「何がじゃんっ⁉　選せん択たく肢しなんか、最初っから、入っちゃ駄目な方だけしかないじゃんっ‼」

　切せつ羽ぱ詰つまっている為ため、ぺしーんと力感のないビンタしか、ナスターシャは悠真に飛ばすことが出来ない。

　ぐいぐい追い出された悠真ではあるが……。

　ガンッ‼と扉とびらが手錠と手錠を繫つなぐ短い鎖くさりによって阻はばまれる。

「しまらないじゃんっ‼」

「しまらない話だな」

　どわはははははと爆ばく笑しようする悠真と違ちがって、ナスターシャはそんな余よ裕ゆうは全くありはしない。

「そうじゃん‼　手を、こうして、個室のドアの上に持ち上げれば……って、これじゃ、座れないじゃんっ‼」

「ナスターシャさん、かなり切せつ迫ぱくしてきて冷静な判断が出来なくなりつつあるみたいですね……」

　名無しさんが色々な意味で気の毒そうに言う。

「悠真、もっと手を伸のばすじゃん‼」

「ナスターシャさんが座れる程ほどには伸びねえよ！　妖よう怪かいかよ！」

「妖怪でもいいから、伸ばすじゃん！」

「無理言うな……」

「あーっ、もーっ‼　もう無理‼　無理無理じゃん‼」

　悠真の腕うでが伸びないことを悟さとったナスターシャは、やけくそ気味にドアを少し開けて、その隙すき間まに悠真の腕だけを半分引き込み、便座に座った。

「悠真、覗のぞくなじゃん‼」

「いや、これは覗いているんじゃなくて、パンティ何色かなぁ？とかそういうことを気にしているというか……」

「覗きじゃん⁉」

「あと、坊ぼつちゃん、下着のこと、パンティって言わないで下さい……」

　名無しさん的に、生理的に何か嫌いやらしい。

[image: ]

「いーから、あっち向いてろじゃん‼」

「パンツの色を確かく認にんしたら、あっち向くから、早く脱ぬいだ方がいいよ？」

　怒いかりでナスターシャが身み震ぶるいする。

「～～～～～～～っ‼　うわあああああああああああんっ‼　何で向こう向いててくれないのよぉ……っ‼」

　身震いした後、顔を覆おおって号ごう泣きゆうし出すナスターシャ。口調も何か可愛かわいくなっていた。

「しまった、追い詰つめすぎた‼」

「坊ちゃん、ドＳ過ぎです……」

「ていうか、ナスターシャさん、急に無む茶ちや苦く茶ちや女の子らしさが表に出て、何か、ドキドキする！」

「坊ちゃん、最低です……」

　ぐすぐす泣いているナスターシャを見かねて、名無しさんが悠真の耳を手で塞ふさぎ、あさっての方向を強ごう引いんに向かせる。

「ナスターシャさん、今のうちですっ」

「ううぅ、名無しちゃん、ありがとうじゃん……」

　名無しさんのアシストにより、何とか用を足し終えたナスターシャが、はふ～と安あん堵どのため息を吐つき、無意識のうちに取ったトイレットペーパーでふきふきしようとした。

　右手で。

　変な方を向かされたままの悠真は事態を今ひとつ把は握あく出来ておらず、無抵抗にナスターシャの手に引っ張られるに任せて、無抵抗にずるんと扉の奥に上半身ごと腕が引き込まれる。

　そして、その勢いのまま、ナスターシャのスカートの中に手が突つっ込まれ、ぺにゃん！と何かを触さわった。

「うわ⁉　何か触った⁉　柔やわらかかった‼　湿しめってた！　若じやつ干かんもさっとした！　むにっとしてた⁉」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああ‼　うっきゃあああああああああああっ⁉　きゃあああああああああああああああああああああっ‼」

　悲鳴を上げながら、涙なみだ目めのナスターシャが悠真にビンタの応おう酬しゆうを食くらわす。

　名無しさんは『べふっべふっ！』と叫さけぶ悠真を気の毒に思うべきか自じ業ごう自じ得とくと考えるべきか迷って、取りあえず、膝ひざ下したに下げられっぱなしのナスターシャの下着を定位置までずり上げた。




　　　　＊




　しばらく後。

　めそめそ泣きながら戻もどってくるナスターシャと、幾いく分ぶんか顔を腫はらした悠真に、愛依と麻が怪け訝げんな視線を向ける。

　この場合の幾分かというのは、ぱんぱんである。

「どうしたんですの、ナスさん？」

「悠真に大事な所を穢けがされたじゃん……」

「悠真さん、美み羽うさんとか紫苑さんにボコボコにされますよ……？」

「もうかなりナスターシャさんにボコボコにされたのにか……」

　愛依のやりきれないため息に、悠真が悲しげに応こたえた。

「うぅ……穢れを洗い落としたいじゃん……」

「それなら、水泳部の使う、室内プールの温水シャワーが使えるんじゃないかと思いますけど……」

　そういえば、自分もシャワーを浴びたいなと思いながら、愛依が言う。

「よし、シャワー行くか‼」

「絶対嫌じゃん‼」

「坊ちゃん、魂こん胆たんが見え見えです……」

「しかし、このままだと、ナスターシャさんは、凄すごい臭くさくなっていく一方だしな……トイレでもちゃんと拭ふいたんだか拭いてないんだか、分からない状況だし」

「悠真が余計なことしたからじゃんっ‼」

　ちゃんと拭いてないのか……と、ちょっと愛依と麻が距きよ離りを置いた。

　悠真と名無しさんも距離を置きたかったが、物理的にそれは無理である。

「あの、ナスさん。とても言いづらいのですが、この先、その状態で着き替がえとかはどうするんですの？」

「……」

「着替えようぜ！」

「悠真、黙だまるじゃん‼」

　顔面をぐりぐりとグーで抉えぐってくるナスターシャに、特に黙もくする意思もなく黙らされる悠真。

「どんどん、仲が悪くなっていっていますね……」

「何の為の手錠なんでしたかしらね……？」

　若干蚊帳かやの外に置かれている愛依と麻の方が、何故なぜか仲良くなったように、揃って冷や汗あせを浮うかべた。

「……」

「あ、椛さん、ちょっとホッとしてますよね。やっぱり、他ほかの女の子と悠真さんが仲良くしちゃうのは妬やけちゃいますか？」

　ふふふと含ふくみ笑いする愛依に、名無しさんが照れて後ろ頭をかく。

　ヘルメットが矢や鱈たらでかいので、その姿は何だかジタバタもがいているようにも見える。

「そ、そんなことは……。……。……。……ていうか、わたし、椛ちゃんじゃなくて、名無しさんですってば！」

　というかジタバタもがいた。

　そんな名無しさんに『まだ言い張るのか……』と誰だれもが、言葉を失っていた。

「そういえば、その手て錠じようって、２人の仲良しポイントが貯たまると外れる仕組みなんでしたっけ？」

「この状じよう況きようでは、外れる可能性は皆かい無むですわね」

「もうイヤじゃあああああんっ‼」

　ソファの上に転がって駄だ々だをこねるナスターシャに引っ張られ、悠真も床ゆかに転がされて何かつられてジタバタする。先程からあちこちでジタバタ大好き状態である。

「でも、仲良くならないと、外れないんですわよ？」

「うぅ。……‼　そうじゃん‼　仲良いフリをして、手錠を外せばいいじゃん‼　ナイスアイデアじゃん、アタシ！」

「いや、それは……」

　悠真は経験上、その恋こい人びとのフリ戦法の無む駄ださ加減をよく知っていて、ナイスアイデアが無益であることも熟知していた。

「フリじゃ駄だ目めですよ、ナスさん」

　その悠真の心しん中ちゆうを代弁するかのように、麻がナスターシャを諫める。

「何でじゃん⁉」

「いえ、ですから……」

　悠真をチラリと見て、言い出しにくい感じに口くち籠ごもる麻の様子を見て、ナスターシャが何かに勘かん付づいたようで、やや興奮状態から醒さめていった。

「ああ……そうじゃん……フリをしても、バレるじゃん……」

　『？……やけに察しがいいな……まるで、あの時のことを知っているような？』と悠真は内心で呟つぶやきつつ、美羽達と閉じ込められた時に鍵けん翼よく高校の学食で、恋人を装おうとして失敗したことを思い出す。

「む……」

「どうしたんですか、坊ちゃん……悠真くん？」

　不意に黙り込み、思案顔になる悠真に、名無しさんが尋たずねてきた。

「尿によう意いだ……」

「何でさっきついでに済まさないじゃん⁉」

「だって、女子トイレでしたとか、噂うわさされると恥はずかしいし……」

「女子トイレを積極的に覗いた挙げ句、女の子の股こ間かんに手を突っ込んだとかの方がよっぽど恥ずかしい行こう為いじゃん‼」

　ナスターシャがもっともな反論をする。

　が、改めて実情を聞かされた愛依は、ドン引びきであった。

「……どうした、愛依？」

「聞きたくありませんっ、そんな話、聞きたくありませんっ。悠真さんの話は汚けがれていますっ」

　耳をふさぐ愛依に、悠真が一いつ緒しよに下着を洗われるのを娘むすめに嫌がられた父親のような心境になる。

「そんなこと言わないで、前みたいに、お兄ちゃんって、甘えてきてくれていいんだぞ、愛依？」

「知りません、知りません！　こんなお兄ちゃんはイヤです‼」

　妹的存在に拒きよ否ひられて、悠真がガァン‼とショックを受け、両手両りよう膝ひざを床に突いてガックリと項うな垂だれた。

　『ほら、兄さん、分かったでしょう？　所しよ詮せん、紛まがい物の妹なんて、こんな風に簡単に裏切るんです。本当の妹ならば、兄さんがどんな風であっても、全身全ぜん霊れいをもって受け入れてあげますよ？　だから、兄さんはもっと、わた……乃の々のちゃんを可愛がってあげるべきなんです』という熊くまの縫ぬいぐるみを頭上に載のせた名無しさん＠炎ほのお属性の声が聞こえてくるようだった。

「ほら、兄さん、分かったでしょう？　所詮、紛い物の妹なんて、こんな風に簡単に裏切るんです。本当の妹ならば、兄さんがどんな風であっても、全身全霊をもって受け入れてあげますよ？　だから、兄さんはもっと、わた……乃々ちゃんを可愛がってあげるべきなんです」

　いつの間にか現れていた名無しさん＠炎属性が、悠真の隣となりにしゃがみ込み、実際にそう口にしていた。

「あ‼　乃々お嬢じよう様さま……じゃなくて、炎属性様‼　これっ！　わたしの、この手錠、外して下さいっ！」

　ようやく現れた味方？に、名無しさん＠岩属性が泣きついてくる。

「あぁら、岩属性。貴女あなた、無能にも役目を果たせないばかりか、兄さんと手錠でくっついてラブラブっぽさをアピールするとか、死にたいようですね。そのまま上下裏返して、中に煮にえたぎった何かを流し込んであげようかしら？」

「乃々お嬢様酷ひどい‼」

「誰が乃々ちゃんですかっ」

　ぺしーんと、岩属性が炎属性にヘルメットをはたかれた。

「煮えたぎった何かってなんですの？」

　会話の変な所にフックした麻の質問に、悠真が口を開く。

「尿にようだな」

「坊ぼつちゃん、酷い‼」

「悠真さん、そんなにトイレ行きたいのなら、早く行って下さい……」

　愛依にうんざりした風に言われ、悠真がゆらりと立ち上がった。

　煮えたぎった尿を投じられかねない名無しさん＠岩属性が、悠真に付き従うように部屋を出て行こうとし、その背中に炎属性がぶちぶち言う。

「大体、何で椛呼ばわりされているんですか、岩属性。失態を犯おかすのみならず、中の人の正体を勘ぐられるとか、心構えが足りないからそういうことになるのよ」

「ていうか、さっき、炎属性様も、坊ちゃん……悠真くんのこと、兄さんて言っちゃってましたよね」

「まあ！　ちょっと兄さん！　この子、私に口答えしましたよ⁉」

「よし、煮えたぎってはいないが、裏返して中に尿を投じるか」

「坊ちゃん、酷い‼」

　その場で下ろしかけた悠真のズボンのチャックを、岩属性が慌あわてて引き上げた。

　などという悠真と岩属性と炎属性による尿トークに、ナスターシャが冷ややかな視線を投げかける。

「また、そういうことを言ってると、愛依ちーに、軽けい蔑べつされるじゃん、悠真」

「まったく！　椛のせいで、俺がとんだ下品キャラにされて、いい迷めい惑わくだ‼　やっぱり煮えたぎった尿の刑けいだな！」

「坊ちゃん、酷い！」

　２人の尿トークに歯止めがきかない。




　　　　＊




　という訳で、トイレに到とう着ちやくする。

「何で、女子トイレじゃん⁉　職員用トイレを使えじゃん‼」

「その議論は愛依と尽つくされたんだが、もう一回やるのか……」

「あんたら、どんな会話してるんじゃん……？」

「えーと、つまり、俺は職員じゃなくて、女子か職員かどっち寄りかという話でだなあ……」

「「「……」」」

　ナスターシャと名無しさん２人が、『駄目だ、こいつ。早く何とかしないと……』という目で見た。

　が、名無しさん２人は、ヘルメットの中の表情までは分からないので、『やだ格好いい』という目で見ている可能性も否定は出来ない。

　その場合、中の人は、悠真好き過ぎである。

「ていうか、漏もれそう！　もう限界‼」

　叫さけぶ悠真がきょろきょろ何かを探した。

「何を探してるじゃん？」

「え？　小の方の用を足す奴やつを……」

「女子トイレに、んなもんあってたまるかじゃんっ‼」

「あー」

『じゃあ、こっちで！』と、数十分前にナスターシャが入った個室へ、悠真が大急ぎで入ろうとする。

　その後に続いて、仕方なくナスターシャと名無しさん＠岩属性＆炎属性が雪崩なだれ込んで来た。

「何で入って来るんだよ⁉　恥ずかしいじゃねえか⁉」

「何でって、坊ちゃん……」

「ていうか、恥ずかしい⁉　人にあんなことまでしておいて、今いま更さら、自分は恥ずかしいとか言うなじゃん⁉」

　ナスターシャが悠真をヘッドロックしてグラグラ揺ゆするが、おっぱいの柔やわらかさが非常に高い為ため、痛みは皆無でむしろ気持ちいい。

　気持ちいいので、悠真は、気にせずそのまま普ふ通つうにズボンのチャックを下ろす。

「ぎゃ───────────────────────────っ⁉　ななななな、何してるじゃん⁉」

「尿」

「そーゆーことを聞いてるんじゃないじゃん⁉」

　段々、真に切せつ羽ぱ詰つまってきた悠真は、遂ついにはナスターシャのツッコミを聞き流し、本格的に用を足そうとし始めた。

「……」

「……」

「……」

　顔は背そむけていたが、その場の女子？全員が、悠真の手元に注目している。

　その視線たるや、尋じん常じようならざる熱視線であり、用を足そうとするのに意識が向いている悠真でさえ気づく程ほどのものだ。

「お前らガン見すんな⁉」

　出しかけた物を引っ込めた悠真が、再びそれをしまう。

　が、ナスターシャ達女子一同には、網もう膜まくに焼き付いたそれのインパクトは相当巨きよ大だいだったようで、悠真の股間の先にさっきまであった物が幻げん視しされているようだった。

「お、男の子の初めて生で見たじゃん……‼」

「生言うな」

「兄さん……立派になって……」

「拍はく手しゆすんな」

「坊ちゃんが……坊ちゃんが……可愛かった椛の坊ちゃんが……ケダモノに……」

「ケダモノ言うな」

　感動なのか動どう揺ようなのか恐きよう怖ふなのか、女子達の目がぐるぐるし始め、譫うわ言ごとのような彼女らの呟きに、悠真が逐ちく一いち突つっ込みを入れる。

「……ええいっ、もう見られたんなら、いいわっ！　我が慢まん出来ん‼」

　と、一いつ旦たんしまった物をもう一度出した悠真が、今度こそ用足しをした。

　勢いよく水音が聞こえる中。

「ぎゃあああああああああああああああああああああ⁉」

　突とつ如じよとして、ナスターシャが悲鳴を上げる。

「今度は何だよ、ナスタさん」

「変な略し方すんなじゃん‼」

　ぼんやり会話を聞く岩属性の脳内で、『ナスタさん』は『茄な子す太たさん』に変へん換かんされていた。

　茄子太さんの皮ひ膚ふの色は紫むらさき色いろ。

「で、どうしたんですか、茄子太さん？」

「どーしたもこーしたもないじゃん⁉　てっ、てててててっ、手にかかったじゃあああんっ‼」

「俺の黄おう金ごん水すいがか？」

「黄金水言うなじゃん‼」

　ナスターシャがヒステリックな声を出す。

「何で、男の子のって、そんな右に左に前に後ろにあっちゃこっちゃ飛びまくるじゃん⁉　だから滴しずくが飛ぶんじゃん！　どーゆー身体からだの構造してるじゃん⁉」

「普通だろ……」

「普通じゃないじゃん‼　てゆーか、何で立ってするんじゃん⁉　座ってすれば、そんな飛ばないじゃん‼」

「いや、何でって言われても、男は立ってするもんだしな……」

　ようやく、用を足し終えた悠真が、出し終えた物をぶるぶる振ふるいながら、独特の虚きよ脱だつ感に包まれて言った。

「ぎゃ────────────────────────っ⁉　また、滴が飛んだじゃん‼　何で、振るんじゃん⁉　全く意味不明じゃんっっっ‼」

「いや、何でって言われても、終わったら振るだろ……」

「女子はそんなことしないじゃんっ‼　振る物ないじゃん！　男子の行動は訳が分からないじゃんっ‼」

　これまで、それほど遠くには感じていなかった〝男子〟という生き物が、ここ１分程度の出来事により急に別次元の生命体かエイリアンのような存在のように思えてきて、少し怯おびえ気ぎ味みだ。

「てゆーか、手を洗いたいじゃん‼　汚きたないじゃん‼　超ちよう穢けがされたじゃん‼　もう汚くて、この手、使えないじゃん‼」

「そこまでか……！」

　ずるずる引っ張られるように、手洗い場へと連れて行かれ、石せつ鹼けんでごしごし手を洗いまくるナスターシャを見る悠真。

　インフルエンザかノロウイルスと戦っているのかとばかりの泡あわ立だて方のナスターシャを横目に、悠真は指先だけちょろっと濡ぬらす程度に蛇じや口ぐちの下に手を晒さらし、ぴっぴっと水すい滴てきを飛ばしてズボンのお尻しりで残った水分を拭ふき取った。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ‼」

　ぺしぃん！ぺしぃん！と泡あわだらけの手で、悠真のおでこを連打するナスターシャが声にならない悲鳴を上げる。

「痛！　泡が目に入った！　痛‼」

「何であんな異い形ぎようのエイリアンを手でつかんだのに、ちゃんと洗わないじゃんっ⁉　ばっちいじゃん‼……まさか、男子って、いつもあんな感じで、終わった後、ちゃんと手を洗ってないとか？」

「痛い！　目が！」

　悶もん絶ぜつする悠真に、ナスターシャが痛つう罵ばするも、悠真は話を聞く余よ裕ゆうがない。

「どうなんじゃん⁉　ちょっと悠真、答えるじゃん‼」

「……」

　駄だ目めだこりゃと、ため息を吐ついた名無しさん＠岩属性が、見かねて悠真の目をバシャバシャと洗ってあげる。

「うお、サンキュー、椛。だが、助けるのが遅おそいと、いつも言っとろーが」

「うう、折せつ角かく、お助けしたのに……」

「というか、兄さん、これは椛ではなく、岩属性ですよ」

　岩属性が拭き拭きしてくれるハンカチを、半なかば強ごう引いんに奪うばい取るようにして、悠真が顔を綺き麗れいに拭く。

「……で、ナスタさん、男子が何だって？」

「そ、そうじゃん！　男子って、みんな、あんな風に用を足した後、手をちゃんと洗わないじゃん⁉」

「名古屋市の統計ではそうだな」

　悠真が適当なことを言った。

「名古屋、何とかするじゃん‼」

　名古屋市のせいみたいになっていて、大変悲しい。




　　　　＊




　しばらく後。

　めそめそ泣きながら戻もどってくるナスターシャと、幾いく分ぶんか目を腫はらした悠真に、愛依と麻が怪け訝げんな視線を向ける。

「どうしたんですの、ナスさん？」

「悠真にまた穢けがされたじゃん……」

「またですか⁉」

　どこかで見た展開に、目を剝むく愛依。

「で、悠真さんは、どうして目が腫れてるんですの？」

　麻が、もう１つの気になる点に言げん及きゆうした。

「ナスタさんに、白い液体をぶっかけられたのでな……」

「２人とも、わたくし達がいない所で、一体何をしてるんですの……？」

　怪訝な表情で戻ってきたメンツを見る麻と愛依。

「うぅ……穢れを洗い落としたいじゃん……」

「よし、シャワー行くか‼」

「絶対嫌いやじゃん‼」

「坊ぼつちゃん、まだ諦あきらめてないんですか……」

「しかし、このままだと、ナスタさんは、凄すごい臭くさくなっていく一方だしな……あの程度洗ったぐらいで、男子の匂においが落ちる訳ないしな」

「マジじゃん⁉」

　凄い勢いで、ナスターシャが自分の手をクンクンしまくる。

　そして、クンクンペロペロしまくった。

　汚いと思っているのか、そうでもないのか、よく分からなくなってきたが、やっている本人が一番よく分かっていないと思われる。

「手て錠じようによって多少仲良くなりましたね」

「手錠によってではないけどな……」

「あと仲良くもなってないような……」

　悠真と岩属性が、汚さに気づいてぺっぺっしているナスターシャを横目に見ながら、う～んと唸うなった。

「大体、こんなやり方じゃ、無む駄だなんですよ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そもそも、仲良くなる必要なんかもないと思いますけれどね」

　名無しさん＠炎ほのお属性が腕うで組ぐみをして、鼻息も荒あらく言い放つ。

「凄いそもそも論が飛び出してきましたね……！」

　さしもの愛依もこれには鼻はな白じろんだ。

「ええい！　こんな物はこうです‼」

「あ」

　炎属性は、宇宙服の中から、消防隊がドアチェーンを切る時に使う巨大ペンチをずるんと取り出し、悠真と岩属性を繫つなぐ鎖くさりをガチン！と切った。

　更さらに、スマホを出して、何やらアプリを起動し、今度は悠真とナスターシャを繫いでいた手錠にかざす。

　と、ピッ！という電子音がして、続いてガチャリと悠真の手錠が外れた。

「はう～、助かります、乃々お嬢じよう様さま……炎属性様。あの、出来ればペンチで切るんじゃなくて、わたしのこの手錠も外して欲しいんですが」

「アタシのも頼たのむじゃん」

　中ぐらいの解放感に包まれた岩属性とナスターシャが、カシャカシャ手錠を鳴らしてアピールする。

　が、炎属性は無言のままに、悠真の外れた手錠を岩属性の手錠に繫がる鎖に素す早ばやく繫げてきた。

「え⁉」

「何するじゃん⁉」

　予想外の展開で目を白黒させる２人。

　ハーフのナスターシャの目は黒くなく、また、岩属性に至っては電光表示の目は黄色だが。

　周囲のリアクションをよそに、炎属性は、ぎゅっと悠真の手をつかむと、きっぱり言い放つ。

「さあ、兄さん！　今です、こんな不毛な所から、この名無しさんと一いつ緒しよに一刻も早く脱だつ出しゆつしましょう‼」

「な⁉」

　岩属性が、炎属性のまさかの裏切りに目を剝いた。

　なお、よくよく考えてみるまでもなく、炎属性は悠真の為ためとあらば、何でも裏切るのであり、全くまさかでも何でもないと言えよう。

　手に手を取って、部屋から出て行こうとする炎属性と悠真。

　そこへ、開いた扉とびらから、びょーん‼と２体の黄色の物体が横っ飛びに飛び込んできた。

　言わずと知れた黄色の上半身宇宙服の量産型名無しさんである。

「げふっ‼」

　そして、１体のうちの片方、小さい方のネコミミの生えた頭の先せん端たんがそのまま悠真の土ど手てっ腹ぱらに突つき刺ささった。

「ゆーまのアホー‼」

　着地しざま最大限の音量で叫さけぶヘッドホンをつけた、今まで見た中でも背の低い名無しさん。

　なお、ヘッドホンはネコミミとは関係なく、人間の耳っぽい位置に付けられている為、本当にヘッドホンかは怪あやしい。しかし、イヤホンではなくヘッドホンである以上、頭に付けられていれば、それはヘッドホンなのかもしれない。その定義は今、そんなに重要なことか。

　更に、悠真はそのヘッドホンに嫌というほど見覚えがある。

「み、美羽……てめえ……」

　呻うめくような悠真の怨えん嗟さの低い声が、見慣れたヘッドホンの量産型名無しさんに向けられた。

「美羽……？　何のことなの？　あたしは名無しさんだもん。名無しさん＠氷属性だもん‼」

「……名無し最大のアピールポイントである生足がほとんど見えてねえ。何か別の生き物みたいだな、美羽……」

「何だとなの⁉　あたしがちっちゃいとでも言いたいなの、悠真⁉」

「脚あしが短いと言っとるんだげふっ‼」

　悠真の語ご尾びが萌もえキャラっぽくなったのは、例によって、氷属性により土手っ腹に下から抉えぐるようなパンチを食くらったからである。

「短くないもん‼　背が高くないから比例して長くないように見えるだけだもん‼　バランスはいいんだもん‼」

「だもんだもん言うなよ、美羽……」

「てゆーか、美羽じゃないって言ってるなの！」

「俺の人生で、そんなに、なのもん言う人間が美羽以外にいるとか、軽く恐きよう怖ふなんだが……」

「どーゆー意味だもん⁉」

　ぺちんぺちんと尻しりを叩たたいてくる氷属性のネコミミをみょーんと引っ張って、宇宙服を宙に浮うかせベストの生足位置を模も索さくしようとした悠真だが、腕うでで縦位置は固定されているので、単に足の短い名無しさんの宙づり物体が誕生しただけであった。

　と、氷属性と一緒に入ってきた、もう片方の量産型名無しさんが、炎属性を羽は交がい締じめにしながら言う。

「あの、氷属性さん、悠真さんとイチャついてないで、炎属性さんを連れて行く手伝いをしてくれないと困るのですが」

　綺麗に切り揃そろえた絹のような髪かみの裾すそがヘルメットから出ている上に、その硬かたい口調による美羽への微び妙みようなスタンスの言い方から、その中の人が葵子であることは容易に予想出来ている。

「聖属性だけで連れて行くもん。あたしは、やることをやらないとなの……」

　と言って、氷属性は、ナスターシャの手首の手錠以外を炎属性がやった要領で全すべて外して、トドメにナスターシャと悠真を繫ぎ直した。

「ちょ……！　おま……‼」

「悠真、女ったらしなんだから、さっさと仲良くなっちゃえばいいんだもん‼　この裏切り者‼」

「いや……お前……」

　やけくそ気味の氷属性の罵ば倒とうに、仲良くなって欲しいのか欲しくないのか分からない複雑な乙女おとめ心ごころが透すけて見えてはいたが、それでも悠真は『どないせーっちゅーんじゃい』と渋しぶい表情をする。

「ちょっと、岩属性さん、手伝って下さい！　何かもう、炎属性さんが暴れっぱなしで……」

「は、はいっ」

　改めて手錠から解放され、自由の身になった岩属性と、名乗りはしなかったが、聖せい宮ぐう葵子とおぼしきことから恐おそらく名無しさん＠聖属性の２人が炎属性を運び出していく。

　既すでに先ほどの捨て台詞ぜりふと共に去って行っていた氷属性を含ふくめ、これで全員の名無しさんがこの場からいなくなったことになる。

「なんつーか、蛍けい光こうピンクと蛍光黄色の物体がなくなると、目に優やさしい環かん境きように早変わりするな」

「そんな感想⁉」

　悠真の言葉に、呆あつ気けにとられるばかりで、ほとんど見ているだけ状態だった愛依が、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　同じく見ているだけ状態が続いていた麻は、あーあーあー……と、共感してうんうん頷うなずいているのであったが……。
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　名な無なしさんが大挙して押し寄せ、去っていったその夜。

　結局再び手て錠じように繫つながれたままの為、肩かたを寄せ合って眠ねむることになった悠ゆう真まとナスターシャは、今、保健室のベッドの上にいる。

「……」

　無言のナスターシャは、30秒目を閉じては、15秒開ける、というのを床とこに就ついてから延々繰くり返しており、心しん中ちゆうを覗のぞかずともその葛かつ藤とうたるや尋じん常じようではないことが計はかり知れよう。

　だが、折せつ角かくなので心中を覗く。

　何が折角なのかは全く分からないが。

『はうううううっ！　男子の真横で寝ねるとか、そんなの無理無理無理無理カタツムリじゃんっ‼　うっかり寝ちゃって、寝込みをさっ、さっ、触さわられたりとかしたら、怖こわいじゃん‼　寝るな、ナスターシャ！　寝たら、次に起きた時は、悠真の女にされちゃってるじゃん‼』

　はわはわしているナスターシャが、妙みように静かな隣となりの悠真が気になり、恐る恐る横に視線を向ける。

　……と。

「くかー……」

「寝てるじゃん⁉」

　こんなシチュエーションであれば、男子の方とて、まんじりとも出来ないのが当然と思っていたナスターシャが激しいショックを受けた。

「んごー……」

「爆ばく睡すいじゃん⁉」

　思わず上体を起こしたナスターシャは、暢のん気きな寝ね顔がおを晒さらす悠真を見下ろしているうちに、情けないやら腹立たしいやら屈くつ辱じよく的やらで、持ち上げた枕まくらを悠真の顔の上に載のせて押しつけ出す。

　結局、ナスターシャの心情としては、何より、女の子としてのプライドを傷つけられた部分が非常に大きいようであった。

「むくー……、……、……むぐ⁉　んぐ─────っ⁉　むぐぐぐ─────っ⁉」

　呼吸が出来なくなって目が覚めた悠真が、ジタバタする。

　しばらくもがいた後、必死さのパワーオブパワーがナスターシャの傷しよう心しん力を上回って、どうにか枕を押しのけて起き上がる悠真。

　パワーオブパワーは直訳すると力の力であり、意味はよく分からないが、兎とに角かく、凄すごい力だ。

「ぶはっ⁉　は───────っ！　は─────っ‼　何すんじゃいっ⁉　殺す気か⁉」

「悠真が……悠真が悪いんじゃん……」

「号ごう泣きゆう⁉」

　怒ど鳴なりつけた時には既すでにナスターシャは、滂ぼう沱だの涙なみだである。

「悠真が、アタシのこと傷つけて……女として……傷物に……。酷ひどいじゃん……あんまりじゃん……」

「え⁉　なにそれ⁉」

　悠真は寝る前に、凄いことをやってしまって、我ながら凄すぎて記き憶おくを失ったのだろうかと己おのれの記憶を漁あさるが、やってもいないことは掘ほり出されてこない。

「取りあえず、落ち着け」

「うう……ぐす……」




　宥なだめ賺すかして落ち着かせ、どうにか事情を聞き出した。

「俺、何ら悪くないじゃん⁉」

「悠真、アタシの口くち癖ぐせパクるなじゃん……」

「そういうつもりは全くないじゃん……」

「噓うそじゃん！」

　じゃんじゃん言う２人がやかましくて、少し離はなれたベッドで眠っている愛あ依いと麻あさが身じろぎして起きそうになったので、続きはちょっと外に出てやろうということを、目と目の会話で決める。




　夜シフトの為ため、明かりの消された廊ろう下かをチャラチャラと鎖くさりを鳴らしながら、悠真とナスターシャは調理室へ足を運んだ。

　冷蔵庫の中のよく冷えたオレンジジュースで火ほ照てった身体からだを２人、少し冷やす。

　はふ……と肺の中の息を漏もらすナスターシャが、その辺にあったスチール椅い子すに腰こしを下ろした。

　一脚きやくしかない椅子であった為、横で立ちっぱなしの悠真をチラリと横目で見たナスターシャは、どすっどすっと、人並み外れた巨きよ大だいなお尻しりを少し浮うかせて移動する度たびに大きな音を立てて横にずれ、悠真の座るスペースを空ける。

「座ればいいじゃん」

「……うん」

　狭せまい椅子の上を、背中とお尻が軽く触ふれあう距きよ離りで、場所を分け合って座った。

「……」

「……」

　すっかり頭が冷えてしまって、ベッドの上で揉もめたことなど忘れて２人、沈ちん黙もくしジュースのペットボトルを手で弄もてあそぶ。

「悠真って、馬ば鹿かじゃん？」

「マジでか⁉」

　沈黙の後の開口一番で、ショッキングなことを告げられ、悠真が声を荒あららげた。荒らららげた。荒らららららげた。何となく言いたくなっただけなので、特に意味はない。

「アタシ、弟がいるんだけど。その弟も、結構な馬鹿で……でも、凄いいい奴やつなんじゃん。アイツ、悠真にちょっと似てるところがあるっていうか」

「死んだ弟の話か……」

「生きてるじゃん⁉」

「マジでか⁉」

「何をそんなに驚おどろくことがあるじゃん……？」

「いや、こういうシーンでこういう流れの時する身内の話は、大体死んだ人の話じゃないのか？」

「どんな流れじゃん……？　ていうか、人の弟勝手に殺すなじゃん……」

　華か麗れいな復活を遂とげたナスターシャの弟に、悠真はさほど興味を示してない感じではあった。

　とはいえ、一応、話し始めた以上、どういう意い図との話だったかは言っておきたいらしく、ナスターシャは話を続ける。

「で、悠真が弟に似てるから、なんか、放っておけないっていうか、憎にくみきれないっていうか、結局、しょーがない奴じゃん……ていう感じに思えて」

「じゃあ、ナスタさんは俺の義理のお姉ちゃんだな」

「や、やめるじゃん……」

　くすぐったそうに身体を縮こまらせるナスターシャを見ていると、悠真には何故なぜだか、妙な新しん鮮せんさが湧わいてきた。

「そういや、妹はいるけど、姉ってポジションの人、俺にはいないなぁ。……。お姉ちゃ～ん‼」

「うきゃ──────────────────────────────っ⁉」

　急に抱だきついてきた悠真に、ナスターシャが悲鳴を上げる。

「わぁい、お姉ちゃんだ～っ‼」

「ぎやあ──────────────────────────────っ‼」

　麻ほどではないが、大きなおっぱいに悠真がスリスリしてきて、ナスターシャは更さらなる絶ぜつ叫きように身を委ゆだねた。

「やめんかじゃん‼」

「痛‼」

　ガキン！と手錠で頭頂部を殴なぐられ、悠真がおっぱいから引きはがされる。

　……と。

　その時。

　悠真が名残なごり惜おしげに、ナスターシャの身体にへばりついたことで、彼女のポケットから１枚のカードがこぼれ落ちた。

「？」

　プラスチックの硬こう質しつな音が床を叩たたき、悠真が音源である足あし下もとを見やって、自然に手を伸のばす。

　だが、その手が途と中ちゆうで止まり、悠真は瞳ひとみを大きく見開いた。

「……⁉」

「どうしたじゃん？……あ‼」

　悠真が目を留めたそれが何であるのか、ナスターシャもまた視界に収めてハッと気づき、息を詰つまらせる。

　彼らを絶句させたそれは、身分証……もっと言えば、社員証だった。

　ＨＳＣ。

　忘れ得ぬそのアルファベットの文字列がはっきりと刻まれ、水みず谷たにナスターシャの名と写真がその社員証には記き載さいされていた。

「これは……！」

　一度止めた手を再び伸ばし、悠真がその社員証を微かすかに震ふるえる指で拾い上げて、食い入るように見つめる。

『ＨＳＣ　ＭＨ特とく殊しゆプロジェクト推進部　水谷ナスターシャ』

　確かにそう書かれてある社員証を、ナスターシャが慌あわてて奪うばい取った。

「‼……み、見たじゃん？」

「ナスタさん……。あんた、ＨＳＣの人間だったのか……⁉」

「そ、それは……」

　視線を彷徨さまよわせるナスターシャに、悠真が詰め寄る。

「てことは、俺がついこの間まで学校だの無人島だのに閉じ込められてたのは、知ってたってことか……。今回のことにも一枚嚙かんでるんだな？」

「そうじゃないじゃん！　今回の件は、アタシも全然知らなくて……信じて……貰もらえないかもしれないけど……」

　嘗かつて閉じ込められていた時のことを否定しなかった、ということは、つまり、そちらは悠真の予想通りだということなのだろう。

　複合企き業ぎよう体たいＨＳＣの社員。

　決して悪い印象のある存在ではないが、それでも、裏で何かと画策している怪あやしい組織の構成員を、無条件に信じる訳にもいかない。

「なあ、ナスタさん。そもそも、ＨＳＣってのは何なんだ？　前回、恋心こころちゃんに手を貸したって話だけど、一体、何の目的でそんなこと？　大体、そのＨＳＣの人間が何だって、また俺と一いつ緒しよにこんな所に閉じ込められてるんだ？」

「それが分かったら苦労はないじゃん……」

「……」

「……」

　ナスターシャはそれきり黙だまってしまい、悠真も問とい詰める言葉に迷う。

　周囲を包む夜の静せい寂じやくは、しかし、予想外の形で破られた。

「⁉」

　不意に、２人を繫つないでいた手て錠じようがガチャリ‼と音を立てて外れたからである。

「外れたじゃん……‼」

「それはいいけど、何で外れたんだ……？　仲良くなった、とはお世せ辞じにも思えんのだが……」

「……アタシがＨＳＣの人間だってこと黙ってたから……そういう人間とはもう、仲良く出来ない、ってことなんじゃん？」

「……」

「今、アタシ達を閉じ込めてる連中も、それが分かって、無む駄だだって思って、こういうのもうやめたんじゃん？」

　チャラ……と手錠を指で弄びながら、ナスターシャが暗い表情をうつむき加減にして、申し訳なさそうに言う。

　そこには、多分に寂さびしさも含ふくまれていた。

　その寂しさが悠真を寡か黙もくにさせる。

　結局。

　２人はそのまま、黙って保健室へ戻もどり、別々のベッドで離れて眠ねむりに就ついた。




　　　　＊




　翌朝。

　悠真が起きた時、ナスターシャは保健室にいなかった。

「え？　ナスさんですか？　いえ……今朝けさは見ていませんわ。わたくしが起きた時には、もうベッドにはいませんでしたもの」

　折おり好よく、顔を洗って歯は磨みがきをして戻ってきた麻に尋たずねるも、そんな答えが返ってきて、悠真は少し難しい顔をする。

「ふは……おふぁようごじゃいます……。……何かあったんでふぁ～……？」

　低血圧な愛依が、まだ半分寝ねぼけた感じで目を覚ます。

「それで、ナスさんがどうかしたんですの？　って、あら？　そういえば、悠真さん、手錠……」

「あ、ああ、うん。外れたのは外れたんだが……」

「それは夢でふぁあああ……」

「勝手に夢にすんな」

　寝ぼけきっている愛依を悠真がジト目で見た。

「手錠が外れたということは、２人、仲良くなれた、ということですのね？」

「いや、それが……」




　愛依が完全に目を覚ますのを待って、悠真は昨夜ゆうべあったことを愛依と麻に話して聞かせる。

「そんなことが……。ナスターシャさんがＨＳＣの人だったなんて……」

　目を見開いて驚く愛依。

「……」

　彼女とは裏腹に、麻は暗い表情で伏ふし目がちに沈ちん黙もくしていた。

「麻さん？」

　悠真が小首を傾かしげて顔を覗のぞき込む。

「はい？」

「あ、いや、それでさ……。必要以上に警けい戒かいする必要はない、とは思うんだけど、誰だれが俺達を閉じ込めたのか分からない間は、前と同じでＨＳＣが一枚嚙んでる可能性はある訳で、少しナスタさんを警戒した方がいい、と思うんだ」

「……」

　何か思い悩なやむように、麻が沈黙する。

　と、そこで、目の前で起こったことでいっぱいいっぱいになっていた悠真が気づかなかったことに、愛依が気づいた。

「え、でも、ちょっと待って下さい、麻さんはナスターシャさんと元々知り合いだったんですよね？　じゃあ、彼女がＨＳＣ社員だったというのを知っていたりは……？」

「……！」

　麻が弾はじかれたように顔を上げる。

「知っていた、んですね？」

「……」

　その沈黙は何よりも如によ実じつに肯こう定ていを表していた。

「麻さん……」

「……わたくし、……ごめんなさい！」

　頭を下げた麻は、それきり黙ってしまい、重い沈黙が場を支配する。




　　　　＊




　ナスターシャも帰って来ず、麻も何を聞いても俯うつむいたまま一言も発しない為ため、愛依が気を遣つかって『とりあえず、朝食を摂とりましょう』と促うながし、給食調理室へと連れだって廊ろう下かを歩いていく。

　調理室に用意された食事は、基本的にカフェテラスか応接室に運んで食べるのが常であったが、たまに横着をしてその場で食べることもままある。

　悠真達が到とう着ちやくした時、丁度、朝食の準備を整え終えた量産型名無しさんが、調理室から出てきて、てぺてぺと歩き去って行くところであった。

「前回の時は、必要最低限の時以外は、名無しが俺達の前に姿を見せることなんてなかったのに、今回はなんか雑ざついな……」

「前回はナスさんが量産型名無しさんの統とう率そつ役として、きっちり仕事をしていましたから……」

　悠真の何とはなしの呟つぶやきに、麻がぽつりと零こぼすように答える。

「ふ～ん……って、あ！」

　撤てつ収しゆう中の量産型名無しさんの中に、見知った花飾かざりを頭に付けた名無しさんを発見し、悠真が短く声を上げた。

　そして、ダッシュで花飾り付き名無しさんの胴どう体たいに後ろから、とおっ‼と勢いよくタックルをかます。

「にゃっ⁉」

　当然のように、べふっ！と両手を投げ出す形で、廊下に平ぺったく倒たおされた名無しさんが変に可愛かわいい悲鳴を上げた。

「何するんですかぁっ、坊ぼつちゃん⁉」

　名無しさんの上にのしかかっていた悠真が身体からだをどかせると、むくっと起き上がった名無しさんが抗こう議ぎしてくる。

「いや、お前、昨日、しれっといなくなってたけど、勝手にいなくなるなよ。俺がびっくりしちゃうだろ？」

「今の坊ちゃんの行動の方がビックリします‼」

　ビックリ人間大集合である。

　２人なので、大集合という程ほどではなかった。小集合である。

「そういや、椛はな、お前さ……」

「だから、わたしは椛ちゃんじゃないです！　名無しさん＠岩属性さんです！」

「まだ言うか……」

　ほっぺを引っ張りたい衝しよう動どうに駆かられたが、小こ癪しやくにも岩属性はヘルメット完備の為、頰ほおをガードしていた。

　その時。

　話を切り出そうとした悠真の前に、駆け寄り、仁に王おう立だちする少女がいた。

　姿を消していた、ナスターシャである。

　厳しい顔をするナスターシャは、言葉を探す悠真が何かリアクションをするより一いつ瞬しゆん早く、腰こしが折れそうな勢いで頭を下げた。

「ごめんじゃん‼」

「え……」

「騙だますつもりとか、そういうの全然なくて……ただ、言い出せなくて、ＨＳＣの人間だって……」

「ああ、いや、俺の方こそ、何か問い詰つめるみたいになっちゃって、悪かったよ……麻さんも」

　毒気を抜ぬかれて頭を下げる悠真に、麻も『全然気にしてませんわ』と柔やわらかく首を横に振ふる。

「アタシ、本当のこと……全部、悠真達に言うじゃん！」

「ナスさん……」

　少し心配そうに見てくる麻に、ナスターシャが力強く頷うなずいた。

　直後、悠真のお腹なかがグゥと鳴り、少し緊きん張ちようしていた空気が一気に緩かん和わする。

「あはは……じゃあ、朝ご飯にしながら、お話を聞きましょうか？」

　愛依の言葉に従い、悠真にがっつり腕うでをつかまれたままの名無しさん＠岩属性も含めて全員一緒に給食調理室に入っていった。




　　　　＊




「まず……何から話したもんじゃん……」

　フレンチトーストとオムレツを数口、胃の中に納めて人ひと心地ごこちついた一同（岩属性を除く）の中で、ナスターシャがオレンジジュースを一口飲んで切り出す。

「ＨＳＣの社員てことは、ナスタさんて、実は結構年増？」

「年増言うなじゃん‼」

　ナスターシャのフォークがテーブルの天板を、強したたかに穴あき状態にした。

　もう１回言ったら、今度は悠真の眉み間けんが穴あき状態になるであろう。

「ア、アタシは、高校生職員なんじゃん」

「「「高校生職員……？」」」

　聞き慣れない単語に悠真と愛依と岩属性が首を捻ひねった。

「ええと……。高校生職員、ていうのはつまり、ＨＳＣの経営する高校に通いながら、放課後はＨＳＣの業務に従事する人じゃん」

「勤労学生か……それで歳を食ってるのか」

「歳は食ってないじゃん‼　れっきとした18歳じゃん‼」

　憤いきどおった余波により、18歳には見えない、成熟しきったおっぱいとお尻しりがぷるるんと揺ゆれる。

「ほえええ⁉　ナスターシャさんて、ＨＳＣの社員さんだったんですか⁉」

　[image: ]と驚おどろいた顔文字をヘルメットのバイザーに電光表示する岩属性が、驚きよう愕がくして素すっ頓とん狂きような声を出した。

「何で、お前が知らないんだよ⁉」

　裏で糸を引く一味の台詞せりふとは思えない岩属性の一言に、悠真が極きわめてショッキングな反応を示す。

　ショックのあまり、岩属性を床ゆかに押し倒して、ドラム缶かんを転がす要領で、ゴロンゴロン転がしていく悠真。

「ふわわわ～～～～～っ⁉　目が回ります目が回ります‼　一体、何でこんなことにぃ⁉」

　一通り転がして、岩属性がそこそこ気持ち悪くなってきたのを見計らって、悠真は岩属性をほっぽり出して、朝食の席に戻もどってきた。

「で？　ＨＳＣでナスタさんは、名無し達の統率をしてたんだって？」

　悠真がチラリと麻に視線を向けたことから、ナスターシャが悠真の問いかけの情報源を悟さとる。

「……麻に聞いたんじゃん？　うん……そうじゃん」

　ナスターシャは、コップを手の平で挟はさんで転がすようにして、その中で揺れる液体をじっと見つめて語り出した。

「アタシ……悠真達が学校に閉じ込められている時も、無人島に閉じ込められている時も、船に閉じ込められている時も、ずっとずっと見てたじゃん……。楽しそうな悠真を、悩んでいる悠真を、女の子の為に一いつ生しよう懸けん命めいな悠真を……全部」

「そして、陰かげからサポートしていたのですわ」

　一足先に食事を終え、口元をナプキンで拭ふく麻が静かに付け加える。

「麻さん……？」

　麻の何かを決意したような表情に全員の視線が釘くぎ付づけになった。

「わたくしは、舞ぶ台たいセッティングを担当していましたの……ＨＳＣで」

「麻さんもですか⁉」

「だから、何で椛が一番驚いてんだよ⁉」

「だから、椛ちゃんじゃなくて、名無しさんですってば。というか、えええ─────っ⁉　ということは、今回、坊ちゃんと一いつ緒しよに閉じ込められていたのは、３人とも以前ＨＳＣ側で閉じ込めていた側だったっていうことですか⁉」

「はい。そういうことになりますわね」

　悩なやんだ末すえのことであろう、麻とナスターシャが、揃そろって自分の身分を明かしたことに、何故なぜか矢や鱈たらと驚きまくる岩属性。
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　そのリアクションに少し微び苦く笑しようしつつ、麻は話を続ける。

「最初は何でこんなこと、って思いながらやっていたんです。けれど、何だか、悠真さん達を見ているうちに、楽しくなってきてしまって……。だって、悠真さん達ったら、凄すごく面おも白しろいんですもの」

「確かに、椛とか超ちようおもしろキャラだもんな」

「坊ちゃん失礼です‼」

「お前、岩属性で、椛じゃないんだろ？　何で椛のことに対して怒おこるんだ？」

「そ、それは……」

　ヘルメットの下で気け色しきばんだらしき名無しさんが、悠真の追及に絶句せざるを得なくなった。

　気色ばんだは、一瞬、気色ぱんだと空そら目めする可能性のある語句である。気色ぱんだは、恐おそらくパンダの一種だが、ここでは関係ない。ここ以外のどこで関係あるのかは謎なぞだと言えた。

　傍はたから見るとイチャイチャしている感じに押おし問もん答どうを続ける悠真と岩属性に、愛依がジト目を向ける。

「あの……それより、ナスターシャさん達の話を聞きたいんですが……」

「ほら、愛依が椛の話なんか聞きたくもないと言っているぞ？」

「愛依ちゃん、酷ひどい‼」

「何で、そうやって人間関係を悪化させようとするんですか、悠真さんは⁉」

「そうは言っても、俺も椛の話は聞きたくないしな……」

「坊ちゃん、酷い‼」

　押し問答仲間に愛依が交ざり、今度はナスターシャがジト目だ。

「何でこいつら、人の話を黙だまって聞けないじゃん？」

「楽しくていいじゃないですの」

　麻が、あらあらうふふと微笑ほほえむ。

「……あの、いいですか？」

　愛依が状じよう況きようを立て直すべく、話を引き戻そうと挙手をした。

「？」

「お二人は、悠真さん達を見ているうちに……、……、……」

「どしたじゃん？」

　不意に口くち籠ごもった愛依を、ナスターシャ達が訝いぶかしむ。

「あ、いえ、何でもないんです！」

　ぱたぱた手を振る愛依は一いち抹まつの怪あやしさを孕はらんではいたが、それ以上、彼女らは追及することはなかった。

「……まあいいじゃん。で、そういう訳で、アタシら、前々から悠真達のこと、知ってたじゃん……」

「愛依は、名無しとして一緒に活動してたのに、分からなかったのか？」

「はあ……顔を合わせたことがなかったので……」

「そうか……俺なんかは、毎日顔を合わせていても、椛のことを見ても分からない時があるからな」

「坊ぼつちゃん、酷い‼」

「ヘルメットで顔を隠かくしてても完全に分かってるじゃないですか……」

　苦笑する愛依がようやく食べ終えた食事にごちそうさま、と手を合わせる。




　　　　＊




「ところで」

　全員朝食を終えて、応接室に場所を移したところで、ナスターシャが口を開いた。

「ずっと見てきたアタシだから言えることなんだけど……じゃん」

「？」

　膝ひざをつき合わせてきて、語り出す彼女の真しん剣けんな表情が悠真の頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべさせる。

「悠真、あのハーレム状態はどうなんじゃん⁉」

「え、どうって……」

「女の子として、ああいうあっちの娘こも、こっちの娘も、っていうのは、許せないじゃんっ‼　ハーレムなんか解消すべきじゃん‼」

「ああっ、ナスさん、みんなが思っていても誰だれも口にしなかった正論を‼」

　超ちよう今いま更さら繰くり出された至論に、麻ががぁん！とショックを受けた。

「男なら‼　心に決めた女の子１人を幸せにするもんじゃん‼」

「そ、そーなのか……」

　恋心こころ理論によってハーレム脳に洗脳されきっていた悠真が、ナスターシャの力説により、急に理念が揺らいでくる。

「じ、じゃあ、誰かをふった方がいいってこと？」

「何で、私に聞くんですか、悠真さん⁉」

　全く迂う闊かつに答えることの出来ない質問を悠真から向けられ、愛依が心しん胆たん寒からしめられる。

「１人だけ幸せにするのか……難しいな……誰からふっていけばいいんだろう……？」

「そんな……‼　折せつ角かく、皆みなさん、坊ちゃん……悠真くんとお付き合い出来て喜んでいるのに、椛ちゃんだけを幸せにしちゃうなんて、ふられてしまう他ほかの皆さんが可哀かわい想そうじゃないですか‼」

「何で、お前、自分に都合のいい感じになってんだよ⁉　てゆーか、元々、椛とは付き合ってねえから、ふるとかふらないとか関係ねーっちゅーの！」

「坊ちゃん、まだそんな世よ迷まい言ごとを」

「何だと、貴様⁉」

　悠真が岩属性のヘルメットをつかんで、がっつんがっつん揺すってきた。何度目か知れない行こう為いである。

「うぅ……酷いです、坊ちゃん。……って、あ！　分かりましたよ、分かりましたよ。デュフフフ。さては、可愛かわいい可愛い愛いとしの椛ちゃんをふりたくないが為ために、あらかじめふる女の子リストから外しておこうという奸かん計けいですね？　デュフフフ、そーですか、そーですか、そんなにも椛ちゃんのことを」

「……」

　悠真が無言でがすがす岩属性の足を踏ふんだが、宇宙安あん全ぜん靴ぐつを装備している名無しさんには糠ぬかに釘くぎであった。

「てゆーか、悠真さん、この期ごに及およんで別れ話なんか切り出したら、片かたっ端ぱしから包丁とかで刺さされても不思議はないですよ？」

「怖‼」

　愛依の忠言に悠真は震ふるえ上がる。

「そうですわね……。悠真さんの彼女さん達は、良い意味では一いち途ず、悪くすると周りの見えなくなるタイプの方が多いですものね」

「怖‼」

「まー、あれだけ派手に四股またも五股もかけてるんじゃ、ちょっとぐらい刺されとけって感じじゃん」

「怖‼」

　麻とナスターシャが駄だ目め押おしのように付け加え、悠真が更さらに怯おびえた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、坊ちゃんのことは、わた……椛ちゃんが守ります」

「怖‼」

「なんでですか⁉」

「怖‼」

　悠真が何にでも怯える状態になっていた。

「若じやつ干かん追い詰つめすぎたじゃん……？」

「思いの外、ナイーブですものね、悠真さん……」

「……」

　と、難しい顔をしている愛依が、ナスターシャの目に留まる。

「どうしたじゃん、愛依ちー？」

「いえ、悠真さんへの危害は一いつ旦たん置くとして、折角彼氏彼女の関係になれた美み羽うさんや紫し苑おんさん、葵あおい子こさん、それに……お姉ちゃんは、お別れする、となると随ずい分ぶん悲しむんじゃないかなぁって」

「確かに……そうじゃん。悠真が誰かを選んだら、選ばれなかった子が不ふ憫びんじゃん、可哀想じゃん‼　悠真、酷い奴やつじゃん‼」

「いや、ナスタさんが選べっつったんじゃん？」

「真似まねするなじゃん‼」

　怒ど鳴なりつつ、ナスターシャは頭を抱かかえた。

「でもやっぱり、悠真のハーレム状態は許せないじゃん‼　けど、女の子が辛つらい思いをするのも……‼」

「ナスさん、ソファの上でジタバタしすぎるとスカートの中のデカ尻しりが見えますわよ」

「デカ尻言うなじゃん‼　ええいっ！　それもこれも全部、悠真が女の子を彼女にしまくるのが悪いんじゃん‼　悠真、そこに正座じゃん‼　説教じゃん‼」

「え～……」

「正座‼」

「はい……」




　　　　＊




　その後、数十分にわたるナスターシャの説教タイムは、麻の『そろそろ、その辺で許してあげてはいかがですの』という仲ちゆう裁さいにより、どうにか終結を見る。

　一通り毒を吐はいてある程度は溜りゆう飲いんを下げたナスターシャは、どっかとソファに腰こしを下ろし、矛ほこを収めた。

　一方、間断なく責め立てられた悠真は、瞳ひとみから光が失われている。

「すみません……生まれてきてすみません……二股も三股も四股も五股もしてすみません……もうしません……今度、美羽達に会ったら敬語で話します……生まれてきてすみません……もう生まれません……」

「何か、坊ちゃんが取り返しのつかない感じに⁉」

「まあ、確かにこれ以上、悠真さんが生まれても困りますが……」

　虚うつろな呟つぶやきだけを漏もらし続ける悠真を、麻がよしよしと撫なでた。

「悠真さんだけが悪い訳ではありませんわ。安心して下さいまし。ほらほら、悠真さん、キャンバスと画材ですわよ。アートセラピーで心を癒いやすのですわ」

「はい……悠真、絵を描かきます……」

「凄すごい言いなり状態ですね……」

　以前描きかけていた麻の肖しよう像ぞう画がに、言われるがままの悠真が着手していく。




　数十分後。

「出来ました」

「早！　流石さすがは悠真さんですわね……って、何か、今までの画風に全くなかった抽ちゆう象しよう画がになってますわ⁉」

「開かい眼がんしてはいけない方向に開眼しちゃったんですかね、坊ちゃん……。お労いたわしい……」

　変わり果てた悠真の画風に、ホロリとする岩属性。

「でも、これはこれで、何かレアでいいですわ‼　流石は悠真さん、どんな絵でもこなしますわね！　悠真さんの絵はどんな絵でも味があって素す敵てきですわ！」

「そ、そうかな？」

　麻のべた褒ぼめによって、悠真が若干己おのれを取り戻もどしてきた。

「はいっ。悠真さんの絵は凄く素敵ですわ。悠真さんの心の優やさしさが絵の中から伝わってくるようと言いますか、悠真さんの人間性が溢あふれているようですもの」

「てへへ」

「悠真の人間性……？」

　それは溢れちゃ駄だ目めなんじゃ……とナスターシャが麻と悠真をジト目で見る。

「大体、最初から麻は悠真贔屓びいきだもんなんじゃん」

「そんなことは……」

「悠真の絵が、悠真の絵が、って、そんなに悠真の絵が好きなら、悠真の絵の家の子になっちゃえばいいじゃん」

「なれるものなら、なりたいですわ」

「マジじゃん⁉　てゆーか、そんなに……。……あ。ニヒヒ、麻、ひょっとして、悠真の絵が好きで見ているうちに、悠真のことも好きになっちゃってたりじゃん？」

「え……」

　麻が急に真顔になって絶句した。

　そして、見る間に首の下からじわじわと肌はだが紅潮していく。

「え……？」

　『それはないですわねー』と笑って流されるであろうと思っていたナスターシャは、麻の予想外のリアクションに、口の端はしを引きつらせた。

「わ、わたくし……そんな……え……？　え……？」

　火ほ照てる頰ほおに両手を当てて、戸と惑まどう麻を、愛依と岩属性が目を見開いて眺ながめやる。

「これまでずっと好きだったけど、言われて、今、初めて気づいた……っていう感じですかね……？」

「恋れん愛あいごとに凄く慣れてないんですね……」

　２人の言葉は果たして正しかったらしく、麻はそれまで屈くつ託たくなく接していた悠真をまっすぐ見ることが出来ず、チラリと見ては目が合ってしまい、赤面しては慌あわてて目を逸そらすようになってしまっていた。

「あ、麻、しっかりするじゃんっ。ほら、悠真の描いた抽象画を見て気持ちを落ち着けるじゃんっ」

「あ……♡」

「なんじゃん⁉　今の♡、なんなんじゃん⁉　赤くなってないで、いつもみたいに悠真の絵を褒めて気を鎮しずめるじゃん！」

「は、はい……え、ええと……ゆ、悠真さん……は、その、え、絵を見ても分かるように、とても、優しい、力強い心を持っている方で……だから、その……大好きと申しますか……」

「麻、褒める対象が間ま違ちがってんじゃん⁉」

「え？　あ……っ、えええっ⁉　ふええええええっ‼　ふええええええんっ‼」

　顔を覆おおってソファの上を転がり回る麻を、愛依と岩属性が冷静に見下ろす。

「悠真さんの絵を褒めるはずが、悠真さん自身を褒めていましたね……」

「というか、さらっと告白していましたね……」

「わっ、わたくしのことは放っておいて下さいましっ‼　大体、そういうナスさんだって、悠真さんのことが好きなクセにっ‼」

「な‼」

　頭に血が上った麻が、ズバッと言い放ち、ナスターシャは思わず狼ろう狽ばいして跳はね上がるように起立した。

「そそそそそ、そんな訳ないじゃん⁉」

「だって、悠真さん達が無人島に閉じ込められているのをモニタしながら、『いいなぁじゃん、悠真……悠真、ハーレム状態人間でさえなければ、アタシの理想じゃん……』てうっとり頰を染めていたじゃないですか」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああ⁉　何で知ってるじゃん⁉　あの時、モニタルームにはアタシしかいなかったはずじゃあああああんっ⁉」

「モニタルームだって、モニタされてましたからね」

「意味分からないじゃんっ⁉」

　次々に明かされる衝しよう撃げきの事実に、当の悠真はといえば、おいてけぼり状態でぽかーんと２人を眺めていた。

「み、みみみみみ、見るなじゃん⁉　こっち見んなじゃん‼　違ちがうじゃん、違うじゃん！　勘かん違ちがいすんなじゃんっ‼」

「ズルいですよ、ナスさん。人にはバラさせておいて、自分だけ否定するなんて、卑ひ怯きようです。悠真さんのこと、好きなクセに！」

「ふあああああああっ‼　何でバラすじゃん何でバラすじゃんっ⁉」

　麻に非難され、今度は進しん退たい窮きわまったナスターシャが、赤い顔を手で覆って、ソファの上をごろごろ転がり回る。

「で、坊ぼつちゃん……悠真くん、どうするんですか？」

「どうとは？」

「２人とお付き合いするんですかっ？」

「何で、お前、声がちょっと怒おこってんの？」

「怒ってまーせーんーっ」

　怒っていた。

「ひょっとして、ヤキモチか？」

「ちーがーいーまーすーっ」

　拗すねていた。

「ははは、やめてくれよ、俺が気持ち悪くなっちゃうだろ？」

「何でですか⁉　坊ちゃん、酷ひどい‼」

「ふむ、しかし、なんだ……。２人とも、俺のことが好きだったのか……。……もう彼女いっぱいいる俺でよければ、付き合おう！」

　岩属性への若じやつ干かんの嫌いやがらせの意味も込めて、そう宣言する悠真に、ナスターシャの方が苦にが々にがしげに言う。

「くっ……このハーレム体質人間が……‼　気軽に言ってくれるじゃん……。このアタシらがそうそう、美羽や紫苑みたいにチョロく靡なびくと思ったら、大おお間ま違ちがいじゃん。じゃんね、麻？」

「喜んでお付き合いいたしますわ！」

「チョロ‼」

　ナスターシャが衝撃を受けた。

「あの……参考までにお聞きするのですけれど、彼女になったら、絵とか描いて貰もらい放題ですの？」

「いいよ」

「絶対なりますわ‼」

「そんなに意い気き揚よう々ようとじゃん⁉」

　ナスターシャが更さらなる衝撃を受けた。

「ナスさん、お付き合いしないんですの？　絵を描かれ放題ですのに？」

「いや……なんか、麻、目的がおかしくなってるじゃん……？　大体、悠真が一いち途ずな男子だったら、こんなには悩なやまないじゃん……！」

「じゃあ、片かたっ端ぱしから女の子ふって、ナスタさんと付き合えばいいのか？」

「アタシ、物っ凄い恨うらまれるじゃんっ‼」

「もう、ここまで来たら、難しく考える方が損ですわよ、ナスさん」

「麻、考えることを放ほう棄きしすぎじゃん‼」

　と、段々ツッコミ疲つかれてきたのか、ナスターシャが天を仰あおいだかと思うと、下を向きながら、ぶはーっと大きくため息を吐つく。

「もーいーじゃん……アタシも悠真と付き合うじゃん。大体、そうしないとここから脱だつ出しゆつ出来ないしじゃん……」

「こんな投げやりな交際の申し込み初めて見た……」

　はいはい、よろしくよろしく、と握あく手しゆしてくるナスターシャに、流石の悠真も冷や汗あせを垂らしたが、ある意味、肩かた肘ひじ張はらずに接することの出来るナスターシャは、悠真にとっては他ほかの彼女達とは少し違うスタンスの相手で、実は結構気に入ってもいたので、敢あえて反はん抗こうはしない。

　口ぶりこそ嫌いや々いやという感じのナスターシャの方も、なんだかんだで内心嬉うれしい様子なのが透すけて見え、麻などは微笑ほほえましさに目を細めている。

　一方……。

「……」

「どした、愛依？」

　真顔に近い感じで目を細める愛依を不思議に思い、悠真が顔を覗のぞき込んだ。

「あるいはそうではないかとずっと疑っていたんですが……」

「うん？」

「お二人とも悠真さんが好き……というのでしたら、合が点てんがいきます。お姉ちゃんが悠真さんの彼女作り計画第２弾だんを画策し、実行したんじゃないかって」

「恋心ちゃん……」

　自分も彼女の一員となった恋心であるから、『悠真くんを好きな女の子をみんな彼女にすると、悠真くんがみんなを幸せにするし、みんなもみんなを幸せにする』思想は、幾いく分ぶんか鳴りを潜ひそめるのではないかとも思えたが、そんなことはなかったぜ、である。

「あり得ますね、恋心さんなら……」

「ああ、恋心ならあり得る」

「あり得ますわね……」

　岩属性やナスターシャ、麻も愛依の推論に、うむうむと腕うで組ぐみをして頷うなずいていた。

　全員の脳内の恋心像はほぼ完全な一いつ致ちを見ていると言えよう。

「……ちょっと待つじゃん？」

「はい？」

「ここに閉じ込められた時にもう悠真を好きだったっていうなら……。自分は部外者、みたいな顔してるけど、一いつ緒しよに閉じ込められた女の子はもう１人いるじゃん」

「……は？」

　その場の全員が、ぽかーんとする愛依を凝ぎよう視ししていた。

「え……？　え……？　な、なんで……す……か……？」

　利発な愛依は、疑問を投げかける最中に、持って回ったナスターシャの台詞せりふと、自分が見られまくっていることの意味を悟さとる。

「わ、わわわ、私⁉　わわわわわわわ、私っ⁉　そんな！　だって！……お、お姉ちゃんに……悪いし……」

　声の大きさに比例して、どんどん小さく縮こまっていく愛依。

「そ、それに！　私、全然子供で！　悠真さんは私のこと、妹ぐらいにしか思ってないと思うんです」

「妹の何が悪いと言うんですか⁉　むしろ、ウェルカムなはずです‼　そうですよね、兄さん⁉」

　バァン‼と突とつ如じよとしてドアが力いっぱい開け放たれ、頭の上に縫ぬいぐるみを載のせた名無しさん＠炎ほのお属性が、これでもかとばかりに力説してきた。

「何でそんな自信満々に俺に聞いてくるのか、全く理解不能だが、特にウェルカムではないよ？」

「いやっ‼　そんな話、聞きたくありません‼」

　炎属性がヘルメットの脇わきの耳を塞ふさいで叫さけんだ。

　名無しさんの耳は頭の上の方にあるので、耳を塞いでいると言えるのかどうかは若干微び妙みようだが。

「乃の々ののことは置くとして。でも、愛依に好かれるのは嬉しいな。男として、姉妹で取り合われるなんて、ちょっとドキドキしないか？」

「坊ちゃん、最低です」

「てゆーか、恋心が愛依を悠真と恋こいさせる為ために送り込んだっていうんなら、そもそも恋心公こう認にんじゃん？」

「そ、それはそうですが……でも」

　ナスターシャの口くち添ぞえを受けつつも、愛依は俯うつむき加か減げんである。

「私、誰だれかとお付き合い……なんて、考えたこともなかったですし。……そりゃ、椛さんとか見ていたら、恋れん愛あいっていいなあ、とは思いますけれど」

「にゃははは……」

　岩属性が照れたようにヘルメットの後ろを搔かく。

「椛のなんか、恋愛っつーか、ストーカーまがいのつきまといじゃないか」

「坊ちゃん、酷い‼」

　岩属性の批判を聞き流し、悠真がふむ……と思案顔になった。

「そういうことなら……。じゃあ、お友達から、始めるか、愛依？」

「あ……。……は、はいっ！　お友達からでお願いします‼」

「女の子に見み境さかいのない悠真が、そんな妥だ協きよう案を提案するなんて、斬ざん新しんじゃん⁉」

「……どーゆー風に見られてるんだ、俺は。というか、そんな相手とよく付き合う気になるな、ナスタさんも……」

「ま、そんな女の子にだらしない悠真には、時々、びしっと言ってあげるアタシみたいな彼女も必要じゃん？」

　すっかり彼女風を吹ふかすようになっているナスターシャに、麻と愛依がふふふと軽く笑う。

「愛依は、俺にとって大事な妹だからな。恋愛する気持ちに関しても大事に育てていってやりたいんだよ」

「ちょっと、兄さん‼　何ですか、その何か、妹ポジションだからといって、ちょっと甘く見てる感じは⁉　もっと、妹ポジションにガッツンガッツン攻せめていかないと駄だ目めじゃありませんか‼」

「てゆーか、乃々、お前、この間、俺が愛依を妹扱あつかいしてたら、無む茶ちや苦く茶ちや激げき怒どしてたじゃねえか……」

「え、愛依さんの話をしていたんですか？　私、てっきり、妹談義だったので、乃々ちゃんと兄さんの話かと」

「お前、どんだけ、自分中心なんだよ……」

「自分中心じゃないんです！　兄さんと乃々ちゃん中心なんです‼」

「どう違ちがうのかさっぱり分からん……」

「つまりですね……‼」

　力強く悠真と乃々との絆きずなと愛について語ろうとしたその時──。

　ピンポンパンポーン……と放送開始を知らせる音がスピーカーから聞こえてくる。

「なんだ……？」

《脱出条件が満たされました。学内に脱出出で来きる場所がありますので、そこから脱出して下さい。脱出するまでが脱出です》

「何回脱出言うんじゃい⁉」

　思わず悠真が突つっ込んだ。

　が、放送の声はそれには答えず、再びピンポンパンポーンと放送終しゆう了りようの音が鳴って、室内のスピーカーを見上げる悠真達だけが残される。

「……と、兎とに角かく」

「ここから出ることは出来る……」

「じゃん？」

　意外とあっさりと解放された為、微妙に達成感がなく、悠真達がお互たがい顔を見合わせて、状じよう況きようを探さぐり探り言い合った。

「やりましたね、兄さん！　さあ、早く、私とだけここから脱出しましょう‼　他の人間は置き捨てて！」

「乃々お嬢じよう様さま……炎属性様、別に脱出に寄き与よしてなかったじゃないですか⁉」

　岩属性のツッコミは炎属性によって聞き流され、何故なぜか炎属性が悠真の手を取って、仲良さげに、女子校からの脱出への第一歩を踏ふみ出していた……。
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　悠ゆう真ま達がまず向かったのは、正面玄げん関かん。

　次いで裏口、渡わたり廊ろう下かの入り口であった。

　……のだが。

「開いてませんわよね」

「アタシらがいないと、アイツら、仕事が適当じゃんっ！」

「まったく……、なっていませんわね」

　何に対して憤いきどおっているのか分からない麻あさとナスターシャに、愛あ依いが苦にが笑わらいする。

「窓かどこか開いているんでしょうか、坊ぼつちゃん……悠真くん？」

「片かたっ端ぱしから見て回りましょう、兄さん」

「てゆーか、名な無なしの２人、お前ら、何普ふ通つうに脱だつ出しゆつする側に参加してるんだよ⁉　大体、お前らが脱出の詳しよう細さい知らないとかどーゆーことなの⁉」

　すっかり悠真サイドに与くみしている岩属性と炎属性に、悠真が憤ふん慨がいした。




　とはいえ、名無しさん２人組の提案自体は退しりぞけるに能あたわない為、ドアに限らず窓なども見て回るものの……。

「開いてる所ないよなあ……」

「仕方ないですね。２階から上も見ていきましょうか……」

　愛依の言葉に頷うなずき、上階もチェックしていき、なし崩くずしにずんずん上へと一同は上っていった。

　そして、最終的に行き着いたのは、最上階の鉄てつ扉ぴである。

「ここ、屋上……ですよ、悠真さん」

「しかし、確かめてないのは、ここだけだからな……」

　屋上から脱出しろ、というのもそれはそれで無茶ぶりのような気もしつつ、悠真は無造作にドアノブを回す……と。

　ガチャリ、と音を立てて、ノブが回った。

「開いちゃった……」

「開いちゃいましたね……」

　悠真は後ろに並ぶ少女達に頷き、彼女らもまたそれに頷き返して、悠真の手に自分の手を重ねる。

　愛依が、ナスターシャが、麻が、炎ほのお属性が、岩属性が。

　最後の２人に対しては、微び妙みような視線が送られたが、いよいよ脱出寸前、というところで揉もめるのも何だか興きよう醒ざめであった為ため、敢あえてスルーして扉を押し開いていった。

「っ‼」

　薄うす暗ぐらい階段の突き当たり辺りに、目が慣れてしまっていた為、扉の向こうの煌きらめく陽光に思わず腕で目を覆おおう。

　一いつ瞬しゆん、真っ白になった視界が、徐じよ々じよに徐々に色しき彩さいを宿やどしていく。

　まず目を引くのは青。

　どこまでも鮮あざやかな青空が彼らを歓かん迎げいしているように思えた。

　次に、屋上に敷しき詰つめられた人じん工こう芝しばの緑。

　そして、その中央にファリス女学院の制服を着、その上から白はく衣いを羽織った少女が立っていた。

　白衣の前めのポケットに手を突っ込んで、綺き麗れいな姿勢で立ち、まっすぐ悠真達を見つめるその少女に、悠真達は驚おどろく。

　中性的ではあるが、ニュートラルというよりは少女に寄った愛らしい顔立ち。

　肩かたより長い長ちよう髪はつを後ろで編んで、もみあげに髪かみ留どめをした小こ柄がらな背せ丈たけの人物。

　それは、彼らのよく知る友人だった。

「……ち…はや？」

「やあ、悠真くん。久しぶり」

　にっこりと微笑ほほえむ白衣の少女は誰だれあろう、闇あん城じよう千ち早はや、その人である。

　男子であるはずの為、ずっと男子の制服しか着ていなかった千早が、女子の制服姿でいる。

　その光景に悠真は思わず叫さけんだ。

「千早を寝ね取とりたい‼」

　次の瞬しゆん間かん、ぺちーんぺちーんぺちーんぺちーんぺちーんと、背後からナスターシャ達が一いつ斉せいに悠真の後頭部をはたく。

「椛はな、貴様、どさくさに紛まぎれて、ご主人様を殴なぐるとは鬼き畜ちくの所行‼　この恩知らずが！　この恩知らずがっ‼」

「きゃあああああああっ⁉」

　岩属性が、つかまれたヘルメットをがっくんがっくん揺ゆすられまくり、目を回して悲鳴を上げた。

「……相変わらずだね、キミ達」

　口の端はしを引きつらせて苦笑する千早。

「てゆーか、千早、お前、女子だったのか⁉」

「そうでもあり、そうでもなく……。……悠真くんは、ボクがどういう存在なのか、見て知っているんじゃない？」

「そうでもあり、そうでもないな」

「真似まねされた⁉」

　あくまで余よ裕ゆうありげに微笑んでいた千早が、悠真に余裕ありげに微笑み返され、完全にペースが乱される。

「そっか……そういえば、千早、一いつ緒しよに着き替がえた時……」

　悠真が嘗かつて一緒に鍵けん翼よく高校のレプリカ校舎に閉じ込められた時に、更こう衣い室で見た物を思い出して、う～んと唸うなった。

「え？　坊ちゃん……悠真くん、何を見たんですか？」

「そいつは教えられん……」

　悠真が何とも言えない顔で目を逸そらして俯うつむく。

「それより、どうした千早、その格好は？　ていうか、何でこんな所に？　それに、お前、病院船から脱出した後、ずっとどこ行ってたんだよ？　あと、今、お前、パンティ穿はいてるの？」

「最後の質問なに⁉」

「坊ちゃん……悠真くん、パンティって言わないで下さい……」

　１つ咳せき払ばらいをしてやや気を取り直した千早は、再び軽い微笑みを浮うかべて、悠真達に告げる。

「兎とに角かく、ここから脱出しよう。キミ達を連れて行かなければいけない場所があるんだ……」

　台詞せりふの最後、千早の表情が僅わずかに陰かげったのを、悠真は気づいていた。

「悠真くんのさっきの疑問には、その場所に着いた時、答えていくよ」

「パンティ穿いてるかを⁉」

「それは答えなくていいよね⁉」

「それを答えないなんてとんでもない‼」

「坊ちゃん……悠真くん、だから、パンティって言わないで下さいよ……」

　どうしても、岩属性としてはそこが気になるようであった。

「と仰おつしやいましても、千早さん、この屋上からどうやって脱出するんですの？　ロープでも下ろしますの？」

「心配ないよ」

　麻が疑問を呈ていすると、千早はフッと笑って、ゆっくりと腕うでを上げ、まっすぐに大空を指さす。

「すぐに迎むかえが来るから」

　それを合図にしたかのように、やがて近づいてくる爆ばく音おんと共に攻こう撃げきヘリ・ロビンソンＲ44レイブンⅡが、校舎の陰から飛び出してきた。

　そして、一いつ旦たん上空高くに舞まい上がったかと思うと、緩ゆるやかに校舎屋上に着地する。

「さ、乗って」

　ローターの巻き起こす風に白衣をはためかせる千早に促うながされるまま、悠真達はヘリの中へと乗り込んでいった。

「狭せま‼　ヘリ、狭‼」

　が、ヘリの中は鮨すし詰づめ状態である。

「てゆーか、お前、ロビンソンて操縦士含ふくめて４人乗りじゃねーか⁉　何人で乗ってんだよ、これ⁉」

「ひのふの……８人じゃん？」

　実数として実感させられ、乗員の数名が恐きよう慌こうをきたす。

「ああっ、ついうっかりわたしも乗ってしまいましたが、わたしと炎属性様は、校舎内で待ってれば、他ほかの名無しさんが出してくれたのに‼」

「落ちる！　落ちちゃうよ！　助けて、悠真お兄ちゃん‼」

「大だい丈じよう夫ぶだ、愛依！　お兄ちゃんが守ってやるからな‼」

「ちょっと、兄さん⁉　何ですか、それは⁉　その台詞は⁉　その抱だきしめは⁉　なんで、それを可愛かわいい可愛い乃の々のちゃんに言ったりやったりしてあげないんですか⁉　どーゆーことなんですか、兄さん⁉　正気ですか⁉　ちょっと待っていて下さい、兄さん、今、兄さんの本当の妹を出しますから‼」

「ちょっと乃々さん、狭せまいんですから、こんな所で宇宙服をパージしようとしないで下さいまし⁉」

　違ちがう意味で恐慌をきたしている人もいた。

　大恐慌である。

「てゆーか、悠真、どこ触さわってるじゃんっ⁉　ちょ……そ、そこはたとえ彼氏でも、まだ駄だ目めじゃあああああんっ‼」

「悠真さん、えっちですわえっちですわ‼」

「しょーがないだろ、狭いんだから‼　てゆーか、この腕に当たる無む茶ちや苦く茶ちや柔やわらかいものなに⁉」

「絶対に教えないじゃああああああああああああああああああああああああんっ‼」

　離り陸りくするヘリから漏もれる少女達の悲鳴がドップラー効果で、ファリス女学院の屋上に残されるのであった……。




　　　　＊




　そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんのヘリは、やがて市街地に入り、周囲よりひときわ高いビルの屋上のヘリポートへと着地する。

　ローターがゆっくりと停止しようとする中、悠真達は組んずほぐれつで開いたドアから雪崩なだれ落ちるようにヘリの外に出た。

「狭かった……怖こわかった……あと、柔らかくて気持ちよかっ……痛‼」

　悠真の土ど手てっ腹ぱらに、あちこちから鋭するどい指が伸のび、ストマッククローで握にぎりつぶされて、台詞が途と中ちゆうで遮さえぎられる。

「で、あの……ここはどこなんです？」

　愛依がキョロキョロ見回すが、取り立てて目を引く物はない。

　軽く微笑んだ千早は、１人、先に歩き出す。

「ついてくれば分かるよ」




　千早に従い、地上40階の上にある屋上からエレベータで数フロア降りると、そこは研究所といった風の内装をした場所だった。

　馴な染じみのある光景に、ナスターシャと麻が『あ』と小さく声を出す。

　対たい抗こうして悠真も『あ‼』と大きく声を出したが、特に意味がなかった為、凄すごいみんなから睨にらまれた。

　ともあれ、ナスターシャ達はこの場所がどこだか知っているようで、２人、顔を見合わせる。

「ここは……！」

「ええ……」

　悠真達がそのやりとりの意味を尋たずねるより先に、吹ふき抜ぬけになっている大きなロビーといった所にたどり着いた千早が、くるりと身を翻ひるがえし、壁かべの一面を指さした。

　そこには見覚えのある文字列のロゴがある。

　即すなわち。

「ＨＳＣ本部ビルにようこそ」

「「「「‼」」」」

　悠真が、愛依が、２人の名無しさんが、思わず息を吞のんだ。

「ここが……⁉」

　と、悠真は絶句しつつも、どこか記き憶おくの奥底からこの光景が浮かび上がるような不思議な感覚に包まれていた。

　それは単なるデジャブなのかもしれない。

　しかし、それにしては、やけにハッキリとした脳内映像がある。

「……」

「悠真さん？」

「ああ、うん。愛依はここ、来たことなかったんだな」

「はい。何かある時は、ＨＳＣの方が私の所に来るのが常だったので……」

　悠真の様子を目を細めて意味ありげに見つめた千早が、何かの気き懸がかりを振ふり払はらうように、再び歩を進めた。

「さ、行こう。みんな、お待ちかねだよ？」

「みんな……？」

「うん。みんな」




　千早の言う『みんな』が誰だれなのか、彼らはすぐに知る。

　程ほどなくして辿たどり着いた大きな会議室のような部屋のドアが、廃はい病院の地下にあった近未来感溢あふれるＳＦチックな宇宙船の扉とびらのようなギミックでプシッ！と空気の抜けるような音を立てて開いて、どこかで見たような名無しさんが並んでいたからであった。

　ヘッドホンを付けた名無しさん、長い黒くろ髪かみの名無しさん……氷属性や雷かみなり属性を名乗った者達だ。

「あ‼　ピンクの宇宙服いっぱいあるじゃないですか！　一緒の宇宙服着るの嫌いやとか、やっぱりただの意地悪だったんですね、酷ひどい‼」

「椛、お前は黙だまってろ……」

　論ろん旨しのズレた抗こう議ぎをする名無しさん＠岩属性に対して、悠真が可哀かわい想そうな子を見る目で見た。

　ある意味壮そう観かんな立ち並ぶ名無しさんの中から、長い黒髪をヘルメットの裾すそから出している雷属性が悠真の前に進み出て来る。

「悠真。お前を謀はかるような真似まねをしてすまない。全く気づく余地などなかったとは思うが、実は私はな……」

　そう言って、雷属性が普ふ通つうにヘルメットを脱ぬいだ。

「お前の愛いとしの渡わた雷らい紫し苑おんだったのだ」

「うん……知ってたけどな……」

「なに⁉」

「何で驚おどろくのか、逆に驚きだよ」

「やはり、驚いたか、悠真よ」

「ええいっ、自分の都合の良い感じに受け取るっ！」

　紫苑の我が田でん引いん水すいっぷりに、悠真が憤いきどおる。

「私だけではない。ここにいる名無しは実は全員が、お前の顔見知りだ」

　という紫苑の台詞で、もぞもぞと名無しさん全員がヘルメットを脱ぎだした。

「悠真、黙っててごめんなの」

「これには事情があるんだなも」

「正体を隠かくしていてすみません」

「悠真が気づかなかったのも無理ないなも」

「兄さん、乃々を許して下さいね」

「坊ぼつちゃん、実はわたくしは椛だったんです」

　口々に名無しさんの中の人達が正体を隠していたことを詫わびる。
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「お前ら、すげえな‼」

　本気で言っているらしき元名無しさんの面々に、悠真が激しい衝しよう撃げきを受けた。

　それは愛依も一いつ緒しよのようで、冷や汗あせを垂らしつつ苦く笑しようを浮うかべる。

「ていうか、椛さんとか、散々、悠真さんに『椛』『椛』呼ばれていたじゃないですか……」

「椛は我々名無しさん集団の中でも一番の小こ物ものだったからな。馬ば脚きやくを露あらわすような無ぶ様ざまなことがあっても仕方あるまい」

　紫苑の言葉に、全員がうんうん頷うなずく。

「皆みなさん、酷い‼」

　一番の小物が抗議した。

　と、そこへ、恋心こころが電動車くるま椅い子すで部屋に入ってくる。

　そして、どんどん前進して躊ちゆう躇ちよせず、悠真に突つっ込んだ。

「痛‼」

「えへへ、ごめんごめん。久しぶりに会うから、何だか、じゃれつきたい気持ちだったんだよぅ」

「普通に追つい突とつ事故だよ、恋心ちゃん……！」

「またまた～、悠真君てば、照れちゃってえ。こいつぅ」

　指でおでこをツンツンしようとした恋心だが、手が届かないので、ガツンガツンと電動車椅子を悠真の脛すねにぶつけてくる。

「痛い‼　痛い‼」

「お姉ちゃん、やめなよ……」

「おっ！　愛依、早さつ速そく、彼氏を庇かばったね‼」

「か、彼氏じゃないよっ！……まだ」

「まだ、ねぇ……んふふふ」

　恋心のからかうような口調に、愛依が唇くちびるを尖とがらせた。

「お姉ちゃんは嬉うれしいよ。あのちっちゃかった愛依にも、好きな人が出来るなんてねぇ……」

「……でも、相手は悠真さんだよ、いいの？」

「なんで？　いいに決まってるじゃない。悠真君を好きになる女の子は、幸せになれるんだもん」

「……」

　悠真への過信なのか、恋れん愛あいに対する盲もう信しんなのか、満面の笑えみで躊躇なく答える恋心に、愛依は微び苦く笑しようを浮かべる。

「というか、やっぱり、お姉ちゃん……。お姉ちゃんが、私やナスターシャさん達を学校に閉じ込めたんだね？」

「いいえ」

「お姉ちゃんが、私やナスターシャさん達を学校に閉じ込めたんだね？」

「いいえ」

「お姉ちゃんが、私やナスターシャさん達を学校に閉じ込めたんだね？」

「はい」

「ＲＰＧの会話か‼」

　五十嵐いがらし姉妹の謎なぞのノリに、悠真が思わずツッコミを入れた。

「お姉ちゃん……悠真くんを好きそうな女の子を見つける度たびにこんなことやり続ける気なの……？」

「愛依、お姉ちゃんはよかれと思ってだね……」

「お姉ちゃんがよかれと思ってやることは、確かに良いことが多いんだけど、あまりにも周囲に迷めい惑わくがかかりすぎるよ……」

「おやおや、ちょっと彼氏が出来たからって、愛依も強気な発言をするようになっちゃって……」

「そーゆーことじゃないよぅっ、お姉ちゃんっ！」

「まあまあ。……でもさっ、恋こいが成じよう就じゆして、みんな嬉しそうだったでしょ？　愛依も含ふくめて」

「……う、うん……う～ん……うん」

　煮にえ切らない返事だが、チラチラと悠真の方を窺うかがう愛依の態度から、満まん更ざらでもないという風に判断する。

　そんな姉妹の微笑ほほえましいんだかそうでもないんだか分からない会話の端はしっこでは、悠真が第１彼女グループである美み羽うや紫苑達にチクチク脇わき腹ばらを指で攻こう撃げきされるという地味な嫌がらせを受けていた。

「おい、悠真、お前は人が目を離はなしている隙すきに余所よその女に惚ほれられ、あまつさえそれを恋心に目を付けられるとは、何事だっ？」

「悠真の馬ば鹿かだもんっ、悠真の馬鹿だもんっ、悠真の馬鹿だもんっ、悠真の馬鹿だもんっ、悠真の馬鹿だもんっ」

「……」

　更さらに２人の隙すき間まから無言で葵あおい子こが心の中で『ごめんなさいごめんなさい』と謝りながらもチクチク指で刺さしてくる。

「痛いわ‼……⁉」

　怒ど鳴なりつつ、悠真の脳のう裏りにフラッシュバックするものがあった。




　葵子に包丁で脇腹を刺される映像。

　ゆっくりと倒たおれる自分。

　泣なき叫さけびながら、自分にすがりつく美羽。

　床ゆかに広がる血だまり。

　遠のく意識の最後に映る、青い顔でへたり込んで目を見開き、自分をただただ見つめる紫苑。




「……なんだ、今のは？」

　悠真が顔に手を当て、フラッシュバックと共に襲おそってきた目め眩まいに耐たえた。

『また……例の覚えのない記き憶おく……。一体、どうなってるんだ、俺は……？』

　早はや鐘がねのように打つ心臓を、どうにか押さえつけ、平静を保つ。

「どうした、悠真⁉　大だい丈じよう夫ぶか⁉」

「いや……大丈……夫、だ」

「悠真さん、この間から、ちょくちょく具合悪そうですよね……」

　少し心配そうな声を出す愛依の台詞せりふに、紫苑が激反応した。

「なに⁉　何故なぜもっと早く言わないのだ、悠真⁉　それならそうと言ってくれれば、私がお前を守ってやったものを‼」

「体調不良から守るって、なかなか難しいですよねえ、乃々お嬢じよう様さま？」

「兄を思う妹でもなければ、至し難なんの業わざね」

「……」

　少なくともアホが２人いることに、椛は軽く嘆たん息そくする。

　悠真を心配そうに気に懸かける少女達。

　その彼女らとは別種の、深刻な表情を浮かべる人物がいた。

「……」

　千早である。

　千早は難しい顔を俯うつむけ、少し考え込んでから、悠真を見み据すえて言った。

「悠真くん……キミは、最近、自分には覚えのない記憶に苦しめられているんじゃないのかい？」

「千早、何でそれを……？」

「……悠真くんだけじゃない。美羽ちゃんや紫苑先せん輩ぱい、椛ちゃんも……みんな、多かれ少なかれそのはずだと思う」

「……そうなのか⁉」

　悠真が自分を囲んでいた少女達を見回す。

「う、うん……なの」

「……まさか、お前達もそうだとは」

「廃はい病院のレプリカが入っていた船から戻もどってきてから……時々、そういうことがあるんです。坊ちゃんもですか？」

「あ、ああ……」

　自分も自分もと、湊みなとや葵子に続き、恋心までも神しん妙みように頷いていた。

　そして、問いかける。

「どういうことなの、千早くん？」

「……」

　千早は『やはり潮しお時どきだったんだね……』と大きなため息と共に呟つぶやいて、小さく輪を描えがくようにその場で一周歩いてから、悠真達一同を見み遣やった。

　そのまま、千早がゆっくりと、ゆっくりと、告げる。

「キミ達に本当のことを言う前に、ボクは、ボクの本当の名前をキミ達に言わなければならない」

「本当の、名前……？」

　悠真が眉まゆ根ねを寄せた。

　言われてみれば、千早が千早である、と証明されたのは、最初に会った時に持っていた生徒手帳の名前だけが根こん拠きよなのだ。

「ボクの本当の名前は……、千早・アディスン・闇城」

「アディスン……⁉」

　美羽が、聞き覚えのある文字列に反応する。

　それを既定事じ項こうのように、物もの憂うげに受け止めた千早が、言葉を継ついだ。

「そう、アディスン。ボクはね、美羽ちゃんの親友だった、エイプリル・アディスンの子孫にあたる人間なんだ」

「子……孫……？」

　千早が何を言っているのか分からない、といった風に美羽が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「子孫って、何なの……？　だって、エイプリルは、あたしより６歳上なだけで……、……‼」

　疑問を投げかけていた美羽が、途と中ちゆうで言葉を詰つまらせる。

　信じがたいものを見たように、瞳どう孔こうを開かせた美羽。

　それは先さき程ほどの悠真の様子のリフレインのようで、今度は悠真が美羽の顔を心配そうに覗のぞき込んだ。

「美羽……？」

「あ……れ？　エイプリル……なんで……なの？」

　譫うわ言ごとのように、何事か呟く美羽の肩かたに千早がそっと手を載のせる。

「ねえ、キミ達……」

　呼びかけてくる千早の声は、聞いたことのない深さと暗さを孕はらんでいて、悠真達はゾッとして鳥とり肌はだが立つのを感じていた。

「キミ達は、一番最初に廃病院に閉じ込められたのが何年前か……、分かる？」

「９年前、だろ？」

　奇き妙みような言い回しの千早の問いかけに対する答えを、悠真は声が掠かすれずに発することは出来なかった。

　不ふ吉きつな何かを悠真が感じ取ったことと、呼応するかのように、首を横に振ふった千早は肺の中に溜たまった黒いものと共にその呪のろわしい言葉を紡つむぎ出す。

「……92年前、なんだよ」

「な……⁉」

　絶句する悠真達に、千早は天てん井じようを仰あおいで遠い……遠い……遠い目をした。

「全すべてを、話さなきゃいけない時が来たみたい、だね」

「千早……？」

「そう、全ては92年前に始まったんだ……」

　千早が語り出す真実は……。

　徐じよ々じよに徐々に……。

　悠真達の血液を冷たく冷たくしていくような感覚を与あたえていくのだった……。
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　──92年前。

　８人の少年少女が廃病院に閉じ込められた。

　高こう炎えん寺じ悠ゆう真ま、高炎寺乃の々の、岩いわ井い椛はな、大おお光内こうち湊みなと、氷ひよう藤どう美み羽う、渡わた雷らい紫し苑おん、聖せい宮ぐう葵あおい子こ、……そして、五十嵐いがらし恋心こころである。

　彼らは、自然教室近くの廃病院に『探検』と称しようして訪おとずれ、土ど砂しや崩くずれと周囲を取り囲む野犬の群れによって、脱だつ出しゆつ路を断たれた。

　そして、２日目のこと……。




『水と食べ物、探した方がいいよね……』

　椛や湊が持ってきていたお菓か子しが心こころ許もとなくなり、誰だれからともなく言い出した言葉に従って、廃病院の中を全員で徘はい徊かいする。

「でも、こんな誰もいない潰つぶれたみたいな病院に、食べ物とかあるなの……？」

「なければ、我々は揃そろって飢うえ死にだ」

　荒あれ果てた廃病院内の様子を見み渡わたして、悲観的なことを言う子供の頃ころの美羽。

　それに子供の頃の紫苑が冷静に返した。

　食料の有う無むは院内の荒れ具合を鑑かんがみるに、ない可能性が高そうに思える。

　故ゆえに、悲観的な未来を予想して、暗い雰ふん囲い気きが一同を包んだ。

　けれど。

「ま、助けもそのうち来るよ！」

　その暗い雰囲気を悠真が楽天的な口調で一いつ蹴しゆうする。

「それに、俺達には既すでにさっき見つけた、ブドウ糖パックがあるしな！」

「かなりいっぱいあったしね。甘くて美味おいしかったし、まだまだがんばれるよね、ゆーまくん！」

「うん‼」

　脳天気なまでに元気な悠真と椛の会話に、場の暗さはあっという間に消え去る。

　馬ば鹿かっぽさは否いなめなくとも、悠真の明るさと前向きさ、何より根っこにある優やさしさに、周囲の少女達は幼心に惹ひかれ始めていた。

　子供らしさを取り戻した一団は、廃病院の一番奥深くにある扉に辿たどり着く。

　風化し、錆さび付き、埃ほこりまみれ泥どろまみれになりながら、そこは妙みように厳重に封ふうじられたままだった。

「ここは……？」

「怪あやしいもん。凄すごく怪しいなの」

「よし、ぱわーおぶぱわーで、こじ開けようぜ？」

「なんだ……パワーオブパワーというのは？　意味が分からん……」

　子供のパワーオブパワーではあったが、あちこちで発見した巨きよ大だいなペンチやバールのような物を駆く使しし、半日をかけて、彼らはその扉を開けた。

　悪夢への扉を……。




　扉の中には、地下への階段が延びていて、悠真達はそこをゆっくりと降りる。

　その先に、機密性の高い扉があり、更さらに奥へと彼らは歩を進めた。

　その中では、この施し設せつが現げん役えきで使われていた頃と恐おそらく変わらないであろう、無機質でシンプルなポッド状の妙にゴツゴツとした機械が、あちこちで微かすかに稼か働どうしており、それらを天井に張り巡めぐらされた太い鋼鉄のパイプが繫つないでいた。

「何だなも、この部屋……？」

　湊が興味深げにあちこち眺ながめて回りながら言った。

　しかし、その問いかけに答えられる者はいない。

　バスケットコート程もある広さの部屋をうろつくと、その中央に、棺かん桶おけ大の奇妙なカプセルを発見する。

「れーぞーこ……？」

「おー！　食べ物が中にあるかも！」

　小首を傾かしげる椛の横で悠真がバールのような物でカプセルをこじ開けようとするが、なかなか頑がん丈じような代しろ物もので開くには至らない。

「……」

　と、天井のパイプの配管と、そこから降りてカプセルに繫がる所にある計器を見て、壁かべに這はうパイプに付いているバルブを美羽が調整していく。

「何してんだ、みうー？」

「パイプの配管と……多分、圧力計器だと思うここのゲージを見て、バルブを調整していって、カプセルを閉じているカバーの密閉圧力を下げるんだもん」

「？？？」

「……蓋ふたを開けるなの」

「へー」

　ぽかーんと悠真や湊が眺める中、なおも美羽はバルブの開閉を行っていく。

　が、割とあっさりその行こう為いは壁にぶつかった。

「……っ」

　背せ伸のびをしてぷるぷる震ふるえ、丁度届かない位置にあるバルブに指を伸のばす美羽。

「肩かた車ぐるましてやるよ、みう」

「……あ、ありがと、なの」

　頰ほおを染める美羽の脚あしの間に頭を突つっ込み、悠真が立ち上がる。

「何で、前後逆なの⁉　てゆーか、パンツに顔を埋うずめるなだもん‼」

　後頭部ではなく顔面に美羽の股こ間かんが来る向きで持ち上げた悠真の背中を、美羽が脚をバッタンバッタンさせて踵かかとで蹴けってきた。

「痛い痛い‼　主に背中が痛い‼」

「ふわあああんっ‼　パッ、パンツに顔突っ込んだまま、しゃべるなだもぅんっ‼」

　椛や乃々もパンチで背中の打だ撃げきに加わったので、通常より痛い。

　などと、アホなことをやりつつも、最終的にカプセルの天板のロックを外すレバーを引くだけの状態に至る。

「よし、じゃあ、レバーを引くなの」

「おう、頼たのむぞ、みうー」

「何が入ってるんだろうね、ゆーまくん？　レトルトカレーとかインスタントラーメンだといいなあ」

「椛ちゃん、それ、冷蔵庫に入れる意味ないでしょ？」

　悠真の肩かた越ごしにカプセルを見つめることで、矢や鱈たらと悠真に密着する形の椛に、乃々が冷ややかに言った。

「いいなの……？　開けるもん」

　改めて、聞いてくる美羽。

　全員がわくわくした様子で頷うなずく中……ただ一人、恋心だけは、不意に襲おそわれる寒気に表情を凍こおり付かせる。

　この時、病気慣れしている恋心が感じたのは、病状が命に危険を及およぼしそうになる時によく似た戦せん慄りつだった。

『あれは……よくないものだ……‼』

　カプセルの中に込められた、危険、害悪……そこから伝わる悪お寒かん、総そう毛け立だつ何かが、恋心に警けい鐘しようを鳴らし続ける。

　本能的にそういったものを感じ取った恋心は、慌あわてて、レバーを引き下ろそうとする美羽を止めようと駆かけだした。

「みうちゃん、駄だ目め……‼」

　だが。

　美羽がレバーを引き下ろした瞬しゆん間かん。

　バシュッ‼と機密性の高いカプセルから気圧差を埋める音がして……。




　そのカプセルの中から〝死〟が零こぼれ出す。




　ゆっくり、ゆっくりと、彼らの身体からだを蝕むしばんでいく、死のウィルスが。

　──そう。

　彼らはこの時、開けてはいけない悪夢の詰つまった箱を開けてしまったのである……。

「なんだよー、何も入ってないじゃんよー」

「ほんと、がっかりですね、兄さん」

　１枚のシャーレが残されているだけのカプセルの中を、悠真達はしょんぼりと眺めた。

　それがどれほど恐ろしいものであるかを知らずに。




　その数日後、彼らは何事もなかったかのように救出されるのである。




　　　　＊




　救出され、各おの々おのが日常に戻もどってからも、彼らは親交を深め続けていた。

　学校から帰ってから連れだって恋心のお見み舞まいに顔を出したり、日曜日に待ち合わせて一いつ緒しよに遊園地やプールへ行ったり、示し合わせて同じ塾じゆくに通ったりと、仲の良さは小学校から中学校、中学校から高校へと彼らの成長に従い、高まっていく。

　飛び級していた美羽だけは14歳の時、研究機関に乞こわれて渡と米べいし、年始年末や夏休みなどの年に数回の帰国の時に顔を合わせるぐらいであったが。




　──そして、12年後。

　悠真達の身体の中で雌し伏ふくの時を過ごしていたウィルスが遂ついに牙きばを剝むく。

　学校での授業を終えた悠真は、恋心の妹、愛あ依いからの連れん絡らくで、恋心が倒たおれたと聞かされ、椛と共に取り急ぎ駆けつけた。

　そこには既に紫苑が来ており、悠真に暗い顔を向ける。

「紫苑先せん輩ぱい！　恋心ちゃんは……⁉」

「……」

　紫苑は無言で首を横に振ふり、悠真が悲しみに顔を歪ゆがませた。

「そんな……！」

「元々、身体が弱い奴やつではあったが……今回のはかなりまずいらしい」

「ここ数年は病状が快方に向かっているって言っていたのに……どうして……っ⁉」

　口元を覆おおって嘆なげく椛。

「どうも、いつもの発ほつ作さとは違ちがうものらしいのだが……」

「いつもと違う……って、どういうこと？」

「詳くわしくは分からんのだが、そういうようなことを言われたと、愛依が言っていた。昨夜ゆうべ、遅おそくに担かつぎ込まれたようなのだが……」

　紫苑が眺め遣やる廊ろう下かの先。

　白衣を羽織った少女がカツンカツンと靴くつ音おとを鳴らして近づいてくる。

　そのシルエットに悠真達が眉まゆをひそめた。

　彼女は本来、ここにいるはずのない人間だったからである。

「……美羽？」

「久しぶりなの、悠真」

　いつもなら事前に何度も何度も電話やメールで連絡してきて、空港に迎むかえに来て欲しいと本人だけはそれとないつもりのバレバレに露ろ骨こつなおねだりをする美羽は、帰国する時には常に満面の笑えみであったのに、今回は不意の……しかも、仏ぶつ頂ちよう面づらでの邂かい逅こうであった。

「美羽、お前、どうして……？」

「恋心のことを聞いて、戻ってきたなの」

　深刻な美羽の口調に、悠真が引きつり笑顔で応じる。

「お、おい……よせよ、美羽。恋心ちゃんがちょっと調子悪いぐらいで、日本に戻ってくるなんて……それじゃ、まるで……」

　これで会うのが最後みたいじゃないか……という言葉を悠真は飲み込んだ。

　言葉にしてしまうと、現実のものとなってしまいそうで。

　だが、美羽の口から語られる話は、そんな想像すら遥かに上回る凶きよう悪あくで残ざん酷こくな事実であった。

「恋心は、このままだと……死を免まぬがれないなの」

「おい、美羽……‼」

　悠真の恋心へのほのかな思いを知っている紫苑が、美羽の包み隠かくさない言葉にいきり立つ。

　しかし、それも、美羽の次の言葉で矛ほこを収めざるを得なくなった。

「恋心だけじゃないもん。あたし達も、このままでは、いずれ、恋心と同じ運命をたどることになるなの……」

「なに……？」

「ちょっと待って下さい。美羽さん。それはどういう……？」

　椛が問いかけた時、丁度、美羽の後ろから湊や乃々、葵子もやってきて、美羽がチラリと肩越しに彼女らを見る。

「みんな揃そろったようなの。都合が良いもん。みんなに話さないといけないことがあるなの……」

「……？」

　美羽の苦々しい口調の台詞せりふは、皆みなの気持ちを否いや応おうなしに不安にさせていった。




　　　　＊




「ウィルス⁉」

　病院の敷しき地ち内にある花か壇だんに囲まれた小さな庭園。

　そこで聞かされた思いも寄らぬ美羽の言葉に、悠真達は絶句した。

「そう……12年前行ったあの廃はい病院……あれは、病院になる前は、ある研究施し設せつだったなの。地下に封ふう印いんされ続けていたウィルスは、空気感かん染せんするもので、絶対に封印を解いてはいけないものだったんだもん。それを、あたし達は……」

「な……」

「ただ、幸いだったのは、年月を経へて変質していたようで、自然界の中では数日で死し滅めつしてしまうものだったことなの。但ただし、死滅する前に感染したあたし達は……」

「死んでしまう……んですか……わたくし達？」

　椛の膝ひざが笑いだす。

「潜せん伏ぷく期間は10年前後なの」

「何故なぜ、お前は、それを知っているのだ、美羽……？」

「……。あたし、１年前に倒れたんだもん。その時の検査で、分かったなの。……あたしが今いる研究機関の前身の出先機関の１つが、あの廃病院を所有していて、データが残っていたから、それで詳しよう細さいを知ることが出来たもん。それから、学校の健けん康こう診しん断だんに検査を潜ませて、調べたなの。……全員が、感染していたなの」

「そんな……‼」

　誰だれもが思わず息を吞のんだ。

「では、我々は、もう、死ぬしかない、というのか？」

　流石さすがの紫苑も、過呼吸気味になって問う。

「……」

　重い重い、重い沈ちん黙もくが流れた。

「……死は、もう不ふ可か避ひなの。でも……」

「でも？」

　悠真達は美羽の瞳ひとみの奥に宿っているものに、この時、気づくべきだったのだろうか。

　それは狂きよう気きと決意の狭はざ間ま。

　彼女にしか出来ない、彼女にだけ可能な、神の領域とも言える所しよ行ぎよう。

「一度死んでも……やり直せる方法があるもん」

「なに……？」

「元々、研究はしていたけど、倒れてから１年……、あたしは、この研究に心血を注いだなの」

「……」

　確固たるものを美羽の中に感じたのか、一同が息を吞んで彼女の次の言葉を待った。

「その方法は……」




　　　　＊




『精神転送概がい論ろん』……そして、『人造スワンプマンと、自然なテセウスの船現象化人類における比ひ較かく論』。

　いずれも脳科学の権けん威い、氷藤美羽が手がけた研究論文である。




「精神転送というのは、人間の脳の情報──知識や経験、記き憶おくを一いつ旦たん、データ化してコンピュータの記録媒ばい体たいにバックアップを取る。……そして、そこから、まっさらな身体……睡すい眠みん状態のまま成長させたクローンに移植するという理論のことなの」

　美羽がゆっくりと、語る言葉に、誰も口を差し挟はさめなかった。

　彼女の言わんとする所が、薄うす々うす感じられるにつれ、何一つ声にすることが出来なくなっていたのである。

「泥男スワンプマンというのは思考実験の１つなの。沼ぬまの側そばで雷かみなりに打たれて１人の男が死んだもん。その沼に同時に雷が落ち、沼の汚お泥でいと化学反応を起こして、死んだ男と全く同一の存在を生み出したもん。この新しい存在は、死んだ男と身体からだも精神も、死ぬ前の男と完全に一いつ致ちをみているなの。この時、アイデンティティは一体どこに存在するのか、という物だもん。『人造スワンプマン』は即すなわち、この死んだ男と同一のスワンプマンをさっきの精神転送とクローンによって人工的に生み出す試みなの」

　聞けば聞くほど、彼らの口は重くなり、鳥とり肌はだが立つのを止められないでいた。

「テセウスの船は、テセウスのパラドックスとも呼ばれる、同じく思考実験なの。テセウスの乗っていた船には壊こわれた部品があったんだもん。この壊れた部品を新しい部品に取り替かえるなの。それを繰くり返していき、船の部品が全部新しい物と入れ替わった時、その船は基本的に同じだと言えるのか、というものなの。『自然なテセウスの船現象化人類』というのは、つまり、別の肉体に脳を丸ごと移植し、代謝で入れ替わらない器官を次々と移植し、更さらに代謝する細さい胞ぼうが全すべて入れ替わった時、その人物は一体誰と呼ぶべきなのか、という命題で、これは人造スワンプマンとの差異が……って、まあ、これは基き礎そ理論の１つで、今回の計画にはそんなに関係ないなの」

「……」

「……」

「……」

　誰もが言葉を発するのを躊躇ためらわれた。

　しかしその中で、ようやく、といった風ふうに紫苑が口を開く。

「それを……我々で試ためそう、というのか……？」

「動物実験では、問題なくうまくいってるなの。人間でも……理論上は同じ、だもん」

　進しん退たい窮きわまったことを悟さとった紫苑の呻うめきにも似た言葉に、美羽は研究者然としてあくまで冷静に返す。

「私達を実験台にするんですか、美羽さん⁉」

「そんな、成功するかしないか分からないような実用化されていない研究レベルのもので……‼」

　その冷静さが逆に神経を逆なでしたのか、乃々と葵子が血気に逸はやって非難してきた。

「勿もち論ろん、無む理り強じいはしないもん。でも……このままじゃ、ただ死ぬのを待つだけなの」

「……」

　美羽の静かな、それだけに重い言葉に、誰もが黙もくさざるを得ない。

「大体……‼　あの時、お前があんなカプセルを開けなければ……‼　こんなことには……‼」

　忌いま々いましげに紫苑が美羽の白衣をつかんでひねり上げる。

「だから！　だから、あたしは、この方法でみんなを助けて……‼」

「何が助けるだ⁉　そんなものが救いなものか‼」

　パンッ‼と乾かわいた音が鳴って、次の瞬しゆん間かん、美羽は自分の頰ほおがジンジンと痛んでいることから、紫苑にビンタされたのだと知った。

「な……、何するなの⁉」

　ビンタを返す美羽。更に反はん撃げきする紫苑。激しいビンタの応おう酬しゆうに毒気を抜ぬかれた悠真や他ほかの少女達が慌あわてて、２人を引きはがす。

「ちょっ……落ち着いて下さい、紫苑‼　らしくないですよ‼」

「美羽さんも、暴力はいけません！　だめです‼」

　しばらく暴れていた２人もやがておとなしくなった頃ころ、悠真がポツリと告げた。

「……俺は、美羽に賭かけようと思う」

「悠真！　しかし……‼」

「このまま終わるぐらいなら、俺は美羽を信じるよ」

「悠真……」

　あくまで反論しようとする紫苑に、静かに、けれど揺ゆるぎなく言い放つ悠真に、美羽は少し瞳が潤うるむ。

「……分かった、悠真が言うならば、私も任せよう。……だが、覚えておけ、美羽なんぞを信じる訳ではない。私は、悠真に従うのだ」

　美羽と仲の悪い急きゆう先せん鋒ぽうである紫苑が、悠真の言葉でチョロくもあっさり折れるのを見て、結局、他の少女達も美羽の研究に全てを託たくすことにした。

　恋こい焦こがれる少年と、一いつ緒しよにいられるのなら……その強い思い故ゆえに。

　その気持ちを胸に秘ひめて……。




　　　　＊




　この時期。

　様々な医い療りようパテントを取得し、莫ばく大だいな富を築いていた美羽は、自らも所属する、氷藤ＨサイエンスＳ・コングロマリットＣという巨きよ大だい複合企き業ぎようのオーナーとなっていて、富と権力の全てをその計画に注ぎ込んだ。




　倒たおれてから数ヶ月後。

　恋心もまた美羽に希望を託し、この世を去った。

　彼らの記憶のバックアップが取られ、その間にもクローンは促そく成せいされていく。




　乃々が、葵子が、紫苑が、湊が、この世を去っていた。
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「これが……わたしになるんだね、悠真くん……」

　今夜が峠とうげだと知らされた椛は、悠真の押す車くるま椅い子すの上で、促成用のカプセルの中に入れられた自分そっくりのクローンを見て、呟つぶやいた。

　恐おそれ、哀あわれ、怯おびえ、……そして、希望。

　その結けつ晶しようとも言える身体の入ったカプセルのガラスに椛が触ふれる。

「不思議……。もうこれしかないことが分かっているのに、わたし、震ふるえが止まらないの……」

「椛ちゃん……」

「……でも、平気。悠真くんがこうして、手を握にぎってくれているから……」

　そう告げてはいても、椛の表情から憂うれいが消えることはなかった。

　皆みな、不安に身を浸ひたしながら、やがて、椛も……そして、最後に悠真の死を看み取とった美羽も、程ほどなくして死を迎むかえる。

　死にゆく美羽に計画を託されたのは、親友、エイプリル・アディスン率いる美羽が世界最高の知能を集めた研究チームであった。

　理論は完かん璧ぺき、そして、計画も順調に遂すい行こうされ、誰もが人類史上初の科学の歴史を塗ぬり替える瞬間を夢見た。




　　　　＊




　──しかし。

　成長した状態のクローンに記憶をコピーしても、計算上はうまくいくはずの『人間再生』は、不完全な成功しか生まなかった。

　記憶が完全に定着しなかったのである。

　再生初期こそ、普ふ通つうの言動をする往時の生き写しとして何ら遜そん色しよくない人生を生きるクローン達は、やがて、少しずつ少しずつ狂くるっていく歯車のように……。

　言葉が──、行動が──、記憶が──、人格が──。

　歪ゆがみ、軋きしみ、ねじ曲がり……、やがて、破は綻たんしていく。




　一度の失敗は、二度の失敗になり、三度、四度と繰り返すうち、エイプリル達はこのやり方には致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるのではないかと疑い始めた。

『何故なぜなの⁉』

　この時のエイプリルの全身を駆かけた戦せん慄りつは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

　同時に、自分たちが踏ふみ入れてはいけない底なし沼に足を突つっ込んでしまったのではないか、という背中から覆おおい被かぶさる無形の恐きよう怖ふに、この先彼女らは怯え続けることになる。




　その欠陥を補うべく、幾いくつかの可能性が示され、その全てが試された。




　記憶の移植時期を乳児期、幼児期、幼年期、少年期と変えてみるも、青年期における移植よりも効果的ではなかった。

　クローンが完全に育ちきってから記憶を一いつ括かつで移植するのではなく、少しずつ時間をかけて少量ずつ転送していく方法では、記憶の断線が更に悪化する。

　クローンを促成させるのではなく、子供の頃から育て、徐じよ々じよに記憶を移植していく方法は、移植する記憶を年代順に切り分けることの難易度の高さから失敗に終わった。




　個体に対する直接のアプローチに行き詰づまりを見せたこの計画は、環かん境きように依い存そんする可能性を模も索さくするようになる。

　孤こ島とうに寒村を作りそこで田舎いなか暮らしをさせたり、同じく孤島で学校を拠きよ点てんに寮りよう生せい活かつのような暮らしをさせ、精神的な繫つながりと共に適度なストレスを精神にかけることによって、余計な迷い道に思考を向けないようにし、日々の生活にのみ目を向けさせる目算であった。

　しかし、通常と異なる生活は、記き憶おくへの過度な考察から目を逸そらすことは出来ても、ただでさえ不安定な精神を暗く侵しん食しよくさせていくことを止められはしなかった。

　彼らはいつしか心が病やみ始め、生活も精神も崩ほう壊かいする、というのを何度も繰り返すこととなった。




　計画の開始から既すでに50年が過ぎ、エイプリルはその命数を使い果たし、計画はエイプリルの息子むすこと孫が引き継ついでいた。

　打開策の１つとして、クローン美羽の知ち恵えをも借り、計画は軌き道どう修正される。

　失敗時の記憶データも身体にフィードバックしたり、完全な部外者であるエイプリルの孫、レイチェルのクローン体であり、記憶を植え付けていない空っぽの存在『レイ』を加えた追体験実験をするなど、試行錯さく誤ごを重ねた。




　この試行錯誤は果たして一定の成果を生む。

　廃はい棄きクローンである精神不安定な先代の紫苑を、紫苑の〝姉〟として置くことで、現行の紫苑は精神の安定を見た。

〝高炎寺悠真の祖父〟の業ごうを悠真と分かち合うことで、湊の心理の揺らぎが一定期間後に減少した。

　紫苑への依存心を悠真に振ふり分けることで、葵子の脳の緊きん張ちよう状態は緩かん和わした。

　悠真の幼おさな馴な染じみに過ぎなかった椛を、悠真のメイドとして仕えさせることで、悠真と椛の両方が関係を安定化させ、更さらに２人の関係性が他の少女達にも良い影えい響きようを与あたえた。




　そう、この時期になると、最も早はや、計画は〝実験〟の様相を色いろ濃こくしたのである。

　それでも、ＨＳＣのプロジェクトチームは、前へ進むことをやめなかった。

　研究者としての知的好こう奇き心しんがないとは言えない。

　しかし、彼らを何より強く支えていたのは、悠真や美羽達……少年少女達の心からの笑え顔がおを見たい。

　そんな純じゆん粋すいな思いだった。

　悠真達の父母らも既にこの世になく、役割を与えられたよく似た他人が、その立場を演じるようになっていたが、彼らもまた苦しみながらも必死に生きようとする悠真達を支えたいという思いを抱いだいていた。




　悠真達を支える優やさしい人々の気持ち。

　だとしても、計画初期の精神は失われていく。

　既にそうなりつつあるように、いずれ、この計画は人体実験として、人の心をなくしていくのではないか。

　エイプリルの死から更に数十年後……、人々の中にそんな疑念が宿りつつある頃。




　エイプリルの子孫にあたる人物……千ち早はや・アディスン・闇あん城じようの提唱は、新たな局面を計画にもたらす。

　千早は考えたのだ。

　生前の悠真達と、クローン達の最大の差異が何であるのかを。

　その結論は意外なところにあった……。
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　悠ゆう真ま達は、無言で千ち早はやの話を聞いていた。

　否いな、無言にならざるを得なかった。

　千早が語る全すべてが、衝しよう撃げき的で、何一つ口を差し挟はさめなかったのである。

「俺達が……クローン、だっていうのか……⁉」

　長い長い、遠い物語のような、だというのに、その話の現実感だけは──恐おそらくは彼らの血脈と魂たましいと記憶がそれは真実だと告げ続けているのであろう──そう、現実感はしっかりと彼女らの論理と直感の両方が捉とらえ続けていた。

「そう、か……そういうことか。それで納なつ得とくがいく。我々はしばしばお互たがいの記憶の齟そ齬ごに出くわしていた。整合性の取れた……或あるいは一番自分の考えに適したバージョンの記憶が、それぞれ違ちがうから、か」

　紫し苑おんが唇くちびるを嚙かむ。

　受け入れがたくも、腑ふに落ちる部分もあると思う者もいる中、椛はなはただ、信じがたさに震ふるえていた。

「そ、そんな……ＳＦみたいなこと……、あ、あるんですか？」

「理論上は、可能なの」

　計画の立案者をオリジナルに持つ美み羽うが、自分が考案したと思い込んでいた研究の確かさに太たい鼓こ判ばんを押す。

「じゃあ、アタシらは、本物のアタシらじゃないってことなも……？」

　飄ひよう々ひようとした湊みなとといえど、声の震えは止められない。

「本物の定義が何かによるなの。オリジナルか否か、という意味なら、オリジナルではないもん。けど、本物と寸すん分ぶん違たがわない要件を満たすあたし達なら本物と同等。更にそこから新たな経験を積んだとすれば、それは本物を超こえた、とも言えるもん」

「……」

　美羽の論理的な思考に、全員が沈ちん黙もくする。

「大体、オリジナル自体が死亡している以上、本物かどうか、なんてそれ程ほど意味があることじゃないなの。問題があるとすれば……あたし達があらゆる意味で人工的に生まれた個体だ、ということだもん。それにしたって、生理的な好こう悪おの問題に過ぎないもん」

　きっぱり言い放つ美羽に、悠真がよろよろと近づいてきた。

「美羽……美羽が……」

「？」

「すっっっっっっっげえ、賢かしこく見える……‼」

「どーゆー意味だもん⁉」

　悠真にがぶぅ！と物理的に嚙み付く美羽にため息を吐つきながら、紫苑が悠真を含ふくむ全員の心の声を代弁する。

「美羽は、日常生活を送っている分には極きわめて頭脳が悪そうに見えるからな……」

「なんだとなの⁉」

　悠真を嚙んだまま吠ほえる美羽だが、紫苑の言葉に全員がうんうんと腕うで組ぐみをして首しゆ肯こうしていた。

　思いも寄らぬ空気の変化に、千早は目を見張り、心の中で舌を巻く。

『アイデンティティを揺ゆるがすような心身共に強度なストレスがかかる話をしたというのに、彼らのこのリアクション……根幹の精神状態の安定性が高い、というのもあるけど、それより何より、悠真くんが……いや、恋こい人びとの存在が彼女らを強く安定させているんだ……』

　沈黙する千早に、悠真を思う存分嚙んで満足した美羽が尋たずねてきた。

「千早、これまでのクローン体とあたし達の差は何なの？　何の違いが、個体としての安定性を生んだなの？」

「……ウィルスだよ」

「ウィルス……？」

「そう、オリジナルのキミ達と、失敗した数多あまたのクローン達には、脳に致ち命めい的てきとも言える差があったんだよ。それが……」

「ウィルスに感かん染せんした脳と、そうでない脳……‼」

　美羽が思わず天を仰あおぐ。

「そう、皮肉すぎる話だけど、ウィルスによって変質した脳に宿るデータを吸い出した結果、繊せん細さいすぎるその記き憶おくデータは、ウィルス未感染のクローンとは適合しなかったんだ。あのウィルスはＤＮＡ情報まで変質させる訳ではなかったからね」

「本ほん末まつ転てん倒とうな話なの‼　ウィルスによって死ぬせいで、新しい身体からだに従来の記憶を流し込む計画なのに、ウィルスに感染した脳でないと拒きよ否ひ反応を起こすなんて……‼」

　思いも寄らぬ展開に、美羽が頭を抱かかえながら、檻おりの中の熊くまのように辺りをうろうろと歩き出して、現実を脳内にインプットしていく。

「え……ちょ、ちょっと待って下さい。ということは、私達は、ウィルス感染をしていて……程ほどなく死ぬ、ということですか？」

　知的好こう奇き心しんをくすぐられて興奮する美羽とは異なり、幾いく分ぶんか冷静な葵あおい子こが疑問を差し挟んできた。

「いいえ」

「で、でも……」

「オリジナルの悠真くん達を死に追いやった、あのウィルスは、今から25年前、無害化するワクチンが開発されているんだよ」

「では……？」

「うん。キミ達の身体は、あのウィルスに一度感染させた後、ワクチンで治ち癒ゆさせてある」

　おお！と安あん堵どと歓かん喜きの中間の声が上がるが、今度は逆に美羽が小難しいことを考えている様子になる。

「安定している……それならそれで、こんな種明かしをする必要はないはずだもん。何か、うまくいってないことがある、なの？」

　美羽の言葉で、一度は楽観的な空気になりかけた場が、再び凍こおり付いた。

「うまくはいった……ううん、うまくいきすぎたからこその問題が生まれた、というべきかもしれない」

「どういうことですか？」

　あれこれ考え出す人々の中で、１人、素す直なおに尋ねてくる椛。

「精神を安定させる為ために、初期に行った実験……たとえば紫苑先せん輩ぱいの姉に関する記憶や、椛さんをメイドにしたこと……なくてはならなくなったそれらの記憶や立場が、オリジナルとの記憶の齟齬を生み、オリジナルが無意識のうちに抑おさえ込んでいたトラウマや衝しよう動どうをも、解放し始めたんだよ」

「つまり、どういうことなんでしょう？」

　半分分かったぐらいの椛に、美羽が千早に代わって解説をする。

「まさに、あたし達が、〝オリジナルを超えた存在〟になった、或あるいはなろうとしている、ということなの」

「そんな時……ボクは、一医師として診しん療りようをしていた、ある女の子の話を聞かされたんだよ」

　美羽に頷うなずきつつ、言う千早の視線が恋心こころに向いた。

「……え？　わたし？」

　目をぱちくりさせる恋心に、千早が珍めずらしく悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、ずっと机の上に置いてあった紙かみ袋ぶくろから何かを取り出す。

　取り出した何か……金きん髪ぱつのカツラと眼鏡めがねを、千早がささっと身につけた。

「じゃ～ん！」

「エイプリル先生⁉」

　車くるま椅い子すから立ち上がり、割とすぐ座った恋心に、何そのリアクション……？と変な顔をする悠真が尋ねる。

「え？　エイプリル先生って、恋心ちゃんの主治医だったっていう？」

「うん！　ビックリした‼　全然気づかなかった‼　ね、愛あ依い‼」

「うん……ていうか、顔結構違ってるんだけど……？」

「特とく殊しゆメイクで少し人相変えてちょっと年ねん齢れいを上げて貰もらってたし、あと、カラコンとかね」

「……何で変装を？」

「ボクはレイチェルお祖母ばあちゃんに似てるからね……記憶の混乱が危き惧ぐされる間は、余り素顔を晒さらしたくなかったんだ。それでも、恋心ちゃんの病気治ち療りようは、ボクの研究テーマでもあったから、直接診しん察さつしたかったしね……」

　レイチェルのクローンの記憶は、確かに悠真の中には残っていた。

　恋心もそうだとは限らないが、千早の配はい慮りよは保険的には正しかったとも言える。

「そうして、ボクは恋心ちゃんの主治医として、彼女の話を聞いたんだ。恋れん愛あい脱だつ出しゆつゲームの話を」

「……そう、そもそも、千早、お前は……ＨＳＣは、何故なぜ、我々を恋こいし合わせる恋心の策に乗ったのだ？」

　紫苑のもっともな質問に、千早は恋心の肩かたにそっと手を載のせた。

「ずっとね、不思議だったんだ」

「？」

「数多あまたのクローンが精神を崩ほう壊かいさせていく中で、五十嵐いがらし恋心だけは、その埒らち外がいにいることが多かった。彼女の何がそうさせるのか……？　病？　境きよう遇ぐう？　性格？　体質？　数少ない、五十嵐恋心が精神破は綻たんしたケースと比ひ較かくして、１つの結論が導き出された。それが……」

　千早は深呼吸をして、僅わずかに照れながら続ける。

「……恋」

「恥はじらう千早可愛かわいいな」

「千早に悠真が寝ね取とられるなのっ‼」

　悠真が千早に吸い寄せられかけたのを、美羽達が阻そ止しした。

「悠真くんと恋人同士の時にだけ、恋心ちゃんは高く強い精神力を保持していた。恋する恋心ちゃんだけが、苦難を乗り切ることが出来た。それはデータが示していたんだ。ＨＳＣ内でも、恋心ちゃんの計画に乗るか否いなかで議論は分かれたんだ。でも……恋する少女の力を、論理的に誰だれも否定出来なかったんだよ」

　苦く笑しようする千早に、誰も言葉がなかった。

　ただ、恋心だけは誇ほこらしげに微笑んでいたが。

「ボクらは乗る方に賭かけた。オリジナルが結局挫ざ折せつし、トラウマとして抱えたままだった数々の困難を……恋によって乗り切り、完全な安定を見、過去の自分すらも超ちよう越えつして、全すべてを克こく服ふくしていく……。そう、恋によって、ね」

　千早と恋心は視線を絡からませ、笑え顔がおを見せる。

「思惑おもわく通り、鍵けん翼よく高校における脱だつ出しゆつで垣かい間ま見みた……、悠真くんが絵筆を折ったことや、美羽ちゃんのコンプレックスといったものを、結果的に、キミ達は乗り越こえてすらきた。不ふ慮りよの事態に備えて参加させて貰ったボクも、すぐ側でその勇ゆう姿しを見せて貰ったからね」

「……」

　健けん闘とうを讃たたえる千早に、しかし、悠真はゆっくりと首を振ふる。

「俺の中には、俺だけがいた訳じゃない。……ずっと感じていたんだ。俺の中には何人もの俺がいて、支えてくれていたような……勿もち論ろん、具体的にでも、抽ちゆう象しよう的ですらなくて……今にして思うと、俺の中にあるもう形を成さなくなった『失敗したクローンの経験』が俺を強くしていてくれたのかもな」

「あ、それ、分かる気がするなの‼」

「わ、わたくしもです、坊ぼつちゃん‼」

　美羽と椛に続いて、私もアタシもと、少女達が悠真に賛同しまくってきた。

「かくして、キミ達は恋人を得……」

　千早が、美羽を、紫苑を、葵子を、椛を、恋心を眺ながめ遣やる。

「或あるいは恋人関係でなくとも、それに限りなく近い、或いはそれを超こえる心の繫つながりを持ち……」

　続いて千早は、湊を、乃の々のを見つめた。

「ちょっと兄さん、聞きました⁉　乃々と兄さんは、恋人同然、いえ、恋人を超越していると言われましたよ‼　分かっていましたけれど‼」

「まあ、ある意味、超越してはいけない色々なものを超越していると言えなくもないからな……」

　乃々と悠真の会話に苦笑しつつ、千早はなおも語る。

「キミ達は、オリジナルを、そこで完全に超えてしまった……といっても良いかもしれない。そして、恋と脱出の日々が気づかせてしまった。キミ達の中に、本当の真実……自分達の人生が違い和わ感かんのあるものであるということを。それに薄うす々うす気づく程の刺し激げきを与あたえてしまっていたんだよ。疑問を持ったでしょ？　自分の中にある記憶に、つぎはぎのようなものがあって、それが記憶を共有しているはずのみんなと違ちがった思い出になってしまっていることがままあることに」

　千早の言葉に、悠真は思い当たる節があった。

　それは、レイに関することだ。

　廃はい病院を追体験した時にレイの存在に関して、悠真の記憶と、紫苑達の記憶は異なっていた。

「ボクらは、またも決断を迫せまられた。キミ達に、全ての真実を晒さないまま、けれど、時限爆ばく弾だんのような違和感と背中合わせに生き続けさせるのか……それとも、恋愛脱出を成し遂とげて得た恋の力、絆きずなの力、心の強さを信じて、キミ達がクローンであるという事実と共に全てを告げるのか」

「……そして、お前はまたも、我々を信じた、という訳か」

　紫苑の言葉に、千早が大きく頷く。

「うん、それで、この場にみんなを集めようとした……んだけど」

　そこで千早が、悠真と愛依、ナスターシャ、麻あさに目を遣やった。

「集めようとした時に、恋心ちゃんに物もの凄すごい『え⁉　何で？　何でみんなを集めるの？　なになに？』とか聞かれまくりすぎて、プレッシャーに堪たえかねて、ボクついポロッと先に言っちゃったんだよね」

　千早が珍しく、てへぺろ☆[image: ]する。

「ついポロッと先に聞いちゃった」

　恋心も珍しくはないが、てへぺろ☆[image: ]した。

「それでね、わたし、思い出したんだぁ。悠真君や美羽ちゃん達を学校とか無人島に閉じ込めた時、凄すごい一いつ生しよう懸けん命めいに悠真君をサポートしてくれた娘こ達のこと。『悠真、頑がん張ばれ！』『悠真、イチャイチャばっかしてないで、ちゃんと真面まじ目めに脱出しなよ！』『悠真さんの絵、やっぱり素す敵てき！』って、言ってた娘達のことが思い浮うかんでねっ」

　悠真がナスターシャと麻の方を見る。

　その視線の温かさに、恋心は微笑んだ。

「わたし達の為に……悠真君の為に、一生懸命頑がん張ばってくれた女の子達には、先に悠真君の恋こい人びとになって欲しかったの。その為に拝み込んで、美羽ちゃん達に名な無なしさんをやってもらったの。全部を知った後じゃ、悠真君は……もう普ふ通つうの女の子を受け入れなくなってしまってるかもしれないから。……杞き憂ゆうかもだけど」

　そう言って恋心は微び苦く笑しようを浮かべた。

　その台詞せりふに対し、何とも言いがたい顔をする悠真の内心を紫苑が代弁する。

「普通の人間ではない自分が、普通の女の子と恋に落ちるなど、分ぶん不ふ相そう応おう……か。まあ、悠真なら考えそうなことではあるな」

「でしょ？　流石さすがは紫苑ちゃん。悠真君のこと、よく分かってるねっ」

「……」

「言い当てられて悔くやしい、というところか、悠真？」

「……」

　一言も喋しやべっていないのに全く隠かくし事が出来ていない現状に、悠真が渋しぶい顔をした。

「だから、どうしても、この集まりの前に、悠真君と、ナスターシャちゃん、麻ちゃんをくっつけないといけなかったの。勿論、愛依ともね」

「……ちょっと待って、お姉ちゃん！　お姉ちゃん達はクローンだった、ナスターシャさん達は普通の女の子……じゃあ、私……私は⁉」

「五十嵐愛依さん」

　愛依に向かって、千早が真しん剣けんな表情を見せる。

「愛依さんは、普通の女の子、だったんだよ」

「……」

「普通の人として生き、普通の人として死ぬことが出来た。でも、彼女は自分をクローンの献体として差し出したんだ。姉の側で、病弱な姉を支える為ために。計画には必要のない人物だったし、途と中ちゆう、何度か愛依さんを計画の要素から外そうということもあったみたい。でも、歴代の恋心ちゃんは、それをよしとはしなかったんだよ」

　千早とは裏腹に、その言葉を継つぐ恋心の顔は優やさしかった。

「妹を巻き込むようなこと、どうして？ってわたしも思ったよ。でも、分かった。多分ね、最初の愛依も、歴代のクローンの愛依も……、悠真君が好きだったんじゃないかな？　だから、自分の側にいさせる、というよりは……悠真君の側にいさせてあげたかったんだと思う。悠真君がいる限り、ずっと、ずっと、自分と同じように、ね」

「……っ」

　愛依の顔が瞬しゆん時じにポッと火ほ照てる。

　そして、嘗かつてもそうであったように、微笑ほほえむ恋心の手に、愛依が手を重ねた。

　それを満足そうに眺めて、千早が大きく手を広げる。

「……これが全てだよ、悠真くん達」

　悠真が、美羽が、紫苑が、乃々が、椛が、葵子が、湊が、愛依が、そして、恋心が、顔を見合わせて……。

　ショックで立ち尽つくされることも、千早は想像していた……が。

「あははははははははははは‼」

　しかし、彼らは笑った。

　飽あきるまで笑って……。

　そして、笑顔で言った。

「俺達は、俺達だよ」

　悠真と同じ笑顔で紫苑が言う。

「我々を、我々として、生かす為に、莫ばく大だいな時間と知ち恵えと愛を注いでくれた人達がいてくれる……それに応こたえねばならんだろう。そう思えるのだ」

　悠真と同じ笑顔で恋心が言う。

「確かに、今、ここにいる自分は、嘗ての自分達の続きだと実感することが出来る……わたしはそう思うよ」

　悠真と同じ笑顔で美羽が言う。

「失敗したクローンの記き憶おくもどこかに微かすかに残ったとしても、それを含ふくめて、新しい自分……今の自分に至る為の記憶なの。それはあたし達のアイデンティティを構成する１つの要素でもあるんだもん」

　悠真と同じ笑顔で乃々が言う。

「兄さんと一いつ緒しよなら、いつでも、どこでも、そこが乃々の居場所ですから」

　悠真と同じ笑顔で椛が言う。

「はい、坊ちゃんと一緒なら」

　悠真と同じ笑顔で葵子が言う。

「みんなと一緒にいると、不思議と反論する気は起きませんね」

　悠真と同じ笑顔で湊が言う。

「まあ、そういうことだなも」

　そこでふと悠真の顔から笑顔が消える。

「終しゆう盤ばん、楽した意見を言った奴やつらがいるな……」

「坊ちゃんだって、超ちよう短めだったじゃないですか⁉」

「なんだと、椛のくせに‼」

「きゃあああああっ⁉　スカートめくらないで下さい、坊ちゃんっ‼」

　必死に逃にげ回る椛の後ろを追いかけ回してスカートをめくりまくる悠真を見ていると、アイデンティティの苦く悩のうなどというものからは無む縁えんに見えた。

「こ、こら、悠真、お前の彼女は他ほかにもいるのだから、１人だけ、そんなにめくるのは不公平というものだろう？」

「そうですよ、兄さん！　ほらほら、今日の乃々は兄さんの大好きな縞しまパンですよっ」

「しょうがないにゃあ」

「ちょっ……悠真、こっち来るななのっ、あたしは別にめくって欲しくないんだもん‼」

　引っ搔かきによる臨戦態勢に移る美羽と、スカートめくり体勢の悠真がジリジリと間合いを計って睨にらみ合う様を見ていると、そもそも人生においての苦悩自体から無縁に思える。

　追いかけ合う中の１人、紫苑がふと横を駆かける葵子に言った。

「ぐるぐる、ぐるぐると……抜ぬけ出せない輪の中を回っているような日々でも、本当は、螺ら旋せん階段を上り続けている、ということなのかもしれんな」

「その螺旋階段の一番上に、出口がある、のですね、紫苑？」

「うむ……」

　その会話が耳に入った悠真が、走る足を緩ゆるめて微笑む。

「積み重なったクローン達の思いが、俺達を脱だつ出しゆつさせてくれたんだよ。クローンの自分の思いじゃない。クローンの美羽や、紫苑先せん輩ぱいや、みんなの思いが俺を脱出させてくれた」

「そして、私達を、悠真のクローンの思いが救ってくれた、という訳か」

「そう……俺達の本当の人生を、俺達の心の中にいる過去の俺達に、見せてやらないとな」

「うむっ」

　彼らの瞳ひとみに、もう憂うれいはない。

　未来への無限の希望だけが、そこにはあった。
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　　　　＊




　それこそが恋こいの力。

　恋れん愛あいの真価だと誰だれもが思う。







　……人は皆みな、何かに閉じ込められている。

　社会に、家庭に、学校に、会社に、そして、自分自身に……。

　生きている限り、誰もがその檻おりの中から出ることは出来ない。










　少年少女達は、何度も何度も壊こわれ失われていく人生から、脱出をした。

　恋と愛と知恵を武器に。

　そして、恋する心と、恋する相手を得た。

　それは、自由の翼つばさである。

　悠真達の、本当の人生はここから始まるのである。

　そこに、彼らの精神を閉じ込める檻は、もう……ない。





完









　あとがき







　東京こうていわ、竹たけ井い[image: 10]とう日かデス。

　なんか語ご尾びが外人ぽくなっていました。まあ、僕もかなりワールドワイドですからね。ワールドワイドウェブです。インターネットみたいになってきた。




　そんなこんなで、『ここから脱出でたければ恋しあえっ』４巻をお贈おくりします。

　遂ついに、最終巻でございます！　２０１２年５月からスタートしたこのシリーズは、２０１３年５月に完結という、ちょうど１年のお付き合いになりました。

　竹井作品のライトノベル初のシリーズ完結作品でございます。

　脱出モノ大好きっ子の僕としては、やってみたくて仕方ない題材であった訳ですが、いざ向き合ってみると、色々と難しい部分にも直面しました。薔薇ばらという漢字とかかなり難しい部分です。薔薇とか作中で使ってねえじゃねえか！　あと、原げん稿こうがそもそも手書きじゃない。……ところで、僕が気にしていないだけで、薔薇とか使っているかもしれません。皆みなさん、１巻から注意して読み直してみてはいかがでしょうか？　え？　僕ですか？　いえ、僕は遠えん慮りよしておきます。……だって、薔薇使ってるかな？　とか思いながら読んだら、話に集中出来ないじゃないですか。じゃあ、何で人にそんなことやらせようとするのか。




　閑かん話わ休きゆう題だい。作品としては色々と難しい面もあったのですが、それでも、悠ゆう真まや美み羽う、椛はな達と一いつ緒しよに過ごせた日々は楽しかったです。彼らの明るさに、救われ続けていたような気がします。

　いつか、もっと力をつけて、『脱出恋セカンドシーズン』！とかやってみたいですね。




　一緒に頑がん張ばってきて下さった、かれいさん。お疲つかれ様でした！　名な無なしさんのデザインなどは本当に秀しゆう逸いつで、凄すごいセンスを感じさせて貰もらいまして、毎回、どんな絵が来るのかなと楽しみな相棒でした。ありがとうございました、またいつか一緒にお仕事したいですね！

　企き画かく立ち上げと、２～４巻をそれぞれ担当して下さった２人の担当編集さん、見守って下さった編集長さんにも、感謝したいと思います。

　表紙デザインの沼ぬまさんも、お仕事していただいて光栄でした。是ぜ非ひ、またデザインお願いしたいですね。

　そして、ここまでお付き合いいただいた読者の皆さんに、最大限の感謝を。

　いつか人生で行き詰まった時、この本の中で笑っていた彼らのことを思い出して、前向きに苦境から脱出して下されば、幸いです。




　僕の中で特別でない作品は何一つないのですが、脱出恋は、初めて完結まで綺き麗れいにまとまった物として、忘れられない作品となると思います。

　ちゃんと予定していたラストまで過不足なく辿たどり着つく、幸福な作品でした。

　読んでいる人にとっても特別なシリーズであると嬉うれしいのですが。

　いけませんね、最終巻ともなると、ついしんみりした感じになってしまいます。しんみりパンチやしんみりキックを繰くり出だしたくなります。すげえ攻こう撃げき的だな‼

　また、ひょっこり、どこかの作品で名無しさんが顔を出したりするかもしれません。その時には、『すげえ！　この名無しさん、臆おく面めんもなく！』と温かく迎むかえてあげて下さい。




　さて、読者の皆さんには、次はお待たせしましたの『東京皇帝☆北条恋歌』11巻か、他社さんの作品でお会いするのを楽しみにしています。他社さんといえば、講談社ラノベ文庫さんから出ている『彼女がフラグをおられたら』がアニメになります！　未来の日に、アニメを見て竹井作品に興味を持った方が、この『脱出恋』も読んで下さっていると嬉しいですね。




　それでは名残なごりは尽つきませんが、最後に、この言葉で締しめくくりたいと思います。

「ここから脱出でたければ恋しあえっ‼」
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